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「弱さは罪だ」

　あいつが言った。

「弱者は強者に屈くつしていればいい。こびへつらい、道を開けて額ひたいをすりつけていればいい。強き者に盾たて突つき刃は向むかおうとするから殺される。土足で踏ふみにじられるのだよ」

　暗くら闇やみの中、燃える城。泣き叫さけび、逃げまどいながら槍やりで突つかれ、剣で裂さかれ、燃える人々。

　厩きゆう舎しやの馬がいななき喚わめく。

　天を焦こがすような赤い炎が揺ゆらめき立ち、周辺の森の鳥たちは怯おびえ、鳴なき立てる。黒こく煙えんが渦うず巻き空を埋うめ尽つくす、地じ獄ごく絵えのような世界。

（やめて……やめて……！　こんなことしないで……。そんなことしないで！）

　声が出ない。

　もう瞳を開けることもできない。

　息もできない。

　何も……何もできない。

　何一つできない小さな手。火傷やけどを負って皮ひ膚ふの溶とけてしまった手。

　鋭するどい痛みを左手首に覚えながら、その痛みさえ忘れてしまいそうな恐怖と憎しみ。

　自分の背せ丈たけの何倍もあるような、銀の鎧よろいを着けた男に、がむしゃらに飛びかかった私。

　素す手でで、体当たりしても、何もできなくても、その男を倒たおしたかった。どんな小さな形でもいいから、怒りと憎しみと悲しみをぶつけたかった──。

　頰ほおの骨が砕くだけるような、胸が押し潰されたような感覚がして、体が宙ちゆうを吹ふっ飛とんだ。

　落下していく感覚は長く思え、叩たたきつけられた瞬しゆん間かんは息が止まるほど酷ひどく、冷たかった。

　全身で、本能で、自分が死んでいく気配をひたひたと感じた。

　きっとこのまま、何もできずに……死んでしまう。

　誰だれの敵かたきも討うてないままに。大事な人の敵も討てないままに……。

「大丈夫。泣かないで……おいで」

　優しげな少年の声。差し出される手。

「──大丈夫……震ふるえないで。大丈夫だよ。僕が君を守るから……怖くないよ。誰からも……何からも、どんなことからも君を守ってあげる……」

（──あなた……誰？　だめなの。私一人ではいけないの……助けなきゃ）

「君、声が出ないの？　怪け我がをしてるの？」

　少年の温かな手が、冷たくなった私の両頰を包む。

「手て当あてしてあげる。だから泣かないで……約束だよ」

　冷えきった体を、柔やわらかな感かん触しよくが包む。固くつむった目をそっと開くと、そこに天使がいた。美しい青い瞳で私を見み下おろしている。

　静かに彼は微笑ほほえんだ気がした。金こん色じきの穏おだやかな光が周囲に満ちて、でも口元には、どこか哀かなしそうな微笑みを浮かべていた──。

　天使──。

　それは……あのときの恐怖心が見せた救きゆう済さいの幻げん影えいかもしれないけれど──。




　あの日から……私は記き憶おくを失なくし、恐怖を忘れた。

　記憶を失くしたことさえ、忘れていた。
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「はっ！」

　キン！

「や！」

「突つきが弱い！　返しが遅おそい」

　キンッ！　キンッ！

　森の中にぽっかりと空あいている日だまり。遠い昔、ちょっとした円えん形けい劇げき場じようだったと思われるすり鉢ばち状じようの遺い跡せき。その中央の乾かわいた場所で、剣のぶつかり合う音と、二人の剣けん士しの声が響ひびく。

　キン！　とひときわ耳を刺さす大きな音が立った直後、一本の剣が宙を舞い、客席用に造られた階段状の石いし組ぐみの隙すき間まに突き刺さった。

「ちっ！　失敗！」

　ルージュの舌した打うちに、冴さえた剣さばきを披ひ露ろうしていた銀髪の青年が眉まゆ根ねを寄よせる。

「──今……何と？」

「へ？　『失敗』って……言ったと思うけど。それのこと？」

　ルージュは剣をはね飛ばされ、痺しびれの残る右手をぷらぷらと振ふりながら、アレクシスに答える。

　さっきから、動くたびに背中で思い切り跳はねている長い赤あか金きんのカールした髪。限りなく赤に近いが、ルージュ自身は金髪だと思うことにしている。白い肌。大きくて快かい活かつそうな緑の瞳。つんと上がった小さな鼻は、多少小こ生なま意い気きにも見えなくはないが、ふっくらした唇くちびるや細身の体つきなど、総合的に大変可愛らしい十五歳の少女だ。と、自分では思っている。

　ルージュ・ド・ラ・クリムゾンは、コルセットに透すけるシフォンのパニエ姿。剝むき出しの腕のまま佇たたずんで、アレクシスを不ふ思し議ぎそうに見つめる。

「今、何とおっしゃいましたか？　ルージュ・ド・ラ・クリムゾン嬢じよう」

　ルージュの剣を宙に飛ばし、勝利した自分の剣を腰に吊つるした鞘さやに収おさめながら、青い瞳を細めたのがアレクシス・ド・ユーシス。バランスの取れた肢し体たい、剣の腕も見み事ごとな二十一歳の美青年だ。

　ルージュはようやく、彼が自分の言葉のどこに対して突つっ込こみを入れているのか理解して、肩をすくめて言い直す。

「失敗してしまいましたわ。アレクシス大先生」

「──剣の稽けい古こ中のこととはいえ、大変な言葉の悪さですね。ルージュ。とうてい貴き族ぞくの姫ひめ君ぎみが口にする言葉ではありませんよ」

　アレクシスのきりりとした眉は、さっきよりいっそうしかめられている。

「──ごめんなさい。ついカッとなって言ったの。悪かったと思ってるし反はん省せいはしている」

　一いつ本ぽん調ちよう子しの謝しや罪ざいに、アレクシスは腰に両手をやり、困こん惑わく顔がおでたしなめる。

「──何ですか？　またおかしな謝り方をして。領りよう地ちの村の少年たちにでも吹ふき込こまれたんですか？」

「素す直なおに謝あやまったのよ。三さん段だん論ろん法ぽうで」

「それは三段論法じゃありません。あなたは剣の稽古以上に勉強をしなくてはいけないですね。それじゃ十六歳になったとき、正式な社しや交こう界かいデビューもできませんよ」

「アレク。ルー姉様を社交界に出そうなんて、誰だれも思っていないから、心配しないでよ。ボクだけ単たん身しんでデビューするから」

　澄すんだ少年の声。自分をばっさり切り捨てたような、冷めきった声がかけられて、ルージュは反はん射しや的てきにそちらを振ふり向むき睨にらむ。

「何よ？　ジョシュア!?　自分だけデビューなんて許ゆるさないから！」

「だって、姉様はさ、社交界デビューなんてしたいの？　したいと思ったことあるの？」

「いや。別にそこまでは……」

「でしょ？　じゃあ、ボク一人でいいじゃない。費用も控ひかえめで済むし、何の文もん句くがあるの」

「そうですね……」

「姉様は、総そうじて行き当たりばったりで計けい画かく性せいもないんだから。今もただ勢いきおいでデビューしたいって言ったんだよね？」

「──そうですね……」

　可か憐れんで美しい弟の、哀あわれみさえ混まじっているような物言いに、返す言葉がない。

「ルー姉様、姉様はクリムゾン伯はく爵しやく家け唯ゆい一いつの女子なんだから、いつ誰の前に出ても恥はずかしくないようにしていなくちゃ。髪だって、そんな風に振り乱すものじゃないよ。大体そんなに日の当たりまくるところで長時間剣の稽古なんてしたら、傷いたむし、ただでさえ赤い髪がもっと赤くなっちゃうし、枝えだ毛げができてパサパサになっちゃうよ？」

　柔やわらかな栗色の髪。栗色というよりミルキーなカフェオレ色の、ちょっと巻まき毛げがかった髪に白い肌。すみれ色の瞳のジョシュアは近くの木こ陰かげにゆったりと腰を下ろしている。

　そして読みふけっていた分ぶ厚あつい本から視し線せんを上げて、ルージュに説教する。

　我が十一カ月違ちがいの弟ながら、ジョシュアは落ち着きと気品に満ち満ちている。

　姉よりずっと大人びていて、勉強家で読書好きで、睫まつげも長く、瞳も大きくて美人顔だ。

　こまっしゃくれた口を利きくが、知識も知能も向こうの方が断だん然ぜん上だと認みとめざるを得ないから、あまり強く反はん論ろんできない。強きよう烈れつな反はん撃げきに遭あうのが関せきの山やまだ。そして案の定、とどめの言葉が投げつけられた。

「そんな野や生せい児じじゃ、お嫁よめの貰もらい手がないよ」

「まあ、いざとなれば私がルージュと結婚しますよ。お館やかた様さま……ルージュのお父上にそういう約束で城に置いてもらっているようなものですから」

　まばゆい太陽の下。真まっ白しろなドレスシャツに豪ごう華かな巻き毛を肩に散ちらしたアレクシスが、涼やかな青い瞳を伏せる。

「アレク、すごく可か哀わい想そう。それってお父様の脅きよう迫はくだよね。厄やつ介かい者ものを押しつけられちゃう」

「まあ、その場合、マナーもみっちり仕し込こませていただきますがね。ちなみにパニエの裾すそはドロワーズの中に突っ込んでいいものじゃありませんよ」

　その柔にゆう和わな美男子ぶりに反して、アレクシスはいつも手て厳きびしい。

「さっき仕し合あいのときに躓つまずいたんだもの。これくらいいいでしょ。誰が見てるわけじゃないし」

「私もジョシュアもいます。下へ手たをすれば領民たちにも目もく撃げきされますし」

「私アレクシスのお嫁さんにはなれないと思う。だってすごく……細かいんだもの」

「こういうのは細かいとは言いません。常識です。最低限のマナーです」

「絶対細かい」

「私はお館様に、ルージュの作さ法ほう、剣けん術じゆつ、語学、地理、歴史、その他すべてにおいて面めん倒どうを見るよう申しつかっているんですよ？　〝細かい〟のではなく、正当な助言だと思ってください。すべてはあなたが将しよう来らい外に出て恥はじをかかないようにするためです」

「私、外には出て行かないと思うな」

　ときおり吹く季節風ミストラルや霜しもの脅きよう威い以外は心配事など何もない、のどかで温おん暖だんな土地で生まれ育ってしまうと、この場所からどこかよそへ行くなんて考えられない。

「姉様。アレクに気に入られておいたほうがいいよ。アレクほど辛しん抱ぼう強づよくて、思し慮りよ深ぶかくて学があって美青年……なんて条件のいい男は、レアパリに行っても、宮きゆう廷てい内にだっていないから。アレクはモテるから、姉様程度じゃ十番目くらいの夫人になっちゃうだろうけど」

「ジョシュア。私はそんな多た情じようではないですよ。それにもしそんなに大勢の妻がいたら、よほど大きな城に住まなくてはいけませんし」

「アレクがその気なら、いくらでも立派なお城が手に入るよ。もしまた戦いくさでもあればどんどん功こう績せき挙げられるだろうし、騎き士しとして大だい規き模ぼな軍に所属すればいつでも高こう給きゆう取とり。こんな田舎いなかにくすぶっていることのほうがもったいない」

「それは買いかぶりすぎです」

　アレクシスはルージュの剣を石組みから引き抜き、土つち埃ぼこりを振るい落とすと、柄つかを向けて手て渡わたした。

「剣を大事にするのは剣士の務つとめですよ。ルージュ。剣は命を守るものです」

「ごめん……なさいっ！」

　ルージュは差し出された剣を摑つかむと、やにわにアレクシスに向かって突きつける。

「姉様っ」

　ジョシュアが叫さけぶ間もなかった。切きっ先さきはアレクシスの銀の髪を数本散らした。が、ルージュの剣は不ふ自し然ぜんなまま空中に止まる。アレクシスの指先が、しっかりとその刃を押さえ、そして目にも留とまらぬ速さで抜かれた彼の剣が、ルージュの喉のど元もとに突きつけられていたのだ。
















「相あい変かわらず姑こ息そくな手を使いますね。ルージュ」

　にやりと口こう端たんを吊り上げると、アレクシスはルージュの刃をはねのけた。

　掌てのひらに、指先に怪け我がはない。

「だって、これくらいやらないと勝てないんだもの……」

「今回も勝てなかったですけどね。まだまだ動きに隙すきがありすぎです。しかも仕掛ける前に、考えが見えてましたよ。精せい神しん鍛たん錬れんも必要ですね」

「さすがアレク！　カッコイイね！」

「ルージュの今の剣は、〝敵を倒たおすもの〟。まあ、それを頭から否ひ定ていする気はありませんが」

　アレクシスの剣遣いは美しいし、言うことも重みがあってなんだか悔くやしい。

「アレクの剣は〝命を守るもの〟……だね。〝敵を殺すもの〟じゃないところがアレクらしい」

　ジョシュアは、この流れはもう読書に適てきさないと判断したのか、敷しき布ぬのを叩たたいて丸め、本とともに小こ脇わきに抱かかえる。

　アレクシスはその言葉に微かすかに哀かなしそうな笑えみを向けるだけで、何も言わない。

「アレクは姉様の剣の師し匠しようだけではもったいない騎士だよね。とはいえ、うちはアレク以外騎士と呼べる騎士もいないから、父上の護ご衛えいとして城にいてくれるだけで助かるけど」

　ジョシュアは、面倒見がよく温おん厚こうなアレクシスを年の離れた兄のように慕したっている。

「慢まん性せい的てきな騎士不足だからこそ、女の私が剣の訓くん練れんをしているんでしょ。ジョシュアももっとやるべきよ」

　ふくれっ面でルージュは剣を鞘に収め、砂すな埃ぼこりで汚よごれたパニエを叩く。

「ボク？　ボクを誰だと思っているの？　ボクは姉様より遙はるかに腕が立つからね、練習はそこそこでいいんだよ。特に日中の日ひ差ざしは肌に悪いし。ねえ、アレク」

　姉と弟の無む邪じや気きなやりとりに、アレクシスは保護者のような笑みを浮かべる。

　アレクシスは、ルージュが幼い頃、この地に聳そびえるフォーブス城に一人でやってきた。両親が戦で亡くなり頼る者もなく、わけありのようで細かいことは伝えられなかった。それに当時七歳ほどだったルージュには無関係に思えたから、敢あえて訊きくこともしなかった。

　とにかく、それからずっと三人兄弟のように過ごしてきた。

「でも最近日ひ照でり続きで、農作物は心配よね」

　ここは王国中央とはほとんど無む縁えんとも言える、ノイエフランスの南西。のどかなジュランソンの地。ルージュたちは石造りの雄お々おしい外がい観かんの城に暮らしながら、毎日をゆったりと過ごしている。この土地は乾かん燥そう地帯とはいえ、土ど壌じようには恵まれており、様々な特産物で利益を上げている。高値で取引される貴重な薔ば薇らやアニスなどのハーブ、果物、オリーブ、器用な女性たちによる繊せん細さいな手て刺し繡しゆう。そんなものが王国中央の宮廷では珍ちん重ちようされ、潤うるおっている地域だ。

　だがそれも数年前までのこと。最近商あきないは斜しや陽ようのようだ。

「農作物もそうだけど、ルー姉様。ちゃんと日焼け止めは塗ぬった？　そばかすが出るよ？」

「──一応オリーブオイルは塗ってあるし、あとでローズヒップの紅茶を飲んでおきます」

「だったらいいけど。お母様に怒られるのはルー姉様だからね」

　もう母の分までたっぷり怒られた気分だ。うなだれるルージュを盛り上げようとしてくれたのか、アレクシスが声をかける。

「ではもう一戦いかがですか？　ルージュは負けず嫌いだから、勝つまでやりたいでしょう？」

「アレクシス。その最後の部分はよけいだわよ」

「違いましたか？」

　アレクシスは乱れた銀の髪を払いながら、にやりとしてルージュを見る。

「認めるけどね、思い切り気分くじかれたから、もう帰る。お腹空いたしお昼過ぎたし」

「『お腹空いた』って……。姉様、さっきそこで、バスケットに詰つめてきたチキンパイとチェリーパイ食べてたじゃない。たっぷり四人前はあったのに、こっそりと一人で全部」

　ジョシュアが、石段の片かた隅すみにひっそりと隠かくしてある空のバスケットを視線で指した。

「あれは間食だし、みんなも食べるか小さな声で訊いたけど、いらなそうだったから……。で、次は昼食」

「わざわざこの円形劇場までパイ食べに来たんじゃないよね？　剣の稽古も銃じゆうの練習もルージュ姉様がしたいって言うからお父様も許可して、わざわざアレクが仕事の合間を縫ぬって……」

「感謝してます。人手不足の我が城のため、きっと強くなってみせますって！」

　白い肌が透けるほど薄うすい、シフォンのパニエを翻ひるがえし、長い髪をなびかせながら走り出したルージュのあとを、困惑顔をしたアレクシスとジョシュアが追う。

「ルージュ。ドレスをちゃんと着て戻らないと叱られますよ！」

　アレクシスなど、バスケットの他に木陰に脱ぎ捨ててあったルージュのドレスまで小脇に抱えるはめになり、スマートで美び麗れいな騎士としての姿が台だい無なしだ。

　アレクシスに咎とがめられたからではなかったが、ルージュがふと、走る足を止めた。

「ねえ？　なんだかあの雲ずいぶんと黒いけど……夕ゆう立だち来るかな」

「この時間にしては珍めずらしく厚い雲ですね」

　岩山を登りながら、切り立った崖上のフォーブス城に向かっていた三人は、反対側の稜りよう線せんに見える黒こく雲うんを眺ながめた。

〝針はりの岩いわ地ち〟とも称しようされるこの一帯は、なだらかな大地から隆起した岩山の数々が天を突く、奇き観かんの地。

　だが、そこに城を築けば、外敵からの侵しん入にゆうを警けい戒かいし、防ぼう衛えいにあたる任にん務むにおいては最適な地ちの利りを得る。

　フォーブス城は、まさにそういう役目を担になう堅けん城じようだ。

　風に乗った黒雲は、勢いをつけてこちらへと広がってくる。

「早めに城に戻った方が良さそうですね」

「お昼に黒雲が湧わくなんて……これで赤い雷が落ちでもしたら、まさしく不吉の徴しるしかも」

　子供の頃からつきっきりで育ててくれたばあやは、よくそういった伝でん承しようをルージュやジョシュアに話してきた。

「そんなの自然現象だもの、信じるに値あたいしないよ。でもあれは……その〝不吉〟の一つかもね」

　ジョシュアの見つめる先、北の方角に小さな黒い点が見える。

　おそらく、高級な黒くろ塗ぬりの箱はこ馬ば車しやだ。ノイエフランス王国内において、誰もが辺へん境きようの地と認めるこのあたりを、高級な箱馬車が走るなんてことは限かぎりなく珍しい。

「ホワイエ男だん爵しやく？　トルーニャ公こう爵しやく？　うちの城に来るのかな？　今日って何かお茶会とかあったっけ？」

「どうでしょう。とにかくあの距きよ離りです。我が城への来客にしても、到着まで時間がかかるでしょう。戻って待てばいいことです」

　アレクシスの意見はいつでも現実的だ。

「お客様なら昼食も夕食も豪華になるね」

「ルー姉様。そんな貧びん乏ぼうくさいことを言うと、またお母様に……」

　ジョシュアがたしなめようとしたときに、空の彼方かなたに異い変へんが起きた。

　遙か彼方の曇どん天てんが、不ふ意いに輝かがやいたかと思うと、その暗い雲を切きり裂さくように雷かみなりが落ちたのだ。

「赤い……雷……？」

　この季節に雷を見ること自体珍しいのに、その色は鮮血を思わせる赤。

「ねえねえ、今の見た？　赤い雷……すごく綺き麗れい……」

「ボクも初めて見た……」

　ジョシュアも魅み入いられたように、彼方の空に視線を釘くぎ付づけにする。

「もっとこっちに来るかな。もっと近くに来ないかな」

「でも音も響いてこないから、遠いみたいだよ。姉様」

「もっとこっちにやって来て、我々の頭にでも落ちたらどうするんです？　さあ、子供みたいなことを言ってないで、早く戻りましょう。ルージュは、その格かつ好こうをばあやに見つかる前に、ちゃんとドレスを着てくださいよ。私までとばっちりを受けますから」

　いつまでも次の稲いな光びかりを待とうとするルージュの腕を、アレクシスが摑んで歩かせる。

「大丈夫。恐るるに足らないわ。お客様がうちに来るならばあやは支し度たくで忙いそがしくなるから、私のことなんか気にしないって」

「うちへのお客かどうか、まだわからないでしょう」

「いいえ、お客よ。そういう予感がするもの」




　フォーブス城は、この周辺の大地と同じ色いろ合あいの、象ぞう牙げ色いろがかった切きり石いし積みの質しつ実じつ剛ごう健けんな印いん象しようの城だ。

　円えん筒とう形けいの塔とうが四基、その周囲に砲ほう弾だんでも打ち砕けないような分厚い城じよう壁へきが巡めぐらされ、一部で繫がった中央の居住棟を堅けん固ごに守っている。

　以前は、エスパニア国こつ境きよう沿ぞいにあるこの地域は常に侵しん攻こうに曝さらされてきたらしい。

　当時から辺境伯として重ちよう用ようされてきたこの土地の領主だが、ノイエフランス王国がエスパニア国と協定を結んだ現在は侵攻に脅おびやかされることもなく、一族はゆったりと生活していた。

　城門にある鉄の落とし格ごう子しも、ルージュは使われているのを見たことがない。

　城門横の監視窓に兵士が立つのも見たことがない。

　四つの塔には見張りが常じよう時じ立ってはいるが、それでも緊きん迫ぱくする事じ態たいは皆かい無むだ。

　だから、ルージュが下着姿で剣を携たずさえ走っていても、誰も咎とがめることはなかった。

　裏門から中に入り、部屋まで駆かけ上あがる。ルージュの部屋は城の中でも上じよう層そう階かいだから、それだけでも結構足腰が鍛きたえられる。

「ルージュ！　ドレスを持って上がってください！　それと剣も！」

　もう一度二階分駆け下りて、アレクシスの手からドレスと剣を取った。

　部屋に辿たどり着いて、木の扉の中に飛び込む。

　そしてまず、急いで北西方向の窓を開け、外を見た。

　この窓からは、城の周囲が一いち望ぼうできる。一帯で最も高い岩山の上に築かれた城だから、見み晴はらしは最高だ。

　さっき見えた、空を切り裂いたような赤い雷光はなく、雷鳴の気け配はいもない。それどころか黒い雲はすっかり周囲の空に混まじり、溶とけ込こむように消えていた。

「なぁんだ……すごく綺麗だったのに……」

　雷は近くに落ちれば恐ろしいが、その恐怖以上に魅み惑わく的てきで眩げん惑わく的てき。自然の見せるショーのようだ。でもどうやら今回の公演はもう終わってしまったらしい。

　しかたなく窓を閉め、ドレスを着ようと思ったとき、向こうの小道を砂すな煙けむりを立てながら近づいてくる馬車に気づいた。

　もっとよく見ようと窓まど辺べに身を乗り出して、目を凝こらす。

　赤い髪とパニエが、ばさばさと翻るのを押さえながら乗り出していたら、危あやうく外に転げ落ちそうになった。

「やっぱりあの馬車、うちの城へのお客様だ！　もしかしたら……」

　俄が然ぜん張り切って、階下に下りるための身み支じ度たくをする。

　左手首の包帯を外すと洗面台から白はく磁じのたらいと水入れをとり、外で汚れた腕や顔を洗う。

「ルージュ様」

　ろくなノックもせずに扉が開いて、年ねん配ぱいの小こ太ぶとりの女性が入ってくる。

「ばあや」

　白しら髪が交まじりの髪を結ゆい上あげ、白いボンネットで包み込み、紺こん色いろの小こ花ばな柄がらのドレスに白いエプロンをつけている。

　この城の数少ない召使の一人だ。

　まだ手足の汚れを落としている最中だったルージュは、その姿を彼女に見られて舌したを出した。剣もベッドの上に放り出したままだったから、すぐに小こ言ごとが降ってくる。

「またこのような下着姿で外に出られていたんですか？　剣の稽古に？　どこまでいらっしゃったんです？　まったくアレクシスとジョシュア様は何をやっているんでしょう」

「コルセットつけてるし、手首も包ほう帯たい巻いてるわよ。お母様がうるさいから」

「当然です。でもコルセットはこれでは緩ゆるすぎます。ばあやの手がするっと入るじゃないですか。それに、腕が剝き出し。左手首はいつも人には見せないようにとあれほど……」

　ばあやはルージュの手をリネンのタオルで拭ふきながら、口から泡を飛とばしている。

「これは今ほどいたばかりだから、大丈夫」

　ルージュの左手首には、古い傷きず痕あとがある。

　いつどのようにしてそれができたか覚えがないのだが、赤あか紫むらさきに引き攣つれた火傷やけどのような痕があるのだ。

　まるで十じゆう字じ架かのような形の傷痕が──。

「──やっぱり……火傷なのかな。この痕は」

「ばあやは存ぞんじませんよ。お母様にお訊きになったほうがよろしいでしょう」

「だって、教えてくれないもの。四歳の頃、お母様の知らないうちに、知らないところで怪我してたんだって。すごく驚おどろいてお医者さんを呼んだって言ってた。それだけ」

「ルージュ様は大変そそっかしい上、落ち着きがまったくありませんから、きっとお手を厨房の鍋なべにでも突っ込まれたんでしょうね」

　ばあやはルージュにワイン色のモスリンのドレスを着せつけ、ベルベットのリボンで背中の編あみ上あげをきつく締しめる。

　それから、ドレッサーの前に引っ張っていくとスツールに座らせて、もつれた髪を豚ぶた毛げブラシで梳とかし始めた。ときどき強く引っ張られる痛みに顔を歪ゆがませながら、ルージュは鏡かがみに映うつったばあやに口を尖とがらせる。

「鍋に、手を突っ込んだ？　私が？　まさか」

「二、三年前にもやったでしょうに。リンゴを煮にている鍋に手を入れて、危うく火傷するところをアレクシスに助けられて。ああ、それ以外にもチョコレートを盗ぬすみ飲のみしようとして、熱い鍋のツルに手を触ふれたこともありましたね。奥様が泣いて大おお騒さわぎしてそれはもう大変でした。まさかお忘れではないですよね？」

「そうでした。ところで、お客様が来るでしょ？　豪華な馬車だったけどもしかして……」

「旦那様の伯お父じ上うえがいらっしゃるようです」

「大伯父様……カロン侯こう爵しやく？　大伯父様がここに来るのすごく久しぶりじゃない？　宮廷から、今日はなんのご用かしらね？　レアパリのお話が聞けるといいけど」

「急なお越しなのは確かですね。とにかく早くご挨あい拶さつに行かなくては、ご機き嫌げんを損そこねてしまわれます」

　レアパリといえば、華はなやかでにぎやかで、活気に満ちた大都市。そしてレアパリは王国の都。その中心には王おう陛へい下かの住まわれるレアベルサイユ宮きゆう殿でんがある。

　大伯父は、宮殿に住み、またレアパリにも居きよを構える有力貴族の一人。王陛下に直接仕つかえる宮廷貴族だ。

　レアパリからこのフォーブス城までは早はや馬うまで一日、四頭立ての馬車だと天候によっては二日ほどもかかってしまう結構な距離で、大伯父も滅多にやって来ない。父に至いたっては王陛下への管かん領りよう報ほう告こくのため、一年に数度しか都市に出向くことはない。

「お父様がもっと社交的だといいのに。レアパリには、私が小さい頃に一度連れて行ってもらったきりよね。覚えてないけど」

「ルージュ様。じっとしていてください。カロン様は、女性の身だしなみに口うるさい方ですから、上等のドレスに見せなくては」

　そう言って軽く三つ編み飾かざりを結いつけた髪に、二輪の薔薇の生せい花かを挿し、ドレスの上にレースのショールをかける。ルージュの持っている中では一番上等なショールだ。

「パーティーでも夜会でもないのに、こんなよそ行き着ていいの？」

「奥様のお言いつけです」

　ばあやはもう一度腰のリボンをぎゅっと締め上げて、ドレスのウエストラインを際きわだたせている。そんな二人が映っている鏡に、ジョシュアの姿が現れた。

「ルー姉様。えらくめかし込んでどこに行くの？　それ二番目に上等のドレスだよね」

　たっぷりした袖そでの白いドレスシャツに紺のズボン、白のタイツ姿のジョシュアは、めかし込むまでもなく素そ材ざいのいい美少年だ。

「カロン大伯父様がいらっしゃってるんですって。だからご挨拶に」

　その憂うれいある美少年が、カロンの名前を聞いた途と端たん、更さらに表情を憂ゆう鬱うつにした。

「あの馬車、大伯父様だったんだ。それなら〝不吉な赤い雷〟が落ちたのも道どう理りかな」

「ジョシュア様！　大伯父様のことをそんな風に言うものではありませんよ」

　ばあやはルージュの髪を整ととのえながら、ジョシュアの皮ひ肉にくをたしなめる。

「だって、大伯父様はろくな知らせ持ってこないよね。前に来たときも、王宮に納めていたうちのワインが、不ふ備びのあったせいで取引できなくなったとか、連れてきて繁はん殖しよくさせる計画だった種たね馬うまを持ってこられなくなったとか、他の果物も差し止められたとか。その数年前は兵士や武器の調ちよう達たつもできなくなったって知らせだったし……。このところ、エスパニアとのいざこざはなくなったけど、丸まる腰ごしのまま国境警けい備びなんて危険すぎる。それじゃあ、この城は潰つぶれるしかないよ、今度はどんな話なのか聞くのが怖いよ」

「そう……ワインの取引まで断ことわられてたの……。でもそれは大伯父様のせいじゃないし」

　取りなすルージュにジョシュアは更に辛しん辣らつだ。

「姉様は吞のん気きでいいよね。宮廷でも色々変へん革かくが起きているみたいだよ。強者はより強く、弱者は強者に搾さく取しゆされて、生き残るのが困こん難なんなくらい格かく差さが広がっているって」

「ジョシュアはどうしてそんなこと知っているの？」

「このあたりを通る商人や見せ物小屋の連中から、レアパリの事情を聞いてたから。父上が出で不ぶ精しようなせいで、宮廷にもレアパリにも滅めつ多たに行かないんだからそうするしかないよ」

　確かに父の宮廷への無む関かん心しんさと、社交性のなさは異常だ。

「ジョシュアって、なんだかすごいわ……」

「ボクからすれば姉様の鈍にぶさと能のう天てん気きさがすごすぎて怖いけどね。この城の使用人がどんどん減っているのは何な故ぜか、気にしたことはなかった？　城の設備がどんどん劣れつ化かしてそのまま放置されているのに気づかなかった？　馬車も馬も少なくなって厩きゆう舎しやはがらがらだよ。以前四十人もいた馬ば丁ていだって、今じゃ五人になったしね」

「そういえば……。メイドは激減したし、納屋は壁が崩れたまま放置されているし」

「剣の稽古なんていう、姫君には不必要かつ異い端たんなことに姉様が精を出ている間に、我が城は火の車。ずっと王宮の厨ちゆう房ぼうが得意先だったのに、オリーブと蕎そ麦ば粉こに続き、今度のワインの取引停止が一番痛いた手でだと思う。うちのワインは最高級品なのに、コルクのせいか香りが悪くてゴミの入ったものがあったとか。出荷のときに厳げん重じゆうな検品をしているのに信じられないよね」

「言っておくけど、ジョシュア。私が武術を習うのはちゃんと理由があるの。強くならなきゃいけないっていう理由がね」

　ばあやに腕の包帯を巻き直され、靴くつもベルト飾りのついたヤギ革がわのものを履はかされながら反論するルージュを、聡そう明めいな弟は冷めた目で見る。

「──それ、男おとこ勝まさりだから？　それとも単にアレクに負けたくないから？」

「そんな単純なことじゃないの。なんだっけ……今ちょっと思い出せないけど、子供の頃に誰かに誓ちかったのよ。強くなるって」




『──強くなって復ふく讐しゆうしてやる……』




「え……？」

　その強い決意のような言葉が、自分の口から出たのか、誰かがそう呟つぶやいたのかわからず、ルージュはきょとんとしてジョシュアを見つめる。

「『強くなって復讐してやる……』って、昔、村の子供とケンカして、姉様が負けたときに言ったんだよ。それがトラウマになってるのかな？」

「今、私そう言った？」

「やだな。姉様。それなんのギャグ？」

「わからないけど……でも少なくとも、私の剣の稽古と大伯父様は、城の財ざい政せい難なんとは関係ないでしょ。大伯父様だって悪あく報ほうを伝えにわざわざここには来たくないと思う」

「そうかもしれないけどね。ごめんね。もう条じよう件けん反はん射しやになっちゃって」

　ジョシュアは、その年齢には似つかわしくないアンニュイさで、小さなため息を漏もらした。

　確かに、いずれこの城と領地を受け継ぐであろう一人息子としては、切実な問題だ。

「とにかく、私挨拶に行ってくるね。ジョシュアも行く？」

「ボクは……図書室に引ひき籠こもっているってことで今はパス。もしカロン卿きようが食事も一いつ緒しよにってことになったら考える。アレクはもう入り口で挨拶してるだろうしね」

「はいはい。ジョシュアって愛想はいいけど、案外人ひと見み知しりなんだから」

　ルージュは立ち上がって、ピンクの薔薇の髪飾りをそっと押さえてから部屋を出る。

「それにしてもそこまで緊きん縮しゆく財ざい政せいだったとはね……。確かに使用人は数年で四分の一以下になったみたいだし、庭の手入れもしなくなったし、すきま風の入る窓もそのままだし、この城で夜会や舞ぶ踏とう会かいを開くこともなくなった。かなり厳しい状態だったのね」

　呻うめきながら人ひと気けのない廊ろう下かを歩き、〝白鳥の間〟の前に立つ。

　そういえば、昔はこの廊下の壁にも大きな絵かい画がや美術品のタペストリーがずらりと飾られていた。なくなったのはいつの頃だろう。

　客人がいるときは、その部屋の前に必ず使用人が控えていたが、今はそういうこともない。

　ノックをしようとしたが、思おもいの外ほか大きな父アウラーの怒ど声せいが聞こえてきてためらった。

　扉に耳をつけて盗み聞きする。悪いタイミングで入っていって、気き難むずかしい大伯父からとばっちりを食らいたくない。

　重じゆう厚こうな扉の奥から、今度は落ち着いた大人の声。

　ルージュは隣となりの間に行き、中に入ると、〝白鳥の間〟と続いている扉をそうっと小さく開けて様子を盗み見る。

　古めかしい巨大なタペストリーが壁一面を覆おおい尽つくす空間。

　十数人は囲かこめる巨大な長テーブルが中央に置かれ、半円形に張り出したテラスのある、接客用の広間だ。

「ですから伯父上、そのお話はとっくにお断りしたはずです。変わることはありません」

　アウラー・ド・ラ・クリムゾン伯爵が、額ひたいに指を当てて悩なやましげに俯うつむいた。

「アウラー。王陛下は改かい革かくを望んでおられる。そのために必要なのだ。〝ザクロの血〟が」

「ですが、お断りします。また戦が起きるかもしれないような事態に荷か担たんすることだけは避さけたい。それは伯父上にとっても真の良りよう策さくにはなり得ないと、私はずっと確信しております」

「──そうか。では仕方ないな。だがいつまでこの辺境にいるつもりだ。しかも今年は作物の出来がとりわけ酷い。農地が不毛の荒こう野やに見える。それとも〝荒野〟を作っているのか？」

　それは領主である者にとって、胸に突き刺さる皮肉だ。もっと遠えん慮りよというものがあっていい。

　カロン大伯父は、両耳の上のカールも寸すん毫ごう乱さず、佇たたずまいも面おも差ざしも大変いかめしい男だ。

　アウラーの伯父とはいえ、年齢は十歳も離れてはいない。だが、いつも難しい顔で、祝いわいの席でも、ルージュは彼が笑ったところを見たことがない。

　策さく略りやく家かで冷れい徹てつで利り己こ的てき。と、アレクシスは彼を評ひようしたことがある。

　フロックコート姿の使用人が、パイとポットのお代かわりを持ち、そしてまた去っていく。

「で、ご用向きはその件だけですか？　何か他にも？」

「ああ、本題はこれからだ。ルージュを呼んできなさい」

　突然、大伯父の髭ひげの下から自分の名前が飛び出してきて、ルージュは焦あせった。

「ルージュは昼頃、森の中の円形劇場に出かけたようで……」

「先ほど窓から下着姿で乗り出していたのはルージュだろう？　相変わらずじゃじゃ馬なのか」

　何という視し力りよくの良さ。ルージュはドアの陰で身をすくめ、そろりそろりと廊下の方へ移動を始める。呼び出されたときに覗のぞきをしていたのがばれるのは非常にマズイ。

「ルージュが下着で？　何かのお間ま違ちがいでしょう。ところであの子にどのような用件で？」

「あれはどう見てもルージュだったが……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で呟きながらも、カロンは本題に入ることにしたようだ。

「ルシファル十五世王陛下からのご所しよ望もうだ。宮廷貴族以外の姫を、体の不自由な王家ゆかりの子の世話係兼勉強相手として至し急きゆう招まねきたいとの仰せでな。ご相談を受け、私はルージュを推すい薦せんしたのだ。王陛下もお喜よろこびでな。もちろん受けてくれるな？」

「伯父上。ルージュはまだ十五歳。やんちゃな田舎娘ゆえ、高貴な血筋のご令れい嬢じようのお相手など、とうてい務まらないでしょう。このたびのお話はなかったことに……」

「ルージュの意見も聞かずにおまえが断るとな？　アウラー。王陛下の上意に逆らうということが、何を意味するかわからぬおまえではあるまい？」

「──よく、存じているつもりです」

「レアパリに返り咲くいい機会だろう。今のおまえの経けい済ざい的てき困こん窮きゆうの助けになると思うが？」

　カロンは、ぴんと二ふた筋すじに張った口髭を撫なでながら、鋭するどい三さん白ぱく眼がんをアウラーに向ける。

「ここ数年、おまえの宮廷での評価は芳かんばしくない。この城の本来の役目もとうの昔に終わっている。王陛下は以前おまえにレアパリに戻るようおっしゃったが、おまえはそれもはねつけた。これがおまえを宮廷に結びつける最後のチャンス。それでも王陛下のお言葉に従えぬと？　城を追われ、爵しやく位いを剝はく奪だつされてもいいというのか？　住む場所さえなくなるぞ」

　アウラーとカロンの間に、冷ややかな、そして重おも苦くるしい空気が立ち込める。

（城の存そん続ぞくと爵位の……剝奪？　そんな！）

　ルージュは慌あわてて廊下を回って白鳥の間の扉に戻り、ドレスの乱れを直してからノックした。

「大伯父様、ようこそいらっしゃいました。ご機嫌いかが？」

　ここぞというときの、〝決め〟の挨拶を見せる。それはもう精せい一いつ杯ぱい優ゆう雅がに頭を下げ、ドレスの両脇をつまんで蝶ちようのように広げる。タイミングが大事だ。

　母、フローラから叩き込まれたとっておきのワザだ。

　そのお辞じ儀ぎの優雅さに、さっきのおてんばぶりを糾きゆう弾だんするのはやめたのか、口うるさい大伯父も軽い咳せき払ばらいで済ませる。そして早さつ速そく、話を切り出した。

「ルージュ。まあ、そこに座りなさい。おまえに話がある」

　ルージュは父アウラーの隣の席に座り、大伯父の方を見る。

　父は何か言いたそうに口を開きかけたがそれより先に、カロンが言を発した。

「王陛下の血を引く十代のお子が、ずっとお体が悪くてな。最近とみに閉じこもりがちなのを案じられた陛下は、同じ年頃の活かつ発ぱつな姫を遊び相手、兼ご学友として宮廷に招きたいとおっしゃった。私がおまえを推薦したのだ。王陛下も是ぜ非ひにとのことでな。こんな話が辺境の貴族に来るなど大変稀まれなこと。光栄な話だぞ。もちろん受けてくれるな？　おまえの父と大伯父のメンツのためにも」

　カロンは、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくの眼でルージュを見る。

「大伯父様。私でそのお役目が務つとまるなら、お受けしたいと思います」

「ルージュ！　おまえ、軽かる々がるしくそんなことを言うものではない」

　アウラーは、一人娘があっさりと即答すると思っていなかったらしい。仰ぎよう天てんして声をうわずらせる。

「おお。そうか。それはよかった。これで私も仲介者として顔が立つ」

　反対に大伯父は口角を吊り上げ、安あん堵どしたというように温かなティーカップを手にする。

「ルージュ！　それがどのような大たい役やくで重責を伴ともなうことか、おまえはわかっていない……！」

「でも王陛下のご意向を無下にするわけにはいかないでしょう？　それがお父様や大伯父上様のためになることならなおさらです。私やってみます。粗そ相そうのないよう頑がん張ばります！」

　ルージュは父を安心させる笑みを向け、そしてすぐ大伯父に視線を移した。

「それで大伯父様。私はいつお城に伺うかがえばよろしいですか？」

「できるだけ早くとのご希望だ。可能なら、明日私がまたレアパリに戻るときに同行すればいい。私が王陛下に直々に紹介しよう。そのほうがおまえも安心だろう？」

　普段、仏ぶつ頂ちよう面づらで愛あい想そうなしの大伯父の、満足そうな表情を見たのはそれが初めてだった。

「はい！　では明日、ご一緒させていただきます」

　カロンが豪ごう快かいに紅茶を飲のみ干ほし、少し休むと言って部屋に引き取ったあと、父アウラーはルージュに向き合い、かつてないほど緊張した顔を見せる。

「ルージュ……」

　声が強こわ張ばり重苦しい。

「おまえはまた軽はずみなことを。今の王朝に……王族に関かかわるということがどれほど危険かおまえは知らない。王権を巡る争あらそいも、宮廷貴族同士の陰の争いも、とても厳きびしく醜みにくいものだ。宮廷に行けば、おまえは彼らの派は閥ばつに巻き込まれる。〝王宮の呪のろい〟にも……」

「でもお父様。貴族は王陛下に尽くすのが務め。私、ご病気のお嬢様のお相手も、ちゃんと務めてみせます。王宮にも憧あこがれはありましたし、大丈夫」

　だが、ルージュが前向きな言葉を連つらねれば連ねるほど、アウラーの表情は険しくなる。

「王宮のしきたりも、王宮の規き律りつも規き則そくもおまえは知らない。女子供とはいえ、失敗は許されない世界なんだぞ？　やはり行かせるわけにはいかない。私が断りを入れてくる」

「お父様！　私やれますってば！」

「ルージュ！　おまえ一人でどうこうできる問題じゃない！」

　──だって、今逆さからえば、この城は取り潰しになるかもしれないんでしょう!?

　そう言いたいのを必死でこらえ、唇を嚙かむルージュの背後でノックが響いた。

　扉が開いて、正装したアレクシスが現れる。

「お館様。宮廷へは私がお供ともします。私でしたら、少しは宮廷貴族の習慣を知っております。ルージュ様を必かならずや危険からお守りしますので、この件、認めていただけますか」

「アレクシス……おまえまで、そのようなことを」

「お館様。今、王陛下のこの上意に沿わなければ、大事なものをすべて失うしなうことになりますゆえ」

　床に片かた膝ひざをつき、冷静な口調のアレクシスからは、静かな迫力が感じられた。

「そう……だな。わかった。おまえが同行してくれれば心強い。安心は……できないが」

　アウラーは、若いながら片腕ともなっているアレクシスの進しん言げんに、渋しぶ々しぶ同意した。




「お父様はもっとご自分の娘を信用したほうがいいと思うの」

「そこまでお館様に要求するのは過か酷こくです。信用という名の偽いつわりになりかねません」

　ソフトな口調ながら、アレクシスは手厳しい言葉をルージュに向けた。

「それより、決断したからには忙しいですよ。宮廷に上がるにはそれなりの支し度たくが必要です。明日出しゆつ立たつとなれば、今から徹てつ夜やの作業でやらないと」

「て……徹夜？　それは私に死ねと言っているようなものよ？」

　アレクシスはだがすぐその場にメイドを呼びつけ、口こう頭とうで長旅用の準備を申しつける。

「宮廷では皆、大変豪華な衣服や装飾品を身に着けます。それを自じ慢まんするのが宮廷貴族というものだと私は思っているくらいです。ですので身の回りのものは最高級品ばかりをお持ちください。そしてレアパリまでは整備されていない街道がほとんど。強行軍になるはずですから、お体に無理のない装いで。そして慣なれない場所に行くのですからお薬も忘れずに」

　ルージュへの指示はもちろん、馬車や馬具、御ぎよ者しやの調達も忘れない。

　それから翌日まで、深夜でも城には煌こう々こうと明かりが灯ともり、すべての使用人があちこち走り回るというとんでもない騒さわぎが起きていた。

「身だしなみに必要な、象牙の櫛くし、おしろいのハケやパウダーボックス。洗顔用のシャボンに香水に、それからお城で恥ずかしい思いをしないための物……何か忘れ物はないかしら。ハンカチと手袋！　ああ、お祖ば母あ様から受うけ継ついだ、真しん珠じゆの首飾りも持たせないと」

　ほっそりとした体。心配そうなすみれ色の瞳を潤うるませながら、ずっとルージュの旅支度を調えていた母、フローラ。彼女が何か思いつくたび、総動員されたメイドたちは、白いエプロンと黒いドレスを翻しながら右う往おう左さ往おうする。

　そして、初めて城から出す娘の前ぜん途とを案じて、母は何度もほろほろと涙をこぼした。
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　多分、旅立ちは急でよかった。

　色々考えたり悩なやんだりすると、不安ばかりが増ましてくる。

「もうこれ以上馬車にトランクは積つめないって言っているのに、お母様はあれこれ詰つめに詰め込んで、結局荷物用の馬車まで出すはめになったのよ。この馬車が城に戻るまで、お父様には残りの一台しかないのよね。それも車しや軸じくが折おれたまま、まだ修しゆう理りされていないオンボロ」

　翌朝。カロン大おお伯お父じの馬車に続いて、ルージュとアレクシスの乗った馬車は、朝あさ露つゆに濡ぬれた花々の香りと、濃こい朝あさ霧ぎりの漂ただよう中、城を出発した。

　窓の外を、初めて見る景色がどんどんと流れていく。

　城の周辺ではいつも香っていた、薔ば薇らや百ゆ合りやラベンダーやカミツレ。様々な花の香りが、もうここでは窓を開けてもほとんどしなくなっている。

　不ふ規き則そくに揺ゆれる箱はこ馬ば車しやの中で、ルージュは呻うめく。

「ドレスはね、一番いいドレスから順にタンス一つ分積み込んだの。お母様ったら『宮廷ではみんなもっといいものを着ているんだから』って、大急ぎで作りかけのドレスを一着、お針子さんに仕上げさせて。しかも、自分のドレスの一番上等なものも私にサイズを合わせて縫い直させて、もう大変。おかげで出発が遅おくれちゃったし」

　今ルージュが着ているのは、つい先ほど仕上がったばかりのそのドレスだ。

　明るく華はなやかなロゼピンクの生き地じが、ルージュの顔かお映うつりがいいからと、フローラが大だい絶ぜつ賛さんしたものだ。

「顔映りがいいっていうより、この赤い髪の色とまあ調ちよう和わするってことだと思うのよね」

　肩に垂たれているくるくると巻いた髪を指先で弾はじく。家族の誰だれにも似ていない赤い髪は、ルージュのコンプレックスだ。

「宮廷貴族の子し女じよたちは、もっとずっと派は手でな装飾品で身を飾かざっていますよ。奥様はルージュが他の宮廷貴族とうまく馴な染じめるか心配なんです。初めてよそに出すのが遠く離れたレアパリで、しかもいつ戻って来られるかわからないんですから」

　向かいの座席でずっと本を読んでいたアレクシスが、視し線せんを上げて微笑ほほえんだ。

「それにこれ。この腕輪。普段使いにしてはちょっと豪ごう華かすぎると思うんだな」

　ルージュはアレクシスに左手首の腕輪を見せる。

　十じゆう字じ架かと鳩はとの文もん様ようが浮うき彫ぼりにされ、組み合わされた形の金細工。象ぞう牙げ細ざい工くの薔薇花と、親指大のザクロのような紅い石のはまった腕輪だ。

　それを、母は出発の前にルージュの傷きず痕あとがある左手首にはめたのだ。

　そしてその腕輪ごとルージュの左手をぎゅっと握にぎり締しめた。

『ルージュ。これはお守りとして肌はだ身み離はなさずつけていて。ご先祖様から伝わるザクロ石の腕輪です。きっとあなたを助けるわ。それからその手首の傷を、人に見せてはいけません。誰にも秘密にしておいて。いいわね。でないと……大変なことが起きるから』

　母は、彼女の淡あわいすみれ色の瞳を不安に潤うるませながら、ルージュを見つめて言ったのだ。

「私だって突然の宮廷入りは不安だけど、行かなくちゃいけない状じよう況きようだったし。それになんだか……私の中で行くべきだって誰かが背中を押したのよ。うちの財ざい政せい難なんを救えるのは私だけ。宮廷貴族の誰かと親しくなれたなら、ワインの新しい納入先も見つかるって思ったしね」

「そうですね。大丈夫。鳥肉もフォアグラも、オレンジやオリーブだって、ジュランソンの産物が良質であることは王宮御用達だったことが証しよう明めいしてます。問題はどういう経けい緯いで粗悪品の烙らく印いんを押されてしまったか……ですが」

「きっと何かの間ま違ちがいだと思うのよ。その原因も突き止めたいし……」

　もうおそらく見えないであろう、生まれ育ったフォーブス城の方を振ふり返かえったルージュは、ふと向こうの山やま際ぎわに現れた、聳そびえ立つ塔とうに気がつく。

　灰色の空ににょきりと突き出た塔。崩くずれかけた塔は周囲に似たものがいくつかあるが、何の目的で建てられたのかわからない。

　古びたそれは天を突くかのように上に行くほど細くなり、そして崩れ落ちている。

「あの塔……なんだろう……初めて見たのに……どこかで見たことがある気がする……」

　アレクシスもそれを見て、眉まゆをひそめた。

「それにあの塔の奥……崖がけの上にあるのはお城よね。あのお城も……見たことがある。私、前に行ったことがあるのかな？」

　灰色、というよりむしろ天気のせいか黒いシルエットで浮かび上がっているような、ゴシック様式の城がぽつんとそこにある。怖いような寂さびしいような、打ち捨てられた城の末まつ路ろのような。そういう寂せき寥りよう感かんが漂っているのが遠とお目めでもわかる。

「気のせいでしょう。あのブランシェ城はもうずっと廃はい墟きよですよ。元はとても立りつ派ぱな城だったらしいですが、十年以上前、夜や襲しゆうを受けてたった一晩で焼かれたんです。村人も女子供も皆みな殺ごろしだったそうですよ。河の対岸はすぐエスパニア領土ですから、エスパニア軍の仕し業わざでしょう」

「エスパニア……夜襲で……皆……殺し？」

　ズキンとこめかみが痛んだ。

　わああん、と脳のう裏りに響ひびく鬨ときの声。人々の悲ひ鳴めい。そんな音が耳みみ鳴なりのように聞こえた気がする。

　そしてルージュの全身に、熱い血が巡めぐり、左手首の血けつ管かんがどくどくと跳はねる。

（何これ……痛い……。左手首……この古傷が？）

　今までも、ときおり左手首が強く疼うずくことはあった。でもこれほど猛もう烈れつに痛んだのは初めてだ。

「ルージュ。馬車に酔よいましたか？」

「う、ん……ちょっと頭ず痛つうが。でも……大丈夫……」

　曖あい昧まいな返事でごまかしながら、また外の景色に目をやって、ルージュはそこにさっきまでなかった光景を目にする。

　点のような黒い人影。黒いマントをなびかせて、何者かが塔のてっぺんに立っていた。

（え……？　人……？）

　走る馬車。周囲の枝えだ葉はで視界が一度遮さえぎられる。

　木立を抜けたあと、もう一度、あの塔と城を見ようとした。が、後方に流れゆく光景の中に、さっき見た黒い人影はもう見えなかった。

「ルージュ？　少し馬車を止めさせますか？　顔色がよくない」

「ううん。大丈夫。ここで止めたら予定より到とう着ちやくが遅れちゃうし……。でもあのお城、今は新しい城主がいるのよね？」

「まさか。破は壊かいされとても住めるものではないですよ。修しゆう復ふくするのには莫ばく大だいな資金が必要ですし、宮廷も放ほう置ちという形をとったようです。昔のように、このあたりが敵国から侵しん攻こうを受ける情じよう勢せいでもないですしね。でも当時の奇襲が恐ろしい伝説となって、人は近づかなくなったようです」

　周囲の緑に遮られ、黒い城は遙はるか彼方かなたに過ぎ去っていく。

　向かいのアレクシスに気づかれないよう、ルージュはまだ痛む手をもう片方の手で覆い、ぎゅっと腕輪ごと摑つかんだ。

「ね、その伝説って……どんな？」

「昔から、あのブランシェ城周辺の森には、大変な魔力を持つ魔女が住んでいると言われていたそうです。不ふ老ろう不ふ死しでどんなものにも姿を変えることができ、未来を予言できる。時として天てん候こうまで操あやつり、大地を揺ゆり起こすこともできたとか。その魔女を怖れたエスパニアは、このあたり一帯の住人すべて皆殺しにしたそうです。あの城が建てられるずいぶん昔から、この黒い森も〝魔女の森〟と呼ばれていたようですよ。おそらく先せん住じゆう民みんの時代からのものでしょうね」

　アレクシスは本を読むことをやめ、ルージュの話し相手に専せん念ねんすることにしたようだ。

　本を閉じて膝ひざに置くと、青い目を外に向ける。

「じゃあ、あの不思議な塔は何のために建てられたの？」

「城主は相当な変わり者だったと聞いています。宮廷の意い向こうに沿そわなかったため、戦になっても援えん軍ぐんが来なかったとも。まあ、今さら第三者がほじくり返すことではないでしょうね」

「宮廷の意向に沿わないって……やだ。お父様もそうじゃない」

「大丈夫。ルージュはこうして宮廷に向かうのですから」

　今まで開けた大地の中の一本道を走っていた馬車は、しばらく切り立った岩場の底を走り、やがて突とつ如じよとして現れた暗い森に入る。張り出した枝が地面に向けて伸のびている、妖あやしい感じの黒い巨木群が延々と続いている。

　鬱うつ蒼そうとして光が入らず、不ぶ気き味みなことこの上ない。

〝魔女の森〟。

　そんなよからぬ名前がついてしまっても仕方がないような光景だ。

「カロン様の馬車に少し後おくれをとっていますね。もう少し急いでください。後方の馬車にもそう伝えて」

　アレクシスは小窓を押し開けて、御ぎよ者しやに声をかけた。

　前方の大伯父の馬車は六頭立てで最新式のものだから、走りが早い。それに比べ、ルージュたちの馬車は四頭立てで荷物も多く積まれている上、造りは旧きゆう式しきだ。でこぼこ道だと揺れがきつく、どうしても遅れてしまう。

「ジョシュアは……お母様とお父様を守って、ちゃんとしてくれるわよね」

「彼はしっかり者ですから、安心できます」

「そうよね。あの子、出発するとき姿を見せなかったから、私が王宮に上がることに怒ってるのかなって思って、気になって」

「大丈夫ですよ。ジョシュアは大人です」

「本当は、お世話するお子様が男の子だったら、ジョシュアのほうが適てき任にんだと思ってたの」

「でも選ばれたのはあなたです。そしてお館様の反対を押し切って決めたのもご自身です。城の窮きゆう地ちを救うため。そうでなければ私も同行したりはしませんよ。王宮はこりごりですから」

「アレクシス、宮廷にいたことあるの？　初耳」

「子供の頃に少々。でもあの上っ面のお世せ辞じや嫉しつ妬と、顕けん示じ欲よくにまみれた世界にはうんざりしました。虚きよ飾しよくの場です。お館様が嫌気が差して地方に引ひき籠こもったのもわかります。正義が正義として通らない世界。弱き者は強き者に虐しいたげられて生きる場所」

「──そう……なんだ。なんだか、ワインの新規納入先……探すのが大変に思えてきた……」

「裏で手を回した者がいないといいのですが……、うちが断られたということはどこかの商人、あるいは荘園領主が代わりに納のう品ひんしているということですから」

　語っていても、手首の腕輪が気になって、どうしても触ふれてしまう。

　腕輪の中央にはめられている石は丸みのある赤い石。光の加減で十字星が浮かび上がる。

「この傷……他人には絶対に見せるなって。そんなにおかしな傷なのかな」

　母フローラからも、常々この傷から目をそらす仕し種ぐさを感じていた。

「母上は、女の子の体に傷を残したことを気に病やんでいるのでしょう。貴族の子女は普通台所など行きませんし、火遊びもしません。剣を振り回すなどもってのほか。切り傷一つ、火傷やけど一つないのが当然ですから目立つでしょう。それをきっかけに宮廷でいじめられたりしてはいけないという、フローラ様のお心こころ遣づかいですよ。無む駄だになさいませんよう」

　腕輪によく合うネックレスも貰もらったルージュは、硝子ガラスに映るそれを指先でちょっと触れる。

「それより、到着するまでの時間は長い。読書でもして知性を養やしなってはいかがです？　これから王族のご学友を務めるためには、より多くの知識も教養も必要だと思いますが」

　さっきから、読書中のアレクシスの目の前で、ルージュはただ外の景色ばかり眺ながめている。

「だって、山の形も大地の色も、空の色も、見ておかないともったいない。こんなに遠出するの何年ぶりかな。景色も空気の匂においも違うもの」

　助じよ言げんを袖そでにして、昼食用のバスケットを広げてはチーズをつまみ、ハムの載のったパンとチョコレートを楽しんでいるルージュにアレクシスは嘆たん息そくする。

「まあ、気持ちはわかります。でも王宮に行ったら勉強の日々ですよ」

「わかってます。ね、アレクシスもミントチョコとスミレの砂糖漬けは、どう？」

「いただきます。なんだか色々持ってきたようですね」

「薬と食は場所が違えば変わるものだって聞いたから、念ねん入いりにね。もし宮廷やレアパリにないようだったら商品として売り込めるし」

　ハーブやオイルやそういう物を、いくつかしっかり詰め込んできたのだ。

「それにしても思ったより進めませんね。このあたりはずいぶん悪あく路ろですし」

　小指の先ほどの可か愛わいい紫色の砂糖漬けを口に入れ、外を見ながらアレクシスが呻く。

「夕方までに次の町まで着けないと、野の宿じゆくですね。甚はなはだしく危険ですが」

「危険って？　人食いオオカミでも出てくるの？」

「オオカミならまだいい。食事用に持ってきた肉でも投げて逃げられる。でももっとタチの悪いものです。この街かい道どうの少し先は、盗とう賊ぞくが出るという〝灰色森の四よつ辻つじ〟です」

「盗賊……？　大丈夫なの？」

「私がいます。カロン侯こう爵しやくもかなりの遣い手ですし、彼の従者四人は騎き士しとしても務められるほどの腕うで利ききだそうですよ。問題は後ろの馬車ですね。うちの城の御者たちは全員腕が立つとは言えません。最近この周辺に出没する〝山やま猫ねこ〟という盗賊団は凶きよう悪あくで、狙ねらわれると人は殺され馬車も荷物も根こそぎ持っていかれるそうです」

　アレクシスは物ぶつ騒そうな盗賊の話をしても冷静だ。それは自分の剣の腕に確かつ固こたる自信があるがゆえだろう。

「大丈夫。私もいざとなったら戦うから」

　ルージュは座席の脇にかけてあった剣を握って微笑んでみせる。

「それにね、お母様が腕輪と一いつ緒しよに短剣も持たせてくれたの。護ご身しん用ようにって」

　今度はドレスの裾すそを思い切り捲まくり上あげて見せる。白い太ふと腿ももに装そう着ちやくされたベルトに細ほそ身みの美しい短剣が差さっていた。

　アレクシスは、しばらくその短剣を凝ぎよう視ししていたが、徐じよ々じよに顔を赤らめて、慌あわてて視線を遠くに逸そらす。

「とても美しい剣ですね。でももう、しまっていいですから。それにルージュの腕はアテにしてません。むしろ剣を抜かないでください」

「どうしてよ？　私は戦うわよ？　そのために剣の訓くん練れんしてたのに」

「こんなところで怪け我がをさせては、お館やかた様さまとフローラ様に申し訳が立ちません。それに、それ以上体に傷を残しては、お嫁よめにいけなくなりますよ」

「いけなくなったらアレクシスが貰ってくれるって言ったじゃない。それアテにしてるわ」

「でしたらもっと私の言うことを聞いてくださらないと困りますが」

　アレクシスは薄うすく笑う。

「でも、なんだか外から……雨の匂いがするみたい。降ってくるかも」

　ルージュは南フランスの大自然の中で生活してきたせいか、鼻が利く。

　薔薇の咲さく直前の香りを嗅かぎ分けることもできるし、オレンジの花が咲く日も当てることができる。果実が熟うれたか、視覚に頼らず鼻で調べることもできる。

　だから、雲くも行ゆきに限かぎらず、空を見ずとも匂いで雨を感じ取ることもできる。

　窓を開け、風で広がる赤い髪を両手で押さえながら、馬車から身を乗り出していたルージュの体をアレクシスが引き込んで、眉をひそめる。

「ルージュの天気予報は当たりますからね。でも、それではより危険が増すな。幸さい先さき悪い」

　あっという間に夕ゆう暮ぐれの空を雲が覆おおい、すっかり馬車の中まで暗くなる。

　アレクシスがランタンに明かりを灯した。

　お腹がふくれた者の常として、しばらくまどろんでいたルージュが窓の外に視線をやったとき、もう外は闇やみに染め上げられていた。山の輪りん郭かくや道筋の木々は濃い影を落とし、霧きり雨さめが降りだしている。

「闇の帳とばりが下りた上、雨となれば盗賊襲しゆう撃げきの可能性が非常に強まりますね」

「襲おそわれてもたいした物はないんだけど。宝飾品もお金もちょびっとだもの」

「仮にルージュの持ち物が二に束そく三さん文もんでも、貴族の箱馬車三台は上物でしょう。カロン様の馬車や馬はランタンの明かりで一見しただけでも、大変高価なものだとわかりますし」

　アレクシスの表情は至し極ごくまじめで、ルージュの冗じよう談だんにも乗ってくるどころか叱しつ責せきの眼まな差ざしだ。

　そして不意に、アレクシスは何かの物音に耳をそばだてた。

　窓にかかるカーテンを指先でわずかにのけて、外の様子を窺うかがうが、暗くて何も見えない。

　御者が椅い子す脇に下げているランタンと、馬車の側面に取り付けられているランタンだけが、この夜のすべての明かり。

「何か、来ましたよ！」

　アレクシスが短く唸うなり、剣を握った。

　先頭のカロンの馬車を引いていた馬たちが、突然いななき棒立ちになる。馬車が急に止まった。ルージュたちの乗る馬車の御者も、手た綱づなを引いてそれに続く。

　目を凝こらすと、前方のランタンの明かりに照らされ、不ぶ作さ法ほうに暴あばれまくり、ルージュやカロン侯爵の馬車の行く手を阻はばむ騎馬の集団が見える。彼らはあっという間に三台の馬車を取り囲んだ。乗り手が見える。二十人以上いるだろうか。いかにも盗賊団という風ふう貌ぼうで、がさつな荒あらくれ男たちは手に手に剣を持ち、御者を威い嚇かくする。

　怒ど声せいが上がり、銃じゆう声せいが響く。それはカロンの馬車の御者が放ったもの。

　カロンの馬車の御者台に前後四人、ルージュの馬車に三人、荷馬車に二人。銃も扱える者を含め、合計九人の御者たちが三台の馬車にいる。

　それは馬車で旅をする者にしては相そう当とうな警けい備びだ。普通の盗賊なら避さけて通るレベルだが、盗賊たちは恐れを知らず猛もう然ぜんと襲いかかってきた。

「この馬車だ！　三台とも狙え！　逃にがすな！　女以外すべて殺しすべて奪うばえ！」

　馬上から、がらがらとした潰つぶれた声の男が仲間に叫さけんでいる。

　前後を挟はさまれ、取り囲まれたあとは早い。がさつな声で喚わめきながら、男たちは慣なれた様子で馬を操り、馬車を中心に輪を狭せばめてくる。

「馬を殺すな！　特上の馬と馬車だ。傷つけず奪い取れ！　男は殺やれ！　女を探せ！」

　外で下げ卑びた男の声が響く。ルージュは馬車の中で縮ちぢこまる。

　そのとき、外で悲鳴が上がった。

　御者の一人が斬られて地面に転げ落ちた。馬が怖れていななき暴れだす。それを契けい機きに盗賊どもが次々と御者たちに襲いかかる。

「ルージュは絶対馬車から下りてはいけません。いざというときは中から敵にぶっ放しなさい」

　アレクはルージュに銀の銃を握らせ、自分は剣を抜きながら馬車の外へと飛び出した。

　ルージュは銃を構え、カーテンの隙間から外を窺う。

　アレクシスが、敵と戦いこの馬車を守っているのが見える。

　だが、彼の隙をつき、馬車の反対側から盗賊が屋根に取りついたらしい。ルージュの乗る馬車が、横に激はげしく揺れた。

　馬車の屋根では、ロープが切られ、いくつものトランクが放り出されて地面に落ちる。

「や……めて！　あんたたち!!　それには大事なものがたくさん入って……！」

　思わず声を上げてルージュが覗いた窓が破やぶられ、剣が馬車の中に突つっ込こんでくる。慌てて切っ先を避け座席に転がり難を逃れたが、このままでは車内で刺し殺される。

　窓から吹き込む湿しつ気けを帯おびた冷気が、ルージュの頰ほおを、手を濡らす。

「戦う……！　私だって……やれるんだから！」

　ばっと起き上がると、窓から両手で構かまえた拳けん銃じゆうを突き出し、引き金を引く。

　トランクを奪い去ろうとしていた男の腕に当たった。革かわベルトが切れたのか、トランクの中身がばらまかれる。割れて中身の飛び散るオイルや香水の瓶びん。

　また屋根の上の男に向け発はつ砲ぽう。だが、当たった手て応ごたえはない。

　窓から身を乗り出しもう一度、闇がたち込める空に、屋根に向かって撃うつ。

　カチ！　カチ！

　弾たま切ぎれだ。

「役に立たない……！」

　銃を座席に放り出し、その脇にかけてあった剣を引き抜くとルージュは外に飛び出した。

「ルージュ！　出てはいけません！」

　どこかからアレクシスがルージュに叫んだ。だがその声はすぐに敵の攻撃でかき消された。

　そこかしこから、悲鳴や断だん末まつ魔まの声が聞こえる。

　馬車の上の男が剣を突き出してきた。応戦しようとしたルージュの傍かたわらでランタンが割れ、視界が利かない。ひるんだ隙に、背後から盗賊の一人が羽は交がい締じめしてくる。

「見つけたぜ！　これはかわいいお嬢じようちゃんだ！　いただいて売り飛ばしてやる」

　下品な言葉。下品な声。酒さけ臭くさい息が顔のすぐそこで感じられる。

「おい！　娘はいたか!?　縛しばり上あげて連れてこい！」

　向こうで馬ば上じようの男が叫ぶ。体の後ろを飾り布で覆ったいい馬だ。近づいてくる男の顔を見た。帽ぼう子しをかぶり、鼻まで隠れるマスクをし、身なりも馬の乗りこなしも上品で、商人か何かのようだ。

「ですがよ。旦だん那な……こいつ……」

　ルージュは、自分を拘こう束そくする男が気をとられた隙をつき、みぞおちを思い切り突いた。

　ひるんだ隙に相手を剣で突き刺そうとしたが、さすが盗賊、手荒いことには慣れっこだ。十五やそこらの少女の力は通用しない。ルージュの三倍ほどある太い腕で細い首を絞しめ、手を背後にねじ上げてきた。ルージュの手にしていた剣が、地面に落ちる。

「う、く……っ！」

「お嬢ちゃんよ。オレたち盗賊団に逆さからうと、どうなるか思い知らせてやろう！」

　喉のどが圧あつ迫ぱくされ息ができない。気道どころか骨さえたやすく潰されそうだ。

『殺される！』

　顔を歪ゆがめたとき、突然、奇き妙みような呻うめき声とともに賊の腕の力が緩んだ。

　そして、ルージュから引き離された男の巨体は、地面に俯うつぶせに倒れる。

　ルージュはとっさに剣を拾い、男にとどめを刺そうとした。

「剣を使い、賊にとどめを刺そうとは、気の強いお嬢さんだな」

　凜りんとした声がして、振り向くとすぐそこに誰かが立っている。背の高い細身の若い男だ。

（賊の一人!?　さっきの男？）

　剣を手に黒いマントをつけた姿が、さっきの馬上の男に似ていた。

　ルージュが突きつけた剣を、男は易やす々やす弾き飛ばした。そして宙ちゆうに舞まう剣が落らつ下かしてきたところを、片手で簡かん単たんに摑み取った。

「おいおい。命を助けてやったのに、その礼がこれか？　酷ひどいな」

「な……！」

　これほど簡単に剣を弾かれたことはない。アレクシスだって最近は、多少はルージュに苦戦する。

　なのに……。

「襲われたとき攻撃心を露あらわにすると、よけいに相手を刺激する。乱暴されるどころじゃなく、喉を搔き切られるぞ」

　心地よく響く青年の声。どこか悠ゆう長ちような、それでいて快かい活かつな魅み力りよく的な声。聞いたことのない声だった。

　だが、確かにその人物は敵じゃない。彼の言うとおり、ルージュを襲った大男は足あし下もとで血を流して事切れている。

　死んだのを確かめているのか、青年とおぼしき人物は大男にしゃがみ込み、そのポケットや胸元を探っている。金の懐かい中ちゆう時計を手にした男に、恐る恐る声をかける。

「あなた……誰？　何してるの」

　黒いマントをつけ、帽子を目ま深ぶかにかぶっているため、顔は見えない。

「こいつらの身元調査。それに以前盗られたものを取り返そうと思ってさ」

　すぐ背後にはその青年のものと思われる、鐙あぶみと鞍のついた黒馬。馬具も、彼のマントの下から覗く上着やズボンも一見地味だが、すべてが上等な品。何しろ、彼が腰に下げている剣の柄の金装飾が見事で、貴族であろうと想像がつく。

「こんな霧雨の夜に、この道を、豪華な馬車三台で走り抜けようとは無謀だな。待ち伏せていた盗賊団に、お宝を上じよう納のうしに来たと言っているのも同然だ。ああ、そのつもりだったかな？　だったら邪じや魔ましたことになってしまうが」

「まさか！　どうしても急ぐ必要があって……」

「だったら一個小隊の護ご衛えいをつけるべきだ。貴族の女子供が乗っているならなおのこと！　そんな常識もないのか？」

　綺き麗れいで品のいいノイエフランス語だ。でも、口が悪すぎる。

「私は普通の貴族の女子供じゃないの。剣の覚えもあるんだから自分の身くらい守れるし！」

　ふん。と鼻先で嗤わらわれた。

　そしてすぐ、背後に気配を感じる。黒マントの剣が一いつ閃せんし、背後で呻き声と悲鳴が上がった。

　賊が二人、立て続けに倒たおれ込む。その横にいた男は致命傷を免まぬがれ、血の滴したたる手の甲こうを押さえて馬に飛び乗り逃げていった。

　さっきの商人風の男だった。

　啞あ然ぜんとするルージュの前で、黒マントの彼の剣から血が滴った。

「──これでも自分の身は守れると？」

「だって、今はあなたと話していたから……！　あなたが私の気を散らせるからじゃない！」

　男の口くち元もとがキュッと吊り上がった。

「減らず口だな。お姫様。勝ち気さは命取りだぞ」

「失礼だわ！　あなた、その帽子をとって、名を名な乗のりなさい！」

　腕はいいが、皮ひ肉にく屋やすぎる。ルージュは挑いどむように男に向かって言いつのる。

　雨で足下が悪く、ずるっと滑すべった。その体を、マントの男が抱だき留とめる。

　帽子の下から仮面をつけた顔が覗く。

「威い勢せいがいいのは結構だけどね。もっと分をわきまえるべきだよ。俺に突っかかっても自分が泥の中に転がるだけだ。綺麗なドレスも首飾りも台だい無なしになる」

「名前を訊きいてるだけじゃない！」

「人に名を訊くときは、まず自分から名乗るべきじゃないか？」

　からかっているような余よ裕ゆうの表情で返してくる。落ち着き払った喋り方であり、どこか人を小こ馬ば鹿かにしたような口く調ちようでもあるが、澄すんだ低音。ほっそりとした顎あごのライン。十代後半か二十歳そこそこか。

「私は……ルー……」
















　言い終わらないうちに、不ふ意いに唇くちびるを何かが塞ふさいだ。

　驚おどろき、啞然として目を見開くが、何も見えない。青年の影がルージュの顔を覆い尽つくし、そして彼の唇がルージュの唇を塞いでいた。

「今はこの約やく束そく手て形がたで許ゆるしてあげよう。お礼はあとで貰いに行くよ。〝呪のろわれた王宮〟に」

　そう囁ささやくように言って、唇が離れた。

　しばらく言葉を失っていた。

　まばたきも忘れ、大きく見開いたままの瞳で男のくっきりとした鼻筋と少し吊り上がった形のいい唇を見つめている。

　心臓が、早鐘を打ち始める。

　生まれて初めての、異性との唇と唇のキス……だったと思う。

　予想外に柔らかく、予想以上に甘やかだった。

　でも、その初体験はルージュの選択権も拒否権もなく行われたのだ。

　この見知らぬ男に奪われた。

「ちょ！　ちょっと……！　なんて無ぶ礼れいな……あなた今、なんてことを……」

　ルージュの頭の中で、叩たたきつけてやりたい罵ば詈り雑ぞう言ごんが回り続ける中、彼は踵きびすを返した。

「君の騎士が戻ってきた。お役やく御ご免めんだな。じゃあルージュ。無事に王宮に着くように！」

「え……？　あの……待ってよ……。あなたの名前……！」

「ガーゴイル」

　若い男はマントを翻ひるがえし、手綱を引く。そして暗闇やぬかるんだ地面をものともせずに、軽々と馬を走らせていった。

「──〝ガーゴイル〟……？　変わった……名前……」

「ルージュ！　怪我は!?　あれほど外には出るなと言ったのに、どうしてこんな！」

　黒マントの青年を呆ぼう然ぜんと見送るルージュのもとに、アレクシスが険しい形ぎよう相そうで駆かけつけてきていた。

「だって私の大事な荷物が……！」そう言い訳をしようとしたとき。




　プワアアアアア───ン!!




　羊飼いが使う角つの笛ぶえのような、けたたましい音が鳴り響いた。

　盗賊たちは返り討うちに遭あい、相当数を減らしていた。残ざん党とうは突然の音に度ど肝ぎもを抜かれたのか、思いのほか手て強ごわい相手と諦あきらめたのか、蜘く蛛もの子を散らすように馬に乗って引き揚げていく。

「──奴ら、逃げたようですね。でも今のは何の音でしょう……」

　張り詰めていた気を少し抜いたように息をつき、アレクシスが剣を収おさめた。

「ホルンだよ。姉様！　無事でよかった。災さい難なんだったね。アレクもカロン大伯父様も」

　音が響いてきた方から駆け寄ってきた人物は、親しげにそう言った。

　泥どろ跳はねを気にしたような上品な歩き方。その声はよく知っている弟の声。

「ジョ……シュア!?　ちょっと、あんた、どうしてこんなところに!?」

　霧雨の中、ジョシュアは目深にかぶった羽は根ね飾かざり付きの三角帽をちょっと捻ひねった。

　下から、楽しそうに微び笑しようを浮かべた少年の白い顔と、すみれ色の瞳が覗く。

「〝赤い雷〟の伝説もあって心配でね、後ろの馬車に隠れてたんだ。いつこの音を仕し掛かけるかが難しかったけど、今のは最高のタイミングだったね。あ、ボクも一人盗賊を倒したよ」

「後ろの馬車って……荷物を積み込んだ馬車に？　いつの間に!?」

　ようやく落ち着き始めた馬車の周囲。御者たちが馬や車体、荷物の点検を始めた。

　カロン卿きようも無事で、馬車の中から生き残った徒者たちに指し示じをしている。

「ルージュ姉様に気づかれるようなへまはしないよ。さ、こんなところに長なが居いは無用。ボクも宮廷にお供ともするよ。連れて行ったこと、絶対後こう悔かいはさせないから」

「──いいけど。お父様とお母様には言ってきたの？」

「もちろんじゃない」

　ジョシュアは栗色の巻き毛を指先で整ととのえて、手にしていたホルンと剣を馬車に放り込む。

　天使の微笑を浮かべながらも、その唇は小こ悪あく魔まのように軽く吊り上がってる。

　靴くつに付いた泥を払うジョシュアに、近づいてきたカロンが目を見み張はった。

「ジョ……シュア!?　どうしておまえがここにいる！」

「カロン大伯父様。ご無事で何よりです。ボクも王宮まで同行しますから、よろしく」

　ジョシュアはカロンにさらりと挨あい拶さつして、さっさと馬車に乗り込んだ。

「最初から、こういう計画だったんですね。道理で私やルージュの宮廷行きに何も意見せず黙だまっていたはずだ。むしろ最初から同行したいと言っていても断らなかったものを」

　アレクシスも呆れ果てた様子だったが、気を悪くしたわけではないらしい。

「我が弟ながら、恐ろしいわ。あんたって子は」

「ともかく、一刻も早く宮廷に着かなくては。おまえたち、さっさと乗り込め」

　早くも前方の馬車に戻ったカロン卿が、窓から顔を突き出し叱しつ咤たしてくる。

　闇の中、三台の馬車は、御者の鞭むちの音とともに何事もなかったように走り始めた。

（あの人誰だったんだろう……。旅の人かな。このあたりに貴族が住んでいるとは思えないし……。身のこなしのすごく華か麗れいな人だった。剣の腕も……アレクシスと同等くらい？）

　雨が強くなっている。

　雨の打つ音が屋根に響き、馬の走りは極端に遅くなった。

　馬車でもこの状態だから、この雨を馬上でやり過ごすのはさぞ大変だろう。

　あの盗賊団の襲撃からずいぶん経って、揺れる馬車の中で簡単な夕食も済ませたというのに落ち着かない。なんだか、まだ気が高ぶっていた。

　初めての長旅で、初めて盗賊団に遭った。凶悪な荒くれ男たち二十人以上に対し、六人程度でよく戦えたと思う。

「さっきのが、最近〝灰色森の四つ辻〟あたりに出しゆつ没ぼつするって噂うわさの〝山猫〟ってやつらかな。最近の盗賊団は、規き模ぼも大きく、より凶悪化しているって話だね」

「カロン卿の御者が二名亡くなりましたが、それでも被ひ害がいは少ない方でしょう。相手はこのあたりの地形をすべて知り尽くし、一番簡単に獲物を狩れる場所も心得ています。奴らにとって強盗は商売。生きる糧かて。でもさっきの襲撃は計画されていたように思います……」

　向かいで話しているアレクシスとジョシュアの声が、徐々に遠くなってくる。

「ああ、ルージュは疲つかれて眠りましたね。ジョシュアも休んだほうがいい。朝には王宮に到着すると思いますよ」

　アレクシスが懐中時計を出したのだろう。カチカチと時を刻む、正確でリズミカルな音が聞こえてくる。

（──懐中時計の音……誰の？　あの人の？　朝には王宮に……着いているんだ……）

　馬車の中の温ぬくもりと安心感が、強い眠ねむ気けを催もよおさせる。

　馬車内のランプの明かりで、いっそう赤く輝かがやく髪をアレクシスの膝ひざに思い切り放げ出して、ルージュはいつしかぐっすりと眠り込んでいた。
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「──ルージュ……ルージュ。起きてください」

「う……」

「ルー姉様。朝食だよ。早くしないとなくなるけど、いいの？」

「だ……ダメ────────っ」

　アレクシスの膝ひざから頭を起こし、馬車の中を見回すが、朝食なんてどこにもない。

　ただジョシュアの綺き麗れいな顔が、ルージュをにやにや見つめている。

「ほらね。ルー姉様にはやっぱりこれが一番効きくね」

「──だましたのね？　ジョシュア。食べ物なんかないじゃないの」

「王宮に着いたんですよ。寝ぼけてないでしっかりしてください。ルージュ」

　アレクシスの声に、ルージュは目をこすりながら、窓の外を見やった。

「あ……」

　稜りよう線せんのない青空に、刺さすようなまぶしい朝あさ陽ひが広がっている。

　馬車を降りて、言葉を失うしなう。

　目の前に開けた人工的な大空間。白い石いし畳だたみの広場。広場の奥には金の鷲わしの飾りのついた鉄の門。ぐるっと果てしなく敷地を囲かこみ込こんでいる柵さく塀べい。

　そして塀へいが守っているのは、見たこともないほど大規模の、それは美しい宮殿だ。

　白い壁。深い緑の屋根の下には人間を睥へい睨げいするような神々の彫ちよう刻こくが並ぶ。建築の曲線使いは上品でいて、圧あつ倒とうするような豪ごう華かさを感じさせる。戦のための城とは違ちがい、これは人に見せ感動を呼ぶための居城。威い厳げんを誇示するためのもの。

「す……ご──……」

「気の抜けた声出さないでくださいよ。ルージュ」

「だって。こんなに綺麗な王宮だなんて……。ジョシュアだって驚おどろくわよね？」

「神々が住まうほど豪ごう華か絢けん爛らんな宮殿だっていうことは知ってたよ。書物で読んだからね。それより、大おお伯お父じ様さまがあそこで痺しびれを切らして待ってるから」

　今し方開け放たれたばかりの門をくぐった向こうで、カロンが軽く足踏みをしているのが見える。

　ルージュは慌あわてて走り出す。だが、

「ルージュ。貴族の子し女じよが走るなんて下品だぞ。なぜここまで馬車で来ない？」

　大伯父に駆かけ寄よったルージュに、カロンはしかめ面で口をひん曲げた。

「ここからは走らずに急げ。朝の謁えつ見けん時間におまえを王に引き合わすつもりだ。これを逃すと、いくら私でも半日以上はお目通りできない。お忙いそがしい方だからな。それと私は今日の午後から領地の視察で数日また留る守すにする。それまでにはおまえの職しよく務むをはっきりさせないとな」

「王おう陛へい下かに……会う？　もう？　今すぐに？」

「一番に拝謁できるように取り計らわせる。おまえたちも騎き士しとして同伴しなさい」

　カロンは、ジョシュアとアレクシスにそう告つげると、槍やりを手にした衛えい兵へいがいかめしく立ち並ぶ扉口を通り、この豪華な建物内を我がもの顔で歩いていく。

　階段を上がった入り口を潜くぐると、白い大理石の敷き詰められたエントランス。その奥に、王族専用と思われる豪華なサロンも見える。

　目に映るものすべてに圧倒される、洗せん練れんされた美しさ。精せい美びな空間。

　広く大きく、そして多くとられている窓から内部に明るい光が降ふり注そそぐ。最高の造ぞう形けい美びを誇ほこる王宮。このレアベルサイユ宮殿の建築は、まさに天上の優美さだ。

「大伯父様。王陛下にお目通りするときに、私がお世話をする方とも会えるんですか？」

　そういえば、彼女がどんな少女なのか具ぐ体たい的てきに聞いている暇すらなかった。

「ああ。王陛下がおまえを適てき任にんと認みとめたら、すぐに会えるだろう。無ぶ礼れいのないようにな」

　階段を上がり長い廊下を歩く間にも、カトルーシュに囲まれた神話の絵かい画がが、壁に、天井に広がる。

　蒼い爽そう快かいな空が、宮殿の中にも存在する。

　緊きん張ちようする。緊張してきた。今までの人生でこれほど緊張したことはないかもしれない。

　取次の間に通される。そこで用件と身分を記き載さいさせられ、王に取り次ぐ次官にまた話を通すことになる。

　どうやら多くの者が王陛下への謁見を待たされているようだったが、カロンはその順番を簡かん単たんに飛び越えた。

　四人は裏通路に繫つながる扉へ案内され、奥の控ひかえの間に通される。

　通ってきた廊ろう下かや通路の豪華さからすると、控えの間はかなりこぢんまりとした印いん象しよう。

　クリーム色がかった白い壁は、廊下や天井と同じようになめらかな曲線の蔦つた模も様ようで飾かざられ、金の装そう飾しよくの施ほどこされた扉は、それ自体絵画がはめ込まれた芸術品だ。

　優美な陶とう磁じ器きが置かれ、金の振り子時計が暖炉のマントルピースの上で踊おどっている。

　見み事ごとな張り地のソファや椅子が置かれていて、一同はそこに座って呼ばれるのを待つ。

「カロン侯こう爵しやく。クリムゾン伯はく爵しやく令れい嬢じよう。こちらへ。王がお会いになります」

　カロンは立ち上がり、そして開かれた扉に歩き出す。ルージュたちもそれに従したがった。

　制服の侍じ従じゆうが開けた扉の向こうに見える、巨大な玉ぎよく座ざ。

　背もたれにも肘ひじ掛かけの先せん端たんにも魔ま神じんの顔が彫ちよう刻こくされ、螺ら旋せんを描えがく木き枠わくは金。玉座の脚は獅し子しのそれを象かたどっている。

　そしてそこに座する、立派な身なりの男。

　ルシファル十五世。ヨーロッパの大国、ノイエフランス王国の頂点。

「王陛下。こちらが我が甥おい、クリムゾン伯はく爵しやくの一人娘、ルージュ・ド・ラ・クリムゾンです。ご下命どおり連れて参りました。よろしくお見み知しりおきを」

　カロンは、肘を折り王陛下の前で頭こうべを垂たれる。

「そなたが、ルージュ・ド・ラ・クリムゾン……面おもてを上げよ」

　荘重たる声音。威厳に満ちた佇たたずまいで、玉座の王から声がかかった。

　豪華な銀髪の縦たてロールが、ライオンのたてがみのように頭部を飾る。

　衣裳は錦にしきの刺し繡しゆうが見事な長い上着。襟や袖からこぼれ落ちるフリルレース。大きなカフス部分に宝石がボタンとして飾られている。手には金の彫刻の施ほどこされた大きな指輪。

　まだ四十に届くか届かないかの年齢だろうが、前に立つ者を圧倒する風格の持ち主だ。

　ルージュはうやうやしくドレスをつまんで一礼する。そしてすぐ、顔を上げて王に歩み寄った。

「お目にかかれて光栄です。王陛下の思おぼし召めしにかないますよう、力を尽くす所しよ存ぞんです。そしてこれは、おみやげに持ってきたんです。よろしかったらぜひ召し上がってください」

「ルージュ！」

　片膝をつき、頭を下げていたアレクシスが低く制止する。

　ルージュが取り出したのは、白いレースのハンカチでくるんだ、ローズオイル。数百本の薔薇の花から一滴しか取れない幻まぼろしの精せい油ゆだ。

「ジュランソン特産の、最高の薔薇のオイルです」

「王陛下。それはこちらで処しよ分ぶんさせていただきます。初しよ見けんの者から受け取ったものなど、危険ですので」

　お付きの侍従が素す早ばやく歩み寄り、ルージュからオイルの小こ瓶びんを取り上げようとする。

「待って。これは危険なものじゃないの。本当に色々薬やつ効こうのあるもので、紅茶に落としても、お風呂に落としても効果があって……！」

「王陛下。私から申し上げるのも何ですが、確かにクリムゾンの領地で採れる作物はきわめて上質と存じます。ご期待に添える逸いつ品ぴんと思いますよ」

　カロン卿が、侍従の行動を抑え、ルージュの肩を持ってくれた。

「ほう。そうか。では今夜にでも早さつ速そく使わせてもらうとしよう」

「ありがとうございます」

　ルージュはほっとして、顔をほころばせる。

「ではルージュ・ド・ラ・クリムゾン。そなたに我が子の世話を頼む。日々の相手となりよき学友となってほしい。ファイシスがどういう状態の子かは聞いておろう。生まれた頃から病弱で、七つの頃に戦争で怪け我がを負おって以来体も不自由。おとなしく、人見知りをする難むずかしい子だ。だがそなたなら彼を殻からから引き出せるかもしれない」

　王は、ルージュへ一つの扉を指し示す。

「その扉を開き、奥の間に進め。そなたらだけで、ファイシスと対面するといい」

　そう言ったルシファル王の表情には、厳しい皺しわが刻まれ心なしか苦く悩のうが感じ取れる。

「ルージュ。私はまだ王陛下と話がある。三人でお会いしなさい。ご無礼のないように」

　カロンも、その場に王と残った。

　ルージュたちの前で侍従が奥の扉を開く。三人はその扉をくぐり、更さらに先に開かれた両扉の中へ足を踏み入れる。

　大きな窓にかけられた厚いカーテン。細く柔らかな光が漂ただよう空間に、誰かがいた。

　玉座と同じほど大きく、立派な椅い子すに座った人物がこちらを見つめていた。

「君が……ルージュ？　よろしくね」

　思いがけない砕くだけた言葉が、その人物から発はつせられた。

　澄すんだ瞳、澄んだ声。陶とう器きのように白い肌。ほっそりとした肢し体たいを白い透すけそうなシルクのシャツが覆おおっている。首元にも手首にも、白い繊せん細さいなレースがふわふわと舞まっている。

「このお方がファイシス様。ルシファル王の第三王子ファイシス様です」

　ファイシスの背後に付き添っていた、長身でやせ気味の青年が冷たい声で言った。

「ファイシス〝王子〟様……ですか？　男の方？　まさか、だって私てっきり女の子だと……」

　気が動どう転てんしたルージュの言葉がたどたどしくなる。

　確かに、その十六、七に見える麗れい人じんは膝にショールをかけているものの、ドレスを着ているようには見えず、金色の髪も肩に届くか届かないかの長さだ。

「まさかというのは……王子に何かご不満でも？　ルージュ・ド・ラ・クリムゾン。初めまして。私は、ヴィクサントール・ド・カリタと申します」

　珍めずらしい浅黒い肌。黒く鋭するどい瞳、黒い髪。まだ若いが、細ほそ面おもての顔は静かな迫はく力りよくに満ちている。前髪はきっちりと撫なでつけ、背中に落ちる長い髪はリボンで結ゆわえられ、馬の尾のようにしなっている。ときおり光る丸まる眼鏡めがねが、よけい冷たい印象を強めているのかもしれない。

「私はアレクシス・ド・ユーシス。こちらはルージュ嬢の弟君のジョシュア・ド・ラ・クリムゾン。あなたはどういった……」

「ファイシス様に一番近くでお仕えする者。ファイシス様の従じゆん順じゆんなる僕しもべ。ファイシス様は私のすべて。命より大切な存在。あなたがたもそう胆きもに命じてファイシス様にお仕えするように」

　妙みような威圧感を与える目だ。張り詰めた空気。崇すう拝はい者しやだと言わんばかりの視し線せんで、椅子上のファイシスを見つめる。

　当のファイシスは、ルージュたちの戸と惑まどいも、ヴィクサントールの言葉もまったく気にしていない様子。

「ねえ。君たちは誰？　君たちも友達？　学友は一人って聞いていたから大勢で嬉うれしいけど」

　ファイシスはルージュたちに大きく手を伸のばし、立ち上がろうとして、椅子から転げ落ちた。

「ファイシス様!!　お怪我は？」

　転んだといっても、彼の顔や腕が床につく前に、男の腕が支えていたから、どう見ても怪我をしたとは思えない。

　その王子の仕し種ぐさも、ヴィクサントールの保護行動も、五、六歳程度の少年と母親が見せるようなもので、ルージュもジョシュアたちも驚きよう愕がくし、言葉を吞む。

　王子は足が動かないのだ。床に座り込んだままの彼を、ヴィクサントールが抱きかかえて元どおり椅子に座らせる。豪華な椅子は、車椅子としての機能も備えたものだった。

　そこで、ヴィクサントールはルージュたちの驚きを感じ取ったようだ。自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑えみを浮かべて訊たずねてくる。

「どうしました？　驚かれているようですが、ファイシス様の心のご病気のことも、記き憶おく喪そう失しつのことも、足が不自由であらせられることも、ご存じのはずでは？　王陛下から直接お話がいったあなたがたでしたら、当然それらの事情を踏まえた上で宮廷に上がられたのですよね」

「え……っと私は……。病弱な……お姫様……かとばかり」

「おや。では何も知らされていないのですか。カロン侯爵ともあろう方が、ずいぶんと大きな失しつ態たいだ。ではこのままお引き取りください。ファイシス様のご学友にはまた別の方をお願いします」

「待って！　あの……待ってください。私、ファイシス様の……王子様のお世話をするために、この王宮まで来たんです！　もちろん、このまま王子様のお世話をさせていただきます！」

　ヴィクサントールの目に、冷たく薄うすい笑いが宿った。

「そうですか。でしたら、早速お住まいの離宮の方へおいでください。ご案内します」

　胸元に長い指を揃そろえて、黒髪の青年はそう言った。







「ファイシス様は王宮本館ではなく、離宮にお住まいなんだね」

　ルージュたち三人を乗せ、庭園内を移動するための白い馬車が、カタカタと軽けい快かいな音を立てて走っていく。

　さっきからずっと、美しい芝生や花壇を興味深げに眺めていたジョシュアが感心して唸うなる。

「その庭園内の離宮にも馬車で行くのですから、さすが広大な敷地ですね。まさかルージュのお相手が王国の第三王子様だとは思ってもみませんでしたが」

　前方を行くファイシス王子とヴィクサントールの乗った馬車を窓から見つめながら、アレクシスが呟く。

　奇き妙みような空気だった。風変わりな謁見。初めての王子との出会い。王子の事情。

「王子様だって……。ファイシス王子……お世話するのが男の人だなんて……しかも王陛下の王子様だなんて、大伯父様カケラも話してくれなかった。すごい重じゆう圧あつ。というか、私でいいのかな。ジョシュアのほうが適任じゃない？　同性だし、世話うまいし。そうだ、ジョシュア私と交代しない？」

「王陛下はルー姉様を指名したんだよ？　ボクではなくね。きっと理由があるんだよ」

　さっきからずっと、視線がどこか定まらないルージュをジョシュアは冷たく突き放す。

「そうですよ。知っていたとしても、断ことわりはしなかったでしょう？　目的があるんだし」

　アレクシスは取りつく島もない。ルージュの口から延々と繰くり返かえされ続けていた、後ろ向きな呟きに終しゆう止し符ふを打つ。

「でもね、相手は綺麗な王子様。ヴィクサントールさんも相そう当とう厳しい人みたいだし……」

　アレクシスは聞く耳持たぬと言わんばかりに、わざとらしく話を逸そらす。

「それより、あのご進しん物もつのこと、前もっておっしゃっていただかなくては困ります。不ふ審しん物ぶつ持ち込み、王陛下の毒どく殺さつ未み遂すい容よう疑ぎをかけられても、文句は言えないところでしたよ？　いいですか。王や王族には常に暗あん殺さつの恐怖がつきまといます。国の頂点が変わることで、政権どころか国際情勢さえも大きく動くからです。あなたの軽けい率そつな行動一つで、お館様まで責任を問われます」

「ごめんなさい。気をつける。今は反はん省せいしていますっ！」

「ただでさえ、ルージュのことを快こころよく思わない者も大勢います。王陛下の覚えがよければ、それだけで諸もろ々もろ優ゆう遇ぐうされますからね。あなたは今、宮廷貴族たちにとって、王や王族に突然近づいてきた見知らぬ土地の姫君なんですよ」

　アレクシスの進言、及び小こ言ごとの続く中、馬車は、庭園内の整えられた石畳の道を走っていく。噴ふん水すいの脇を通り、運うん河がを望み、移築された田舎屋の建つ農村風景を眺ながめながら、ある門の前に到着する。

　門番が二人で守る、門番塔まで付ふ属ぞくした立派な門だ。今まで王宮の庭園内を走っていたと思ったが、いつの間にか外に出ていたのかも？　そんな疑問が湧わいてくる。

「門を通るの？　ここは庭園じゃないのかな。それとも……庭園内にある別の敷地がファイシス様のお館ということかな」

　門番は先の馬車を通した直後だろうと思えるのに、わざわざルージュたちの馬車の前で長槍をいったん交差させる。決まり事らしいが、必要以上に物々しい。

　馬車を降ろされ、門が開くと、そこに女官が姿すがたを見せる。

　三十代ほどの長いプラチナブロンドを結い上げた、黒いドレスに身を包んだ女性だ。

　ヴィクサントールと同じように彼女も眼鏡をかけているせいか、冷たい印象。

「ようこそ、レアベルサイユへ。そしてこのファイシス様の離宮『プチトリアノン』へ。私がファイシス様つきの女官長です。アベリシア・クルンスト。アベリシアと呼んでください。ルージュ・ド・ラ・クリムゾン」

「よろしくお願いいたします」

　ルージュも姫らしい優雅なお辞じ儀ぎを披ひ露ろうする。

「皆様のお話は、ヴィクサントールから伺うかがっております。こちらへどうぞ」

　周囲を見み渡わたしたが、先に到とう着ちやくしているはずのファイシスたちの馬車は見あたらない。

　木々に囲まれたこの場所からは、王宮本館も、その離宮さえもまったく見えない。

　ただ、アベリシアのあとをついていくだけだ。

「あの……ファイシス様は？　それと他の王族がたのお住まいもみんな離はなれた別館なんですか？」

「その経けい路ろにもよりますが、レアベルサイユ宮殿を端はしから端まで歩いただけで半日はかかります。ですから宮廷ではこの離宮までを〝離れた〟とは申しません」

　前を向いたまま、愛あい想そう一つない表情でアベリシアが解かい説せつする。

「第一王子、第二王子は王宮にお部屋があります。ファイシス様は色々と事情が複ふく雑ざつですので特別なのです。繊細なお方で、人々の喧けん噪そうがお体に障さわってしまうのです。ですから今回のようなことでもなければ、この離宮からお出になることはまずありません。生まれつき母君に似て病弱な方ですが、おみ足は十年ほど前の戦いくさに赴おもむかれてお怪我をされました。その影響で心のご病気を患われ、それ以前の記憶もほとんどございません。外見は美しい十七歳ですが、精神的な年齢は十歳ほどで止まっています……。ですので、皆様もそのおつもりで接せつしていただいた方が、戸惑うことは少ないでしょう」

「十年前って……七歳で王子を戦争に行かせるなんてどういうことですか？」

　さすがに驚いたのか、ジョシュアが目を見開いて非難の色を帯びた声で訊たずねる。

「当時は色々と事情があったのでしょう。形ばかりの初うい陣じんだったはずなのですが、運悪く激しい戦せん闘とうに巻き込まれ……ああ、ここがファイシス様のお住まいです」

　アベリシアが前方を示した。

　それは、偉大なる王宮に比べればこぢんまりとしていたが、瀟しよう洒しやな美しい館だった。

　淡あわい白の石造りの四階建ての建物に、アーチ形の窓が整せい然ぜんと穿うがたれている。

　森のごとき植しよく栽さいに阻はばまれ、王の居住する宮殿本館は見えることもない。

　庭園と池と噴水と、美しい造ぞう形けいの東あずま屋やしか視界に入らない隔かく離りされた場所だった。

　とはいえ、正面玄関には物々しく四名の衛兵が立ちはだかっている。

　先ほどの門といい、王宮本館並みの警備だ。

　衛兵はルージュたちを見ると敬けい礼れいし、扉の前を開けた。

　一歩足を踏み入れると、広いエントランスホールの中央に、左右に分かれて上に延びる大階段。

　外の警備は厳げん重じゆうだが、中に入れば案外素そっ気けない。わざわざ入り口に並び挨あい拶さつをしてきた使用人は三人しかいなかった。

「部屋数ざっと三十。結構な規き模ぼの館だけど、使用人は少なそうだね。でも、第三王子の立場的にはこんな程度かな」

　ジョシュアも同じことを思ったらしく、すぐにざっと見み繕つくろって計算している。

「ルージュ様やお供ともの方々も、この離宮にお住まいください。お部屋に案内します。皆様の荷物はもう運び込んでありますので」

　階段を上がるアベリシアのあとに、ルージュたちも続く。

「第三王子ということは、ファイシス様にはお兄様が二人いるの？　他にご姉妹は？」

「ご存じないのですか？　さすが辺へん境きようのご出身ですね。ですが、王族や宮廷の事情に疎うとすぎては、ファイシス様のお世話は難しいのでは」

　アベリシアが、ルージュの質問を聞き咎とがめ振り返る。その言葉は心臓にぐさっと来た。

「あのっ、私、至いたらないところはこれから一いつ生しよう懸けん命めい努力して……」

「ええ。そうしていただかないと困るわけですが、とにかく上がってきてくれませんか」

　それは階段の上方からかかった男の声だった。

　美しい褐かつ色しよくの肌。流れる黒髪。エキゾチックなハンサムのヴィクサントールだ。

　彼を見て、アベリシアは案内の役目を終えたというように一礼して去っていく。

　アベリシアとヴィクサントールは、どうやらルージュのことを快く思っていないようだ。

（私だって、この人たちのこと苦手だけど……でも）

　ここでそれをあからさまにしたって、どうにもならない。

　三階まで階段を上がると、ヴィクサントールは長い廊下の突き当たり手前の扉で立ち止まる。

「ファイシス様。皆様がいらっしゃいました」

　彼の手で開かれた扉の向こうを見て、まず驚いた。

　ガランとした広い部屋には、極きよく端たんに光が少ない。

　ずらりと並んで鎧よろい戸どが下りた中、たった一つ開けられた窓には厚いカーテン。

　部屋の奥の天蓋付きのベッド周りはグリーンの色調。部屋の片かた隅すみの陶器の暖炉も緑。そしてソファも緑を基調にした張り地。

　金の振り子時計はグランドファザークロック。人の背丈の倍ほどはあろうという巨大なもの。

　それが時を刻む音だけ、静せい寂じやくの空間にひっそり生きもののように息づいている。

「こちらへどうぞ」

　ヴィクサントールがベッドの方に三人を導みちびき、ルージュたちは部屋の奥へ。そのとき突とつ如じよ、部屋の暗がりの中から真っ青な空と海の色が溢あふれ返った。

　青い蝶ちようだ。大型の青い蝶が、金属的な輝きを振りまきながら部屋中に乱らん舞ぶしている。

「わ……」

　思わず圧倒され、そしてぶつかってきそうな蝶から避よけるために三人とも身を伏ふせた。

　ひとしきり続いた乱舞は、まもなく開かれた隣となりの部屋の扉へ吸い込まれるように消えていった。

「クスクス。どう？　ねえ、綺麗でしょう？　歓かん迎げいのセレモニーだよ。僕の友達なんだ」

　天蓋の中、ベッドの上にうっすらと浮かび上がった王子の影。

　ファイシスは嬉しそうに笑い、ルージュたちに感想を求める。

　ヴィクサントールが王子に歩み寄り、天蓋の中に身を割り込ませた。そして美しい人形を抱かかえるようにして、こちらに来た。

　白い透けるような肌の人形が、薄衣の夜よ着ぎを纏まとった姿で抱かれてくる。

　薄暗がりの中で見る王子は、また言葉を失うほどの美しさだ。
















　力なくヴィクサントールに身を預あずけた彼の、たっぷりとした袖そで口ぐちのフリルの中から細い腕が覗く。ヴィクサントールはファイシスを、ルージュたちの目の前の椅子に座らせた。

「ファイシス様は強い光が苦手ですので、お部屋は常にこの状態です。あなたがたも慣なれてください」

　ヴィクサントールが、前もって断ると、ファイシスはすぐにルージュに向けて手を伸ばす。「改めてようこそ。君たちが僕の友達になってくれて嬉しいよ。ねえ。さっきの僕の友達のことどう思った？　綺麗だろう？　珍しい蝶なんだって、贈おくり物ものに貰ったんだ」

　十七歳の王子の発言としては、不ふ釣つり合あいにも感じられる無む邪じや気きな言葉だった。

　王族というのはここまで浮うき世よ離ばなれした、天上の人のような雰ふん囲い気きなのかと絶ぜつ句くする。

　金の髪。金の睫まつげ。白く透き通る肌。ほんのり薔薇色の頰。その両の瞳は宝石のよう。

　見とれてものも言えないルージュを、背はい後ごからアレクシスが叱しつ責せきする。

「ルージュ！　早く王子にお返事をなさってください」

「あ……の、とっても綺麗だと思います。ファイシス様」

　片足を少し後ろに引き、ドレスの両脇をつまんで持ち上げ、ちょこんとお辞儀する。

「ルージュ。僕のことはファイシスでいいよ」

「そんな！　ファイシス様は王子様ですから、無理です」

「そう？　でも僕は本当は王子様じゃないんだって、母上が言ってたよ。僕は廃はい嫡ちやく王おう子じなんだって。もう役に立たないから、本当は宮殿にいてはいけないんだって」

「廃嫡？　何な故ぜですか？　お母様がそんなことをおっしゃるなんて……」

　ファイシスは感情のない表情で、こちらがぎょっとするようなことをさらりと口にする。

「王子様は……王子様です。それは第一王子のほうが王位を継つぐ可能性は高いでしょうけど」

「今の王妃様は第一王子と第二王子のお母様ですが、ファイシス様には継まま母ははに当たります。ファイシス様のご生母様はご病気で亡くなっておられますので」

　ヴィクサントールは困こん惑わくするルージュに、澄ました顔で言った。

「そう……なんですか。申し訳ありません。私よく知らなくて……」

　動どう揺ようするルージュをファイシスはやはり感情のない目で見つめ、ヴィクサントールは冷れい笑しようを浮かべた。

　この気まずい空気をどうにかしてほしいと、ルージュはアレクシスとジョシュアを見たが、彼らも明らかに困惑している。

　継母と、体が不自由で記憶障害まである王子の関係はとてつもなくデリケートだ。

　だが現れた救いの神は、無邪気でありどこか冷めた表情を見せるファイシス自身だった。

「ねえルージュ。君は僕の話し相手に呼ばれたんだよね。何を話してくれるの？」

「え……」

「昔話とか、好きだな。ヴィクサントールはあまり話してくれないんだ。王立聖せい円えん図書館にもそういう種類の本は少なくて、もう読みきっちゃったし」

　王子の部屋のナイトテーブルには、抱えきれないほどの本が積み重ねられている。

「ファイシス様は……いつも何をして過ごしてらっしゃるんですか？」

「ここで本を読んでいるよ。ああ、あとは隣の部屋で友達といる」

「外では何もされないんですか？　お庭を散さん歩ぽしたり河で水遊びしたりは……」

「しない……。あまり外に出たらいけないんだって」

　床にひっそり落ちていた、青い蝶の羽を指先で弄もてあそびながら、ファイシス王子の表情が曇くもった。

「もっと外にも出られないと。体が丈夫になりませんよ。適度な運動は健全な体を作ります。大切なんです。お友達は男の方？　剣術や銃じゆうはなさいますか？」

「僕の友達は剣も銃も握にぎらないよ。握る手もないし、動かないもの」

「え……」

　何かまた不ふ可か侵しんの領域に触れてしまったかと焦あせるルージュを、ファイシスは好こう奇き心しんに満ちた眼まな差ざしで見つめる。

　生き真ま面じ目めなアレクシスは、ルージュにこれ以上会話を続けさせたくないと思ったらしい。何度か口を開きかけたが、それより先にファイシスが動いた。微笑ほほえんで、車椅子の車輪を自ら動かそうとする。

「そうだ。ルージュ。こっちに来てよ。他の友達も紹介するから」

　ルージュの手に無邪気に絡からませてきた冷たい指先に、思わずびくんと肌を震わせた。

「ファイシス様。他人にはあまり気安くお触れになってはいけませんよ」

　彼にはヴィクサントールの諭さとすような言葉は耳に入らないようで、ルージュの手を痛いほど強く引いて、別の扉の方に向かう。

「君たちもおいでよ」

　扉をヴィクサントールに開けてもらって向こうに半分姿を消しかけたファイシスは、ふとアレクシスとジョシュアの存在を思い出したのか、振り返り声をかけた。

「ほら。みんなに挨拶して」

　そこには何かがいた。そして部屋に入ったルージュたちを硝子ガラスの目で見つめてきた。

　たくさんの獣けものの剝はく製せいだった。

　ぎょっとして身を固くする。剝製は貴族の館につきものだが、ルージュの城には飾られていなかった。装飾品というより、死体にしか見えない。しかもここでは広い空間にまるで生きた群れのようにぎっしりと置かれていて、今にもこちらに襲おそいかかってきそうだ。

　ルージュはファイシスの〝死んでいる友達〟について、どう語っていいのかわからない。

「どうしたの？　みんなすごく綺麗だろう？　このあたりでは見たこともない美しい毛け並なみのトラやライオン。シロクマにオウムもいるよ。王陛下や貴族たちが贈ってくれるんだ。君も彼らも僕の友達。みんな綺麗な姿で僕を楽しませてくれるよね？」

　十年ほど前に時を止めた無邪気な子供の発言ではあるものの、この部屋の中にいると、不ぶ気き味みさは否いなめない。

　普ふ段だんものに動じないクールなジョシュアも、さすがにこの光景とファイシスの言葉には、思うところがあったらしい。

「王子。ボクたちはもっと違った楽しみを王子に教えてあげられると思います。ねえ、ルージュ姉様」

「え？　あ、そうね」

　いきなり振られたって困る。ジョシュアを軽く睨にらみながらもすばやく思考を巡らせる。

　自分が王陛下に召し出されたのは、王子の〝生きた友達〟となるように、とのことなのだ。

「そうだ。動物がお好きなら、この離宮に来る途中に農村の田園風景が模もされた庭園があって……そこにはニワトリやガチョウや鳩はとがいましたよ。犬も猫も山や羊ぎも。可愛いヒヨコもいましたし、そこに遊びに行きましょう！」

　とにかくここじゃあ不健康だ。絶対に不ふ健けん全ぜんだ。

　こんな薄暗い部屋に閉じこもって、ベッドにいるか本を読むか、剝製を眺めるか。生きている人間で彼の相手をするのは、毎日のベッドメイクをするように、ただ形式的に彼を世話をする大人ばかりに違いない。

「姉は野性的なので、獣との意い思し疎そ通つうが得意なんですよ。行きましょうよ。ファイシス様」

　外に行くことに戸惑うファイシスの背を押すように、ジョシュアが言う。

「生きたガチョウや猫や鳩と話せるの？　ヒヨコもいるの？　じゃあ行くよ」

　だが、即そく座ざにヴィクサントールがルージュを睨にらむ。

「ルージュ嬢。勝手なことはやめてください。ファイシス様のお体では日差しの下は無理なんです」

　その目つきからも声からも、よけいなことはするなという牽けん制せいが十分に感じられる。

「でも、今はちょうど曇り空ですし、ちょっと外に出るくらいで具合が悪くなるようでは体質というより別に問題があるはずです。外の空気にも太陽の日差しにもまったく触れないことの方が、生物の体には悪いんです。植物だってそうでしょう？」

　農作業にも花やハーブの栽さい培ばいにも詳くわしい自分が言うのだから、間違いない。

「ルージュ嬢。あなたは、ここに来たばかりでファイシス様の何がわかると？」

　ヴィクサントールの冷静ながらもとげとげしい声に、アレクシスとジョシュアのほうが恐きよう縮しゆくする。

「先ほどあなたがたのために王宮に行ったことですら、ファイシス様のお体には負ふ担たんなのです」

「ヴィクサントール。僕なら全然大丈夫だよ。だから今からルージュたちと外に行くよ」

　ファイシスはルージュが獣と話せると聞いて、相当乗り気になったらしい。

「ファイシス様！　こんな小娘の言うことを聞く必要はありません！」

「でも、外に出てみたい。農村庭園に行ったのももうずいぶん前のことだし。ヒヨコに触りたい。行くよ！　ヴィクサントール!!　僕の言うことが聞けないの!?　行くッたら行く!!!　早くしてッ」

　だだをこねる子供のように喚わめきだした王子に、ヴィクサントールは表情一つ変えない。

「──わかりました。では今、用意をさせますから、今しばらくお待ちください」

　低いトーンで言って、そして壁かべ際ぎわに下がる使用人用のベルを鳴らした。

「僕はこのままでいいよ」

「そういうわけにはいきません。厚めのショールと外出用の車椅子の用意もしなくては」

「ヴィクサントールが抱いて連れて行ってくれれば、それでいいよ。ね？　ルージュ」

　ヴィクサントールの反対を封ふうじ込こめたあとは、彼もすっかり朗ほがらかな表情に戻っている。

　本当に無邪気だ。これで十七歳というのは、やはりずっと一人で部屋に閉じこもっているからだというだけではなく〝戦争で負った怪我やショックが原因の記憶障害〟なのだろう。

「あの、私が車椅子を押しましょうか。私、手押し車を押したこともありますし」

「──手押し……車ですか？」

　よかれと思って口にしたことだったが、そこでまたヴィクサントールの顔が引き攣る。

「はい！　得意なんですよ。かなり重いものを載せても大丈夫なので、任せてください」

「────」

　口数の減ったヴィクサントールの、その沈ちん黙もくをルージュは気にしないことにした。

「わかりました。車椅子を持ってきます。ファイシス様を見ていてください」

「任せてください！」

　ヴィクサントールはルージュの張り切った返事に眉まゆをひそめて部屋を出ていく。

「でも、本当に……王子様の相手ならボクでもよかったとは思うよね」

　扉が閉まり、ほっと息をついたジョシュアがため息交まじりに小声で漏もらす。

「女性のほうが気き遣づかいが細こまやかだと思われたのか、力持ちだと情報を得ていたか……」

　アレクシスは、そこから先を濁にごして考え込んだ表情を見せる。

「そうよね。王子様は軽そうだから私が背せ負おっても大丈夫かも」

「おやめなさい。ルージュ。王子に怪我でもさせては一大事です」

「怪我なんてさせないわ。あの、王子様は両足が不自由なんですか？　歩くと痛みますか？」

　力だけが選せん考こうの基き準じゆんだったら、その力自じ慢まんを披露しておいたほうがいいはずだ。

「足はね、感覚がないんだ。歩けないだけ。お医者は最初、銃弾で筋すじを傷めたんだろうって言っていたけど……違うみたい。多分戦場に行って人を大勢殺したから、神様が罰ばつを与えたんだろうってお母様が。だからお祈いのりはちゃんとしているよ。毎日毎晩、ちゃんとね」

　淡たん々たんとして語るファイシスの視線の先には、壁に掛けられた十じゆう字じ架か。

　その前には祈き禱とう用の椅子があり、膝をつくためのベルベットの座ざ面めんはすり切れている。

　それだけ王子が毎日祈りを捧ささげているということだ。

「戦場にはファイシス様が望んで行ったんじゃないのに、どうして今のお母様は……」

「お母様の言うことは本当だよ。司し教きよう様も言うんだ。罪つみ滅ほろぼしをしなくちゃいけないって」

「だ……ですから、七歳のファイシス様が望んで戦場に行ったわけでも、人を殺したわけでもないでしょう。ファイシス様が責せめられる理由がわかりません！」

　もともと一本気な性た質ちであるルージュにとって、王妃が息子にする発言も、それを真まに受うけている王子の姿も、無む性しように腹立たしい。

　ファイシスは、そんなことは考えてもみなかったというようにルージュを見つめた。

「ファイシス様。ご用意ができました」

　戸外に出るためのシンプルな車椅子。少し厚めの膝掛けを持じ参さんして現れたヴィクサントールはファイシスを抱き、車椅子に乗のせ替かえる。

　ファイシスはそれからしばらく押おし黙だまったままだった。







　ヴィクサントールがファイシスの支し度たくを調ととのえたあと、ルージュたちはまたあの物々しく警備された門を通り、同じ敷地内の農村庭園へ赴く。

　小川の向こうに農村が見えてきた。水車小屋も見える。前王の妃きさきが趣しゆ味みで造らせたという大変ノスタルジックな光景の広がる場所。

「農村庭園は、以前はロバとガチョウしかいませんでしたが。最近は色々飼かっているんですね。私はいつも馬車で通るだけになっていましたが」

　木製の小さな橋を車椅子を押しながら、ヴィクサントールが言った。

「そうだね。ここ、前に来たと思うけど何年くらい経つかな。あ、ニワトリがいるね。ヒヨコもガチョウもいる。馬は？　牛もいるかな？　犬が好きなんだけど」

　ファイシスはヴィクサントールの手をふりほどくように、自ら車椅子を走らせていく。

「ファイシス様！　あまり速度を上げませんよう。お気をつけください」

　一応注意はしたが、このあたりに危険なものがないことは彼もわかっているだろう。

　せせらぎを越えれば、本物ののどかな農村に足を踏み入れたような感動を覚える。

「わざわざ王宮の敷地内に、農村を丸まる造り上げてしまうなんて、すごいですね」

「前王妃の憩いこいの場だったようです。大貴族の出ではなかったそうですからね。そう、ちょうどルージュ嬢のように地方貴族の方だったようです」

　ヴィクサントールの物もの言いいに少々かちんとしなくもなかったが、そこは大人の対応をする。

「さっき、ファイシス様は滅めつ多たに部屋から出ないとおっしゃいましたけど、他の王族の方々との交流はないんですか？　王陛下や兄上がたとは？　王妃様も出向いていらっしゃるの？」

「王陛下は離宮にはおいでになりません。亡くなった前王妃様とそっくりなファイシス様をご覧らんになるのがお辛つらいのです。ただ、離宮の前庭は狐きつね狩がりの狩り場への近道ですので、兄上がたはときおり庭前を馬で横切ってらっしゃいます。兄上がたは無む類るいの狩り好きですから」

「横切るだけ？　兄上がたもファイシス様に会いには見えられない？」

「ええ。第一王子と第二王子は現在の王妃のお子様。ファイシス様とは腹はら違ちがいですから、疎ましく思いはすれど、愛情はないでしょう。特に王妃に色々吹き込まれてお育ちですから」

「でも、結局は第一王位継けい承しよう権けんも第二王位継承権もその王子たちのものですよね？　ファイシス様に王位が回ってくる可能性なんてほとんどないのに、そんな意い地じ悪わるしなくても」

　ヴィクサントールはルージュに苦笑した。

「人の感情はそうそう単純なものではないのですよ。現王妃ポンパドール様は、ファイシス様の廃嫡を王陛下に願っているそうですよ」

「本当に廃嫡を……？　そんな……」

「一部の貴族にはファイシス様を政治の表舞台に担かつぎ出だそうとする動きもあり、暗殺の噂うわさもあります。あなたはそういう渦か中ちゆうに飛び込んだことを忘れずに。ルージュ嬢」

（可か哀わい……想そうだ。家族も幸しあわせも、健康な肉体も何もかも奪うばわれて、離宮の暗い部屋にたった一人でいるなんて……！）

　ファイシスを見ようとして、その姿が見えないことに気がついた。

　つい今し方まで近くにいたから、水車小屋の陰かげになったか、民家の向こうに入り込んだかしたらしい。

　ルージュは慌てて走っていく。

「ファイシス様？」

　案あんの定じよう、ファイシスはすぐそこの水車小屋の角にいて、花に向けて手を伸ばしている。

「し！　静かにして。そうっとして」

　ファイシスはルージュに目もくれずに、ひたすら一点に集中している。淡い空を映したヒヤシンスブルーの瞳。その瞳の中に赤い蝶が映り込む。

　蝶を捕とろうとしているのかと思ったが、違った。

「おいで。怖くないからこっちにおいで」

　ファイシスの伸ばした腕。風がそよぎ、彼の薄衣の袖そでのフリルが小さく揺ゆれる。

　白い肌の上でなびく金髪。

　花に留まっていた蝶も純じゆん真しんな心がわかるのか、怖れず彼の指先にちょんと移った。

　ファイシスは、可か憐れんな笑みをルージュに向け、そして蝶のいる指先を首元に近づけてくる。

「綺麗でしょう？　君にあげる。首飾りかチョーカーの代わりになるよ」

『あげる』と言われても、困る。赤い蝶は王子の指先でゆっくりと羽を閉じたり広げたりして休めているが、きっとルージュが手を出せば逃げてしまうだろう。

「ねえ、普通宮廷の女の子は首飾りをしているけど、君はしてないね。珍しいね」

　ファイシスに言われて初めて気がついた。

　城を出るときつけていたルビーのペンダントが、いつの間にかなくなっている。きっとあの盗賊団の男に襲われたときに、鎖が切れ、落としてしまったに違いない。

「じゃあ、やっぱりこれ、つけるといいね。君の赤い髪の色とよく合うよ」

　彼は微笑みながらルージュの首元に、赤い蝶を乗せてくる。

　蝶は驚いたことに、そのまま糸のような足でルージュの肌に乗ってきた。

　そしてしばらくののち、役目は果たしたというように、またふんわり外へ飛び立っていく。

「すごい……蝶がホントに人に留まるなんて」

「すごくないよ。普通のことだよ。あれ？　ねえ、君のその腕輪もすごく綺麗だね」

「え？　ああ、これですか？」

　ファイシスが、ルージュの左手首の腕輪に見とれてそっと触れている。

「綺麗な赤い石。ザクロ石かな？　綺麗な血のような赤。ザクロの血……」

　赤い宝石は、中に何かが棲すんでいるかのように輝き、そしてファイシスの指の影を映し込む。

「いいなあ。欲しいな……」

「代々伝わっているお守りのようなもので、母がくれたんです。ですからこれは……」

「母上がくれたの？　いいなあ。ルージュの母上は優しい？」

「はい。とても……」

「そうだ。こっちに来てよ。いいものがあるんだ。いつも離宮の上から見てるんだけど」

　ファイシスは興味の対象をころっと変えたように張り切った顔になり、車椅子の向きを一八〇度回転させて、走り出す。

　ルージュがあとを追った先には、綺麗な薔薇園が広がっていた。

「僕のために、ヴィクサントールたちが植えてくれるんだ。あそこにあるのは全部母上の遺した花の子し孫そんだから」

「ファイシス様のお母様が？　えっと、お亡くなりになったお母様？」

「そうだよ。母上が亡くなった頃の記憶が、僕にはほとんどないんだけど……」

　石段があって、ファイシスはそこから自じ力りきでは下りられない。ルージュが手を貸して、一段一段車輪を下ろす。

　薔薇園のアーチを潜くぐり、二人は薫かおり高い花の通路を散策する。

「ほら。その花は、〝カトリーヌ〟っていって、昔母上が作り出させた薔薇なんだ」

　淡い黄色と薄紅色の交ざったたくさんの花びらが、ふんわり豪華に重なっている。

　その薔薇を眺めていたファイシスが、ふとルージュの方に手を伸ばして首筋に抱きつく。

「ルージュの香りもいいね。薔薇みたいな……嗅かいだことのない香りだ」

「ああ、これは…私の城で採れる薔薇のオイルなんです」

「へえ。すごいね。ここの薔薇からもオイルは取れるかな」

「きっと取れますよ。ものすごく数が必要なんですけど」

　ルージュに馴な染じんでくれたのか、ヴィクサントールにするのと同じように両腕を首に絡ませて、ファイシスが呟つぶやいた。

「色々知っているんだね。僕は……おもしろい話は知らないんだ。父上が君を僕の友達に呼んだのはそのせいかな。父上は今まで〝王となる資格を有する者は孤こ独どくであるべき〟だって言ってたって。だから僕には誰もいなかった……でもどうしてだろう。父上が君たちを呼んでくれるなんて……なんで急に……」

　思し慮りよ深く、気品に溢れた十七歳のその顔立ちで、十歳の少年のような会話をする、アンバランスな王子。だが、ときどき、そのつたない話し方の中でも、深く降り積もってきたような孤独や、秘められてきた自じ我がの部分が垣かい間ま見えて、ドキッとさせられる。

「あの、ファイシス様……」

　彼を和なごます言葉を口にしようとしたとき、不ふ意いに馬の駆けてくる気配に振り返った。

　何頭いるのだろう、結構な数の荒あら々あらしい蹄の音だ。

　見ると、薔薇のアーチの向こうから、五人ほどの紳士淑しゆく女じよが馬でやって来る。

　先に進んでいたアレクシスが、声をかけてくる。

「ルージュ。貴族の方々です。道を開けて、通り過ぎるまでお辞儀を続けてください！」

　ルージュがファイシスの車椅子の押し手を取り、道の端に避けようとしたときには、もう遅かった。

　道みち幅はばは十分なはずなのに、一頭が何な故ぜかルージュたちに向かってきて、ファイシスの車椅子を蹴けりつけたのだ。

「ファイシス様……っ！」

　車椅子は大きくバランスを崩くずし、弾はずみ、横転しそうになる。その寸すん前ぜんで、ルージュが放り出されたファイシスを全身で庇かばった。車椅子は落下し、ジョシュアが受け止めた。

「ルージュ！　ファイシス様！」

「ルー姉様！　大丈夫!?」

　アレクシスとジョシュア、そしてヴィクサントールが一いち目もく散さんに駆けつけてくる。

「私は…大丈夫。それより、ファイシス様を見てて。あいつ、何者よ！　謝あやまりもしないで！　ちょっと……あんた!!　止まりなさい！」

　ルージュはドレスを抱え上げ、去っていく馬のあとをえらい剣けん幕まくで追いかける。

　それをアレクシスが慌てて取り押さえた。

「ルージュ!?　何をするつもりですか!?」

「あいつ、わざと馬で車椅子を蹴飛ばしたの！　謝らせる！　ちょっとあなた待ちなさいっ！」

　喚き声が聞こえたのか、かなり先を走っていた馬上の男が、一人仲間から外れ、ターンしてこちらに引き返してきた。

　馬はスピードを出していたが、ルージュの眼前で疾しつ走そうをやめる。停止とともに馬が前足を振り上げて、ルージュは危うく蹴られそうになった。

「これは失礼」

　栗色の巻き毛が背中までたっぷりと覆って、臙えん脂じ色いろの乗馬服を着た若者が、馬上から言った。

　黒い革のブーツ。白いフリルの襟えりを揺らめかし、縦ロールの髪をなびかせて、青年はルージュのことを睥へい睨げいした。

　そのあまりの派は手でさと迫力に、ルージュは動揺した。栗毛の馬も異常に大きい。

「今……下品な呼びかけをしたのはおまえか？　オレに何か文もん句くでも？」

　目つきがいいとは言えない青年は、恫どう喝かつするような声こわ音ねで問う。そして剣の柄を握った。

「だ……だって。あなた危ないじゃない！　車椅子、見えたでしょ？　わざと近くを走って、怖がらせて蹴ったでしょ!?　謝って！」

「ルージュ嬢！　おやめください」

　常に淡々かつ麗れい々れいとしているヴィクサントールが、何故か焦りを滲にじませている。

「どうして？　あなたファイシス様のこと、命に替えても守るって言ってた！　すべてだって言ったわね？　だったらこの人糾きゆう弾だんすべき！　ファイシス様が大怪我するところだったのよ？」

「ですが……」

「おい。娘。どういう無礼だ？　オレが馬で道を走ることに文句があると？　オレが通るときは道を開け、ひれ伏していればいいんだ。今のはそうしなかったおまえの落ち度だろう？」

　低く牽けん制せいする声。青年の青い冷たい目が細められ、ルージュを見下す。

　どこかで聞いたような、弱者を排はい斥せきするような暴ぼう言げんに、ルージュがいっそう憤ふん慨がいする。

「避よけました！　突っ込んできたのはあなたでしょ？　馬から下りて謝って！」
















「このオレが、おまえごとき娘に謝罪するだと？」

「私にじゃないわ。ファイシス様よ。ファイシス様は王子様なんだから」

「ルージュ。もう……いいよ。もういいから……その人は……」

　ファイシスはすっかり怯おびえているようで、ヴィクサントールの腕の中で弱々しく声を出す。

「お待ちください。彼女は今日初めて宮廷に出仕した地方貴族の娘でして、なにとぞご容よう赦しやを」

　アレクシスが二人の間に割り込んで、ルージュを庇う。

「アレクシス!?　悪いのはこの男なのにどうして」

「ああ、田舎いなか娘か。道どう理りでこのオレを知らないわけだ。だが、知らないでは済まされないぞ」

「デューク様。なにとぞご容赦を」

「何？　ヴィクサントールさんまで。この人を知っているの？」

「そりゃあ、知っているさ。オレはルシファル王の第二王子。ファイシスはオレの可か愛わいい弟だからな」

「デューク王子……？」

　ルージュは啞あ然ぜんとして男を見上げ、その名を小さく繰り返した。

「私がおまえを蹴り飛ばしたというのは本当か？　だったらすまなかった。見えなかったぞ」

　青年は、ルージュの背はい後ごにいるファイシスに声をかける。

「い……いえ。デューク……兄様……。僕は……」

　デュークはファイシスがそう呼んだとき、不ふ愉ゆ快かいそうに眉をひそめたが、すぐにその表情は消し去る。

「デューク。どうかしたのか？　何か問題でも？」

　前方で待っていた馬上の男が、デュークを心配して戻ってきていた。

「ああ、ゴーシェ。なんでもない。我が弟が道で転んでしまったのを見つけただけだ」

「ファイシス様が？　それは大変だ。さすがデュークは優しい兄上だな」

　栗色の短髪に、栗色の瞳。凡ぼん庸ような顔立ちをしたゴーシェという青年は、調子を合わせるようにデュークを誉ほめそやした。

　おそらく第二王子の取り巻きの一人なのだろう。

「今は仲間と音楽会に行く途と中ちゆうだ。ファイシスも何ともないと言っているからいいだろう？」

「デューク様。どうか、お気になさらずに。ファイシス様も大事ありませんゆえ……」

　再びファイシスを車椅子に座らせると、ヴィクサントールが丁てい重ちように、デューク王子の機き嫌げんをとるように、深ふか々ぶかと頭を垂れる。

「では今度、父上が呼んだというそちらの大だい胆たんな娘とも、ゆっくり話をさせてもらう。ああ、娘。明日の朝のミサに来るといい。父上は忙しくて連絡を忘れているだろうからな」

「娘って……私はルージュです。以後お見知りおきを！」

「ルージュ……ルージュ・ド・ラ・クリムゾン？　クリムゾン伯爵家の」

　デュークより、驚いた顔でそう呟いたのはゴーシェだった。

「どうかしたか？　ゴーシェ」

「いや。なんでもないよ。さ、デューク、早く行かないと皆みな待っている」

「ああ、確かにな。くだらない時間だった」

　そう言うと、デュークは乗馬服の裾すそを翻ひるがえし、ゴーシェを連れて馬を走らせていく。

　荒々しい乗馬に土煙が立ち、ルージュはファイシスの顔にショールをかけて埃ほこりから守った。

「──デューク王子……。あの人が国王陛下の第二王子……？　最悪……だわ！」

　デューク王子は馬から下りることもなかった。

　弟への本気の謝りもなく、気遣いさえ見せなかった。

「ファイシス様。大丈夫ですか？　どこか痛いところはありますか？」

「──大丈夫……だよ。ルージュが守ってくれたから」

　ファイシスは、ショールを膝にかけたルージュの腕を取り、ぎゅっと握った。

　その血の気のなくなった白い手には、擦すり傷きずができて赤い血が滲んでいる。

「もう戻りましょう」

　ヴィクサントールがファイシスの手をルージュから引きはがして、車椅子に乗せる。

「やはり来るべきではなかったのですよ。ファイシス様」

　かちんと来たが、そのとおりだ。ファイシスにとっては恐ろしい思い出にしかならないだろう。なんだか気分が落ち込んでくるルージュに、アレクシスがそっと囁いて慰める。

「デューク王子が剣を抜かなくてよかったですよ。機嫌が悪いときにはささいなことで打ち首でも決闘でも平気でする、短気で血けつ気き盛さかんな方ですから」

「打ち首……？　打ち首って…本気で？」

　そういえば、さっきもすぐに剣の柄を握っていた。アレクシスやヴィクサントールがとりなしてくれなかったら、ルージュは斬きられていたのかもしれない。

「大……丈夫。そんなことはしないよ。お兄様は……絶対……優しいから」

　蒼そう白はくな顔で兄を庇う純真な弟。でもファイシス王子の言葉は当てにはならない。

「優しい？　優しい人が……あんなことするわけ……」

　言いかけて言葉を吞んだ。それ以上はファイシスの前で口にすることではなかった。







　離宮への帰き路ろ。

　あの物々しい門の前に着いて、物々しく掲かかげられた槍を持つ衛兵を目にし、それまで覚えなかった安心感を抱いだく。

　この門はファイシスを守る、砦のような役目があるのかもしれない。

　エントランスを通るとアベリシアに迎むかえられ、恐怖心からかずっと無言だったファイシスを抱きかかえてヴィクサントールが階段を上がっていく。

「皆様のお部屋はメイドがご案内しますので、少々お待ちを」

　アベリシアが、ファイシスと一緒に階段を上がろうとするルージュたちを阻はばんで言う。

「ルージュ……は一緒じゃないの？」

　抱きかかえられたファイシスが、不意にそう口を開いた。

「ルージュは来ないの？　部屋は僕の隣となりの部屋だよね？　ねえ？　ヴィクサントール？」

「──ええ。ファイシス様」

「じゃあ、一緒においでよ。どうして来ないの？」

「ファイシス様は先にお薬を飲みませんと。王子がベッドに入りましたら、ルージュ嬢たちもお部屋に参りますからおとなしくお待ちください。アベリシアがお着替えを手伝いますから」

「う…ん。わかった。じゃあまたあとでね」

　離宮に戻って安心したのか、本当に純真な笑顔を向けてくる。

　微笑ほほえましいわがまま。

「あの！　ヴィクサントールさん！　ごめんなさい。私、さっきファイシス様の立場を悪くしてしまったかも……」

　それに、デューク王子が、ルージュの粗そ暴ぼうぶりを王陛下に伝えたらどうなるだろう。

　早々に、ファイシスの世話をする任を解とかれてしまうかもしれない。

「お気になさらず。あなたがうまく立ち回ることができる方とは思っていません。ファイシス様を無傷で守っていただけただけで十分です」

　そう冷たく言い捨てると、ヴィクサントールはそのまま階上へと消えてしまった。

「今のは彼なりの誉め言葉……ですよ。王子も車椅子も無事。あの身のこなしはさすが私が訓くん練れんしていただけのことはあります。普通の姫君には無理ですからね」

　アレクシスが、同情するようにルージュを見下ろしフォローする。

「デュークって人……絶対わざと車椅子を蹴りつけた。口くち元もとが嗤わらってた。誠実さを感じない人だった。あれでファイシス様の兄上だなんて信じられない」

　憤ふん懣まんやる方ないルージュを、ジョシュアがたしなめる。

「ルー姉様、仕方ないよ。あの兄上たち。デューク王子と第一王子のシンドラ王子は……正真正銘陛下の血を引いてはいるけど、かつての王の愛妾で今の正妃、ポンパドール様の言わば連れ子。ファイシス様は王陛下と前王妃の正当なる王子で大事な忘れ形見。これで良い関係が築きずかれるわけがないんだ。姉様は何も知らなかっただろうけど」

「なんでジョシュアがそんなこと知っていて、私は何も知らないの？」

　驚きを思わず口にして、ルージュはまたジョシュアに思い切りたしなめられた。

「ルー姉様。もっと声を抑えてよ。何も下調べなしに宮廷に突撃するからだよ。初めての場所、それも〝呪われている〟とか〝魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする〟とか噂されている宮廷に入るなら、普通はできるだけ予習というものをするよ？　フツーはね。ルー姉様、ここの聖円図書館でちゃんと色々勉強するべきだと思うな」

　ジョシュアは澄ました表情で平然と嫌いや味みを言う。でもとりあえず、〝おっしゃるとおり〟だ。

「ご案内が遅れました。こちらへどうぞ」

　そんなひそひそ話をしていた三人に、メイドの少女の声がかかった。

　階段を上がり、ファイシスの部屋の手前で彼女は扉を開く。

「こちらがルージュ様。そしてこちらがジョシュア様。アレクシス様は更に一階上になります。もうお部屋にお荷物は運んであります。荷解きに手伝いが必要でしたらおっしゃってください。恥はずかしながらこの離宮は、人手が足りているとはいえませんので」

　案内されたルージュの部屋は、柔やわらかな色合いのクラシックローズが壁紙にも、ソファの張り地にも、そこかしこにちりばめられた落ち着いた居室だった。

　天蓋付きの大きなベッドも、今までの城のものとは比べものにならないくらい。いかにもお姫様の部屋といった感じで、ルージュは感かん嘆たんの吐と息いきをつく。

「この離宮にお客様が逗留されるのは久しぶりですので、至らないところも多いかもしれませんが」

「いえ、十分です。それと、荷解きは自分でできるので、大丈夫」

　部屋の一いつ画かくを大量のトランクが積み上がり占せん拠きよしているが、まあなんとかなるだろう。

「では何かご用がありましたらその机のベルでお呼びください。私はユラと申します」

「よろしくね。ユラ」

　ユラはぺこりと一礼して部屋を出て行く。アレクシスを案内するためだ。

「ルー姉様。初日でクビにされないでよ。ファイシス様のためにも、ボクらの城のためにも」

「それはどういう意味よ？　ジョシュア」

　ルージュの部屋で、女性らしいフォルムの長椅子に座ったジョシュアがまじめな顔になった。

「だって、第二王子様相手にムキになるし突っかかるし。ファイシス様よりあの王子の方がずっと力を持っているよ？　ファイシス様に取り入っても……失礼だけど父上の称しよう号ごうは守れないし、商売的にもおいしくないよ。第二王子ともうまくやっていかなきゃさ」

「何が言いたいの？　そんな自分の利り益えきのために、正しいと思うことを曲まげたくはないわ。それに、ファイシス様にお仕つかえすることは王陛下のお望みでしょ」

「我々は宮廷の新しん参ざん者ものだから、とりあえず波なみ風かぜ立たてずみんなと仲良くしましょうってこと。そしてルー姉様がファイシス様を守っている間に、ボクとアレクで自力で新しい取引先を探すよ。あとはこの数年立て続けにうちの契約が切られたわけも突き止めないとね」

　ジョシュアは、賢かしこく現実的な意見を述のべ、悪戯いたずらっぽい目を向けてくる。

「さすが我が弟、頼もしいわ！」

「姉様が暴ぼう発はつ銃じゆうであり鉄てつ砲ぽう玉だまでもあると、弟は苦労するよ」

　ジョシュアは、しなやかな肢体を長椅子にもたれさせて、猫のように大きく伸びをした。

「でもあの第二王子のファイシス様への態たい度どは酷ひどすぎよ。ねえ、アレクシス」

　ルージュは、部屋に入ってきたアレクシスをつかまえて、真しん剣けんな顔で訊ねる。

「王子たちの事情は複雑で、大変根が深いですからね」

「アレクシスは子供の頃宮殿で暮くらしていたんだもの、色々知っていたんでしょ？　年齢が上だっていうだけで、元は愛妾の王妃様が生んだ子のほうが王位継承権は上になる？　前王妃様が病気で亡くなられる前は、ファイシス様だけが正式な王国の王子様だったのよね？」

　アレクシスは、一度扉に視し線せんをやってから、幾いく分ぶん低めた声で語りだす。

「ええ。陛下は若い頃から美丈夫で恋多きお方でした。認にん知ちされていないお子様は他にもいるかもしれませんが、正式にはファイシス王子だけのはず。ただ、陛下が心から愛したカトリーヌ王妃は、後ろ盾だてもない地方貴族の姫君。陛下が結婚を望まれたときは皆が反対しましたが、お二人は強い情熱で、反対を押し切り結ばれたそうですよ。一人息子のファイシス様はカトリーヌ様そっくりで、それはもう可愛がられてお育ちでした」

　ルージュは、トランクを開きかけていた手を止めて話に聞き入る。

「ですが、王陛下にはその恋以前に妾しよう妃ひとなされていた姫君もいたのです。それがポンパドール様です。彼女は陛下との間に庶子として儲けた二人の王子を連れ、カトリーヌ様亡きあと、後ご妻さいとして次の王妃の座につきました。それも王陛下の意い向こうではなく、前王や教きよう皇こう、上院の権力者などの主張だったそうです。そういう複雑な事情があるのです」

　話が長くなりそうだと思ったのか、アレクシスもジョシュアの傍かたわらに腰こしを下ろす。

「王陛下は、戦いくさのあともファイシス様に王位を譲ゆずりたいと高官や教会に公こう言げんされていたそうです。しかし、ファイシス様の体と心の状態からそれを認める者は少なく、結局今は第一王位継承者がシンドラ様。第二継承者がデューク様となっています。陛下にはご姉弟もおられますが継承順位は低くなります。二人の王子は二十一歳と十九歳。どちらも王位を継承するには十分の年齢でもありますし、今の王妃の権力も強いですから、真まっ向こうからの反対者はいないでしょうね」

「陰ではいるの？」

「もともとが妾妃であるポンパドール様のご子し息そくだということを、宮廷内ではあまり快く思っていない貴族も多いでしょう。それに、ファイシス様の母君は死し因いんが色々噂されておりますし……」

「そういう絡みでファイシス様のお母様は暗殺されたと？」

「そもそも、ファイシス様の大怪我の原因も、ひいては幼い王子が戦場にご出しゆつ陣じんさせられた経けい緯いも色々裏がありそうです。ですから、私はもし最初からルージュがファイシス様の学友ということで招しよう聘へいされると知っていたら、どうにか理由をつけてこのお話に反対したでしょう」

「そんな！　こんなこと、知っていたら絶対迷いもなく来たわ」

　ルージュは憤ふん慨がいし、スプリングが外はずれるくらい乱暴にどっかとソファに腰を下ろす。

「そうだよね。ルー姉様は、そういう正せい義ぎ感かん溢れる性格だよね。熟じゆく知ちしてる……」

　この王族の内部事情をほぼ掌しよう握あくしていたらしいジョシュアが、訳わけ知しり顔で頷いていた。

「ということで、こちらは知る限かぎりの情報を提てい供きようしました。次はルージュが私の言うことを聞く番です。今夜中にこの部屋を綺麗にしていただきますよ。明日は朝からすっきりとした気分で王族のミサに臨のぞんでいただかなくては」

「──王族の……ミサ？　なんだっけ？」

「出席せよとのデューク王子のお達たつしがあったでしょうが」

「え、あれって本気なの？　あのとき腹立ちまぎれに嫌がらせで言ったんじゃなく？」

「本当です。王族と特別親しい貴族しか参列できないミサに参加することは名めい誉よでもある。欠席もへまもできません。実じつ質しつ的てきに、王族への簡単なルージュのお披ひ露ろ目めになるでしょうね」

「──私の……お披露目!?」

「彼らはルージュのことを、『卑しい地方貴族の娘が何をしに来たか』『王陛下に取り入るつもりか、裏があるか』と疑ぎ心しん暗あん鬼きで見ているでしょうから、上品に振る舞ってください」

　そこでアレクシスはひときわ真剣な眼差しをルージュに向ける。

「それと、くれぐれも剣を抜いたりしないように。宮廷の一員としてこの城に滞在するうちは、剣は御ご法はつ度と。護ご身しん用ようの剣もだめです。約やく束そくですよ」

「大丈夫。この腕輪に誓ちかって約束します」

　ルージュは左手首の赤い石のはまった腕輪を、額ひたいの前に突き出して見せた。




　結局。

　ルージュは昼食もそこそこに二十以上もあるトランクの整理にいそしんだが、夜になっても片付けは終わらなかった。

　部屋にしつらえてあるチェストやクローゼットや物書き机。そういった収しゆう納のうのどこに何をしまったらいいのかわからないまま、開かい梱こんされたルージュの荷物はそこら中に散さん乱らんしている。

「すっかり真っ暗になっちゃったし……」

　日が暮れると、この離宮周辺は真っ暗で何も見えない。闇やみの迷めい宮きゆうに迷い込んだような気分になる。人工林の向こう、王宮には華はなやいだ世界があるだろうに、ここは夜や陰いんの中に隔かく離りされた小さな館。丹念に作られた鳥籠だ。

　カタン。

　外でノックの音がした。

　はっとして扉の方を見る。

　ユラが開いた扉から顔を覗かせ、その向こうにジョシュアとアレクシスの姿も見える。

「夕食のご用意ができましたので食堂へどうぞ」

「あ、はい」

　ルージュは急いで明かりを消して、彼女の方に走っていった。










[image: ]







　食事は、寒さむ々ざむしさを覚えるほど広い大広間で、ごく少人数で行われた。

　周囲で奉ほう仕しする給仕たちのほうが数が多い。

　縦長のテーブルには、まだ席がいくらでも空いている。ルージュたちが着席している程度では、この大型テーブルの七分の一も使用していないのだ。

「あの……ファイシス様とヴィクサントールさんは？」

　焼き七しち面めん鳥ちようのカシスソースがけを食べながら、黙だまっていられないとルージュが口を開いた。

「ファイシス様は、お疲つかれが激はげしく、もうお部屋でお休みになりました。ヴィクサントール様は自室で済ませるとのことです。食事中にお喋りはマナーがよろしくないですよ」

「はい……」

　アベリシアに釘くぎを刺さされた。

　ルージュの城での食事は、このように豪ごう勢せいな料理が次々と運ばれてくる形式ではなかった。

　さすが王宮だ。いや、王宮より地じ味みで控ひかえめな離り宮きゆうとはいえ、王子の暮くらす館の料理だ。

　ジュランソンで穫とれるレモンやオリーブやワインのほうが、素材本来の香かおりも味もずっといいとは思うが、田舎いなか料理よりも調理方法は繊せん細さいで、盛もりつけ方も、飾かざりも、食器も美しく食しよく欲よくをそそる。

　どれも美お味いしくて、食べることに熱ねつ中ちゆうしたかったが、ファイシスが気がかりで仕方がない。

「ルージュ様。料理がお口に合いませんか？　あまり進まれていませんが」

「いえ、とっても美味しいです」

「宮廷は魚料理も大変美味しいのですね。ノルマンディーから運ばれてくるのですか？」

　ジョシュアの問いにアベリシアは硬かたい表情をほんのわずか和らげる。

「ええ。宮廷には様々な地方の特産物が送られてきますから」

　風ふう味み豊ゆたかな鮭のバターソテー、添そえられた漬けオリーブ、香こう草そうにレモンの香り。そんな一皿を食しながら、ルージュはふと考える。

「ファイシス様はいつもこのようなメニューを召めし上あがるの？」

「ファイシス様は……食品により、熱や湿しつ疹しん、嘔おう吐とが出ますから、食される物は限られています。肉類はほぼ召し上がらず、果物や野菜、パン、それにお菓か子しがお好きです」

　ルージュはガタンと立ち上がった。

「ルージュ姉？」

「ごめんなさい。ちょっと先に失礼します！　本当にごめんなさい！」

　やはりファイシスのことが心配で、仕方がなかったのだ。

　食堂を出ると、階段を駆かけ上あがってファイシスの部屋に行く。

「ファイシス様！　お部屋に入ってよろしいですか？　入りますよ」

　鍵かぎはかかっていなかった。

　扉を開け、薄うす暗ぐらい室内を覗のぞき込こむ。ところどころに置かれた燭しよく台だいの明かりがぼうっと室内を照らし、天てん蓋がい付つきのベッドのカーテンが微かすかに揺れた。

　他に付き添いのメイドもいないようだったので、ルージュは中に足を進める。

「ファイシス様。お休みですか？」

　カーテンをそっと開く。

　白いシルクの夜よ着ぎに身を包つつんだファイシスは、腕や上半身を毛もう布ふから出したまま、背中を向けて震ふるえている。

「ファイシス様。寒いんですか？　もっとちゃんと毛布をかけて休まれないと風か邪ぜを引きます」

　ファイシスが、ルージュの声にゆっくりと顔を向けた。

　血けつ管かんが透すけて青白い肌。紫むらさきがかった青い目と、赤い唇くちびるだけが艶つややかに潤うるんで見える。

　ファイシスの額に手を当てて、熱を測はかっていたルージュに、ファイシスは突然腕を伸のばした。

「ルージュ……。ごめんね。せっかくみんなで夕食を食べられると思っていたのに……」

「そんな……。お気になさることはないですから。それより、少しお熱がありますね」

　額に触さわって、そしてファイシスが出していた手を握にぎって、その体温を感じる。

「微び熱ねつはね、いつも出るんだ。外出したりすると高熱が出る……でもこれは大丈夫」

　ファイシスの声は、少し掠かすれたように聞こえ、熱っぽさを感じる。

「明日は……朝食を一緒に食べられるよ。きっと……」

　ルージュの手を握り返してくるファイシスの細い指先が、食い込まんばかりだ。

「そばにいて……一人はいや……恐いんだ……また……十じゆう字じ架かが僕を磔はりつけにする。夜は怖い……僕は眠るのが怖いんだ……ルージュ」

　か細い声で、十歳の子供のように怯おびえている。

「大丈夫。おそばにおります」

　そう言って手に力を込め、背中をさすると、ファイシスはだいぶ落ち着いたようだった。

「ルージュ。もっと前から……もっと……具ぐ合あいが悪くなっていたらよかったな。そうしたらヴィクサントールや父上も、もっと早くルージュたちを呼んでくれてたよ」

「そんな。お体の具合は私がすぐによくして差し上げます。そうだ。いいお薬があるんです。香草から作ったもので……待ってていてください。取りに行って来ます」

「行かないで。薬なんか……いいよ。こうしていてくれれば……いいから」

　ルージュの背中に両手を回し、ファイシスはぎゅっとぎゅっと、抱きしめてくる。

　その力は十歳ではなく十七歳の少年のもので、胸が苦しいほど強い。

「ルージュ。大好きだよ……」

「ファイシス様」

　不ふ意いにファイシスがルージュの体に埋うめていた顔を上げ、瞳を覗き込んでくる。

　吐と息いきを感じるほど近い顔。鼓こ動どうはさっきからずっとルージュの胸に腕に、体中に伝わってくる。

　そして不意に、唇に唇を寄せてきた。

「あ、あの……ファイシス……様……？」

　動どう揺ようしまくるルージュに、ファイシスは透とう明めいな眼まな差ざしを向けて軽く微笑ほほえむ。
















「唇と唇のキスはね、好きな人にしかしないものなんだって……。ルージュのこと……僕好きだよ」

　そう小さく囁ささやくと、また唇にキスをする。

　体を硬くするルージュに、ほっそりとした白い腕はしっかりと絡みついていて、退きようもない。

　彼に抱きつかれたまま、信しん頼らいを寄せるように身を預あずけられ、なんだか気き恥はずかしくて仕方がない。

（十歳よ……ファイシス様は十歳程度の少年なの。恥ずかしく……ないんだから！）

　外見どおりの十七歳の少年だと思ってしまうのが間ま違ちがいで、彼の中身は美しい容姿を持っていながらも、十歳程度で成長の止まった、幼おさない子供なのだと自分に必死に言い聞かせる。

「ねえ、人といるって……温あたたかいね。幸せだね。ルージュはそう思わない？」

「え」

「ルージュは僕が好き？」

「それは、もちろん……」

　真しん剣けんだったファイシスの瞳が、ふっと柔やわらかく歪ゆがんだ。

「よかった……みんなは僕のことが嫌いなんだよ……だから父上は会いに来ないし、母上や兄上たちも……でもよかった、ルージュには嫌われてなくて……」

　ファイシスの声に、さっきまでの力と張りがなくなっていく。

　ルージュの胸に押しつけられてくる顔。

「ルージュ……ずっとそばにいてくれるよね……僕のそばにずっと……」

　ルージュの体に腕を絡め、ぎゅっと抱きしめたまま、温ぬくもりに安心してファイシスは眠りに落ちたようだった。

　しばらくその寝ね息いきを聞いていたルージュは、彼の体をそっとベッドの上に横たえ、気づかれないように部屋をあとにする。

　廊下に出るとそこにアレクシスが立っていた。

「ルージュ、やっぱりここでしたか」

「ご…めんなさい。さっきはお食事抜け出して」

「持ち前のお人好しが炸さく裂れつしているようですが、ご自分の分ぶもわきまえて行動してください。明日の朝、決してミサに遅刻しないように」

　アレクシスにはもっと小こ言ごとを言われると思ったが、案外あっさりと解かい放ほうしてくれた。




「──疲れた……びっくりしたし……驚おどろいた……。ああ、びっくりと驚いたは同じよね」

　自分の部屋に戻っても、何も手につかなかった。

　この部屋は、雰ふん囲い気きも素す敵てきだし、とにかく広い。

　運び込まれたままのトランクが、まだ山積み状態でも気にしないでいられるほどだ。

「でも、ファイシス様のお部屋はもっと広くて…もっと暗くて……もっと寂さびしい……」

　病弱な体で、熱に浮かされながら、夜中あそこに一人でいれば、怖くて心こころ細ぼそくて、どれだけ哀かなしくなってくるだろう。

「ルージュ様。ユラです。湯ゆ浴あみの準備が整ととのいました」

　赤い癖くせ毛げの髪を三つ編みにして、頭にぐるっと巻きつけた少女が顔を覗かせる。

　両手には、湯の入った大きなポットとタオル。

　部屋の奥の続きの間には、真まっ白しろな湯ゆ気げの立った白いバスタブが用意されている。

「さあ。こちらに来てドレスをお脱ぬぎください。長旅でお疲れでしょう」

　彼女は慣なれた様子でルージュの体を窓まど辺べのバスタブに導くと、コルセットの紐ひもに手をかけようとする。

　そして次にドレスの背中のボタンを外はずしだした。

　はっとしたルージュは、彼女がボタンを外し終えたところでくるっと体の向きを変える。

「あの、もう一人で大丈夫……だから」

「あら。そうですか？　でも背中のコルセットの紐をお一人では外すのは大変だと……」

「じゃあ……それだけ軽くほどいてくれる？　そしたらあとは大丈夫」

「パニエのボーンも外せますか？」

「大丈夫。自分の城にいた頃は、結構なんでも一人でやっていたから」

「まあ！　貴族のお姫様がご自分で着替えをされるんですか？　すごいですね」

　信じられないと驚きの表情。

　宮殿の使用人からすれば、貴族の娘が自分で何かするなんて、想像を絶ぜつすることなのだろう。

　仕事を断ことわられた彼女は困こん惑わくしていたが、仕つかえる主人が言うのだから、引き下がるしかない。

「わかりました。何かありましたら部屋の隅すみのベルを鳴ならしてください。すぐに駆けつけますので」

　ちょこんと一礼をして、彼女は出て行った。

「腕の十字の傷の痕あとは……使用人にも見せないほうがいいよね」

　呟つぶやきながら、ファイシスが気に入って欲しがっていた、赤い石のはまった腕輪を外す。

　するっとブラウスを滑すべらせると、左腕の手首に傷痕がある。引き攣つった紫の痕。それはぼんやりながら十字架の形をしている。意味深な形の傷痕。

「この傷……これを見ると……何か思い出しそうになる……。記き憶おくにない五歳以前のこと……」

　いつ怪け我がをしたのか、どうして怪我をしたのか思い出せない。

　深く呼び起こそうとすると頭ず痛つうがしてくるので、いつも途と中ちゆうで断だん念ねんする。

「とにかくお風ふ呂ろ。そしてトランクの山の中からファイシス様のお薬探さないと」

　バスタブにざぶんと飛び込んだ。

　気持ちがいい。

　ずっと馬車に揺ゆられ、不ふ自し然ぜんな体勢で眠っていたせいだ。こうして緊きん張ちようがほぐれ筋肉がほぐれると、体中の骨が軋きしむように痛みだす。

　ルージュは開かい梱こん済ずみのトランクから取り出しておいた手作りのラベンダー石せつ鹼けんを、白い湯ゆ船ぶねに放り込む。

　あっという間に素す肌はだはふわふわの薫かおり高い泡あわに包まれ、気分はすっかり上々だ。

　ふうっと息をつき、そして顔まで泡に浸つかる。

「ラベンダーか……ファイシス様もこのお風呂入れてあげるとリラックスできるかも……」

　泡が唇に触れ、キスの感かん触しよくを思い出した。

『──唇と唇のキスは好きな人にしかしないものなんだって』

「ファイシス王子の言葉が本当なら……あの男……ガーゴイルも私のことが好きってこと？」

　あのときのキスを思い出して、ルージュは顔を真っ赤に染める。

「そ、それはないな。うん。あんな怪しい男のキスは別だわ。ファイシス様のキスと一緒にしたらバチが当たる……！」

　柔らかな唇。わずかに感じられた濡れた舌した。ファイシスからはふわりといい香りもした。

「や！　ダメダメ！　変な妄もう想そうはダメだって。相手は王子様よ。しかも中身は十歳の！」

　ここに幽ゆう閉へい同然に閉じ込めたという今の王妃に、深い憤いきどおりが湧わいてくる。

　あの乱暴者の第二王子デュークへの憤ふん慨がいも、むらむらと甦よみがえってくる。

　明らかに、前妃の息子で王子であるファイシスを邪じや魔まにしているのだ。

　ばしゃっと水を拳げん固こで叩たたいて鬱うつ憤ぷんを晴はらそうとしたとき、窓の外から物音が聞こえた。

　硝子ガラスの割れるような音。囁くような人の声。

　窓の外を見る。なんとなく黒い影が茂しげみの中に動いた気がする。

（まさか……！　隣となりのファイシス様の部屋に、侵しん入にゆう者しやが……？）

　暗あん殺さつ者しやかもしれない。ベッドの脇に立てかけてある剣を握って扉から駆け出そうとする。

　だが廊ろう下かから王子の部屋の扉をノックしていては、もしものときに間に合わない。

　ルージュは濡れた体に夜よ着ぎを纏まとうと、窓から飛び出す。

　バルコニーに大きな石が落ちていた。何者かが投とう石せきしたとしか思えない。

　ますます不安が募つのってくる。ルージュは自分の部屋のバルコニーを乗のり越こえると、隣のバルコニーへと飛び移った。

　普通なら躊ちゆう躇ちよするほどの間かん隔かくも高さもあったが、今は気にならなかった。

　ルージュは王子の部屋の窓をそっと開け、剣を握り直すと明かりのない中の様子に目を凝こらした。

　怪あやしい人影は見えない。開かれた窓の中に身を投じるが、物音も人の気け配はいもない。

　ベッドに近づき、カーテンの奥のファイシスの様子を窺うかがう。すやすやと健すこやかな寝息を立てている彼の様子をほっとしてしばらく見守っていたが、彼が無事とわかれば、すぐ次の行動に移らなくちゃならない。

（部屋に戻らなくちゃ！　こんな格かつ好こうで王子の部屋に忍び込んだのがばれたら、とんでもない）

　それこそクビだ。

　だが、ルージュは焦あせるあまり、自分の部屋のバルコニーに着地する瞬しゆん間かんに足を滑らした。

　必死に手を伸ばしたが、その指先は暗い宙ちゆうを搔いた。

「あ……っ」

　木の枝と葉は擦ずれの音が響き、ルージュの体は落らつ下かする。

「いたたたたたたた……」

　幸さいわい、窓の外に聳そびえていた大たい木ぼくの枝がクッションとなって、柔らかな土と緑の柴しばの上に放り出された。

「う──……たたっ」

　尾びてい骨こつに、激げき突とつの衝しよう撃げきがビリリと響ひびいている。剣を握る手がジンと強こわ張ばっている。

　薄衣のガウンは枝に引っかけていて、裂けている。

　だが、とりあえず体は無事だった。あとは誰にもこの醜しゆう態たいを見られないうちに、部屋に戻ることが最優先事項だ。

「建物に……入れるのかな」

　この離宮に至るまでの警けい備びの厳げん重じゆうさには驚かされたのだから、玄関が閉ざされていないわけがない。そして、よしんばこの深夜、怪しまずに扉を開けてくれた使用人がいたとしても、その人物には確実にこの姿を見られてしまうわけで──。

「それは困るわ！」

　ルージュは、とりあえずガウンの前をきっちりと閉しめ直なおすと、裸足はだしのまま館やかたの周りを回り始める。正面扉はもちろんびくともしない。裏口を探す。いくつか出入り口はあった。だが、当然開かない。

　苦く悩のうしていると、どこかから犬の咆ほう哮こうが聞こえてきた。

「え？」

　猟りよう犬けんが獲え物ものを見つけたときのような、盛さかんな吠え声。

　一匹じゃない。

「噓うそ……もしかして……番犬が放はなし飼がいにされているの!?」

　離宮の庭の続きの森から、灌かん木ぼくを割り、獣けものが走ってくる音がする。

　狩しゆ猟りよう犬けんか番犬。それも一頭や二頭ではない。少なくとも五頭はいる声と気配。

　森を抜け、矢のように走ってくる黒い獣の姿が見えた。赤い瞳が爛らん々らんと輝かがやいている。

　悪あく魔まのような姿。狙った相手を食いちぎりそうな勢いきおいに、強い恐怖が込み上げる。

　いったんは剣を抜こうと手がいったが、王宮の飼い犬を傷つけるわけにもいかない。この状況ならルージュが不審者であるのは明らかだ。

「もう！　最低っ！」

　ルージュは木の上に逃のがれようと両手を伸ばし、ごつごつした樫かしの太い幹にしがみつく。

　木登りが得意のルージュだが、焦っていると手足が言うことをきかない。

　犬の大地を蹴ける音が、すぐそこだ。何匹もの荒あらい息遣いもどんどんと近づいてくる。

　焦りのあまり、手が滑って大木から落下した。猛もう然ぜんと犬が飛びかかってきた。

「──っ！」

　そのとき、何かの影がルージュを庇かばい、暗い空を白い光が一いつ閃せんした。

　飛びかかってきていた犬は、空中で薙なぎ払はらわれ、何メートルも向こうに吹ふっ飛とぶと、ザザッと地面を搔いた。

「あ……」

　啞あ然ぜんとして、遠くに弾き飛ばされた犬を見る。他の犬たちが、再ふたたび襲おそいかかってくる。

　ルージュの白い手が何者かに摑つかまれて、強く引かれた。そして離宮の白い石壁の中に吸い込まれる。

　ただの壁と思われた場所に、人が一人やっと通り抜けられる程度の小さな石の隠し扉があり、ルージュはその中に引き込まれたのだ。

　即そく座ざに扉は閉められて、あたりは真の闇やみだ。深しん閑かんとした空気だけが、ルージュの周囲を浸ひたしている。狭せまいのか広いのかすらわからず、息いき苦ぐるしい。

　でも、誰かがルージュの片腕を握っている。ほのかな温もり。

「あ…なた……誰!?」

「し！　静かに」

　落ち着いた低い声がして、指先がルージュの唇を押さえた。

　扉の外では、犬の群むれがこの周辺を嗅かぎ回まわって吠え立てていた。壁を搔かく音が、凶きよう暴ぼうな唸うなり声ごえが聞こえていたが、それはやがて彼らの足音とともに遠のいていった。

「──さて……と、これでしばらくは安全だな」

　そんな吞のん気きな声と、火ひ打うち石いしを打つ音がして、まもなくぼんやりと明かりが灯ともる。

　この声。どこかで聞いたことがある。

　改あらためて声の人物を見た。顔に舞ぶ踏とう会かい用ようの仮面をつけているのがわかる、目元が隠され、青い瞳と鼻はな筋すじと口元だけが覗いている。

　綺き麗れいな白いフリルの襟えり、それを首元で合わせ、結ゆわえている同素材の大きなリボン。その上には黒い丈たけ長ながのマント。

「あなた……ガーゴイル？　ガーゴイルよね？　なんで！　どうしてこんなところにいるの!?」

　間違いない。その姿は昨日、盗とう賊ぞく団だんに襲われた自分を助けてくれた謎なぞの騎き士しだ。

「『何な故ぜここに』？　それはこちらが訊ききたいな。貴族の姫君は普通、こんな夜中にガウン一枚のみの姿で、戸こ外がいを散さん歩ぽするものでしょうか？」

「こ、これはね……お風呂入っているときに不審な音が聞こえたからで……」

「おやおや。それは素す敵てき。水も滴したたるなんとやら……ですね」

　薄いシルクが濡れた肌に密みつ着ちやくして、ほとんど透けているのを見て、ルージュは慌あわてて胸元を両手で押さえる。

「み…見ないでよね。本当に緊きん急きゆう事じ態たいだったんだから」

「見ませんよ。そういうのに興きよう味みはないし」

　淡たん白ぱくに言われても、何となく乙おと女め心ごころが傷つくが、今はそれどころじゃない。

「というか、さっき外で変な音立てていたのって、あなた？　もしかして盗賊なの？　あなたも実はあの〝山猫〟とかっていう盗賊団の仲間だったの!?」

「嫌いやだなあ。俺が君を助けるために何人殺したと思ってるの？　君は命の恩おん人じんにそんなことを言うわけ？　そこは潔いさぎよく『助けてくれてありがとう。謝しや礼れい金きんで一〇〇〇フラン差し上げるわ』とか言ってくれないと。猛もう犬けんに対たい峙じして助けた意味がない」

　青年は仮面の奥で悪戯いたずらっぽく目をしばたたく。

　そして口元に笑みを宿やどすと、即座に掌てのひらをルージュに向けて突きつけてくる。

「何？　その手」

「謝礼金。受け取りに来るって言っておいただろう？　さっきの黒犬からの救出と二回分で二〇〇〇フランで結構ですよ。お嬢さん。宮廷貴族ともあろう者が、こんなはした金もないとか言うんじゃないよね」

「今は……このとおり現金持ってないの。また今度……ね？　ツケでお願い」

「──では……手て形がた発はつ行こうということでよろしいかな？」

　妙みように響きのいい声でそう確認しながら、唇がルージュへと迫せまってくる。

　柔らかな、甘あまい痛みが首筋を刺した。

　彼の髪がルージュの頰ほおをくすぐるのをやめたとき、首筋には、紅あかい跡あとが浮かび上がった。

「これが消えるまでに支払いを完かん了りようしてもらうよ。ルージュ・ド・ラ・クリムゾン」

「そういえば、昨日も私の名前言ってた。王宮に上がることも知ってた。どうして？」

「まぐれ。というか、一部の宮廷貴族たちは、王陛下がカロン卿きようの血筋の者をファイシスにあてがうつもりだということは知っていたから、そう意外でもない。カロン卿は君の迎むかえに行くとなると周囲に騒さわがれると踏ふんで、モナコの方に用事を作り、そこからジュランソンのフォーブス城に向かった。それでもその行こう程ていを嗅ぎつけていた者はいたってことだね。あの〝灰色森の四よつ辻つじ〟の襲しゆう撃げきは、何者かに仕し組くまれていたんだよ」

「誰だれに？　誰が私を襲ったの？」

「そこまではさすがの俺でもわからない。俺は別べつ件けんであちらに用があったんだけどね。まあ君を助けられてよかったよ。大事な金づるになってくれるはずだし」

「金づるって……。あなた人助けを金かね儲もうけにするつもりなの？　あなただって、きっと一応宮廷貴族なんでしょう？　そんないじましいことしなくても」

「宮廷暮らしは何かと出費がかさむのよ。そうか、この際カロン卿にも謝礼をご請求できるわけだな。彼の命も助けたわけだし」

「大おお伯お父じ様さまは、そんな脅おどしや強ゆ請すりには屈くつしない頑がん固こな方よ。無理だと思う。それにあなた、盗賊じゃないならここで何をしていたの？　ファイシス様の離宮よ？　ここに入るには門を通過しなくちゃいけないはずだし、そんな仮面をつけた不ふ審しん人じん物ぶつが通れるわけない」

「ここはね、入ることはそう難むずかしくはない場所だよ。むしろ出て行くことが厄やつ介かいなんだ。ファイシス王子の鳥とり籠かごだからね。ファイシス王子が逃げ出さないための、穏おだやかな牢ろう獄ごく。彼は王族に呪のろいの十字架を背せ負おわされた者だから……」

「鳥籠……？　十字架を背負わされたって……王妃や第二王子に……？」

　それは図ず星ぼしだったのだろう。彼は敢あえて答えはしなかった。

「君はここに来るに当たって何も知らされていないんだね。お父上もカロン卿も、王家の呪いと魔術に関してはかなり造ぞう詣けいが深いと思っていたけど」

「お父様は、宮廷のことなんか詳くわしくないわよ、お嫌いだもの。噂うわさ話ばなしやお世せ辞じや、こびへつらうのも出しゆつ世せのことも。それより、話をはぐらかさないで。どうしてここに入れたの？　それにこんな隠し扉まで知ってるなんて何者なの？」

「──魔法使いだよ」

「は？」

　魔法使いとは思わないが、突とつ飛ぴなびっくり箱だとは思う。

「宮廷に長く棲すんでいる魔法使い。今夜は王宮の本館で、仮面舞踏会が開かれていてね、それに出席していたんだ。今頃は仮面をつけたまま庭園を散歩し、茂みに入り込んで愛を語っている貴族はたくさんいるさ。ここだって塀へいさえ乗り越えられれば侵入はそこそこ簡かん単たん」

「でも、ここで仮面は必要ないでしょう？　怪しくないというなら仮面を取って顔を見せて」

　命の恩人の顔を見たいと思うのは普通。そして、顔も見せないような相手の情報を丸まる信じるのは危険だとも思う。

「今こ宵よいは身分も自身の素す性じようも地位も忘れ、ただの人として楽しむ舞踏会。こんなところで仮面をとったら自分にかけた魔法が解とけてしまうよ。魔法が解けてしまっては台だい無なしだ」

　ガーゴイルはルージュの左手を取り、そして燭台を戸口に近づけて、ドアノブらしき小さな輪わっかを指さし示しめす。その輪を引けば外に出られるから、もう行けということだろう。

「魔法……ね。あなたが言うとうさんくさいわ」

「おや、そう？　ロマンチックな言葉だと思うけどね」

「宮廷はなんだかおかしなことばかり。呪いがかかっていたり、魔法がかかっていたり、殺人だの陰いん謀ぼうだの、弟いじめだの。なんなのここは……！」

　憤慨するルージュの動きで、ロウソクの炎が大きく揺れる。

　チャリンと金属の音がして、ルージュは石の床を見た。

　自分の腕輪が落ちていた。

「え？　どうして──」

　左手首からすっぽりと抜けていて、今の今まで気づかなかった。

　ルージュは手首の内側の傷をガーゴイルに見せないように、腕輪を拾ひろうと身につける。

　しゃがみ込んで、明かりのほとんど届とどかないこの隠し部屋の奥を見ると、ガーゴイルの背はい後ごの窪くぼみに、煌きらめく何かが山積みなのに気がついた。

　金貨や銀貨、見事な宝飾品に工芸品。蓋ふたの閉まりきらない宝石箱から溢あふれ出している。大げさに言えば、海賊が隠した宝の山のようだ。

「──な…によ？　これ……すごい……」

「ああ、見つかっちゃったか。内ない緒しよだよ。この宝のことも、この空間のことも」

「これ……あなたが助けた人から受け取ったもの？　こんなに？」

　そう言って宝石箱に近づくと、赤いザクロ石のついたネックレスが宝石箱からこぼれている。

　それはルージュが母フローラに貰もらった物だ。そして近くに落ちている金の懐かい中ちゆう時計にも見み覚おぼえがある。

「これ、あのとき落としたと思ってた私のネックレス。あなたが持っていたの？」

　手に取って、大事そうに握り締める。

「なんだ、それ盗賊の戦せん利り品ひんじゃなく君のだったのか。結構高く売れそうだったのにな」

「やだ！　売るつもりだったの？　じゃあ、これも？　この懐中時計って、昨日の盗賊の男から奪うばっていた時計でしょ？　あなた、そんなことで生せい計けいを立てているの……！」

　これでは火か事じ場ば泥どろ棒ぼうだ。呆あきれるしかない。

「依い頼らいなしでも自ら率そつ先せんしてやる人助けもあれば、依頼を受けての人助けもする。そして中には盗賊への仕し返かえしだったり、不ふ当とうな手段で奪われた宝物を取り返してほしいという依頼もあるんだな。その箱に入っているのはその結果手元に残った、神からの俺への報ほう酬しゆう」

「でも、依頼者からも報酬はとるんでしょ。二に重じゆう取どりじゃない！」

「貧まずしき弱き者からはとらない。だから、現場からちょっといただく。それくらいいいだろう。実じつ情じよう、通りがかりの盗ぬす人つとや事じ件けん処しよ理りの役人が、遺い品ひんは掠かすめ取って私物化しているんだから」

　ガーゴイルもちょっとやそっとこの稼か業ぎようをしているわけではないらしく、悪わるびれない。

「では、この場所も、このお宝も通つう報ほうさせていただきます」

「おやおや、命の恩人に対してそんなご無体な」

「いくら恩人でも、犯罪者は見逃せないわ」

「じゃあ、口くち止どめ料りように一ついい物をあげよう」

　そういってガーゴイルは宝の箱の後ろから、一通の手紙を取り出しルージュに手て渡わたす。

「何？　これ」

「あの時、君を襲った男の内ポケットに金の懐中時計と入っていた。それを読むと、何者かが盗賊団の首しゆ領りように依頼して、君たちを襲わせたらしいね」




〝──山猫へ。

　灰色の森の四つ辻を数日中にカロン侯爵の馬車が通過する。レアパリに向かうカロン侯爵の馬車を襲撃せよ。複数台同行しているようならすべて襲い皆殺しにせよ。もしも侯爵の馬車だと特定が困難な場合、数日中にジュランソン方面からレアパリに向かう箱馬車はすべて襲撃せよ。少女は確保を望むが、困難であれば殺せ。同封の懐中時計は前金代わりだ───　〝Ｓ〟




　封ふう蠟ろうの破やぶられた封ふう筒とう。白いレターペーパーには黒インクでの簡単なしたため。

「この手紙……私たちを襲わせるために？　ここまで周しゆう到とうに仕組まれていたの」

「まあ、失敗した今となっては〝周到〟かどうかは謎だね。だが、そこまでして抹まつ殺さつしたかった相手が宮廷に来た以上、また折おりを見て狙ねらうかもね？」

　あのとき嫌な予感はしていた。首領と思われる男が吐はいた言葉は、確かにルージュたちを狙った襲撃をにおわせていたからだ。

「そんな……、じゃあ、さっきの物音も、部屋のバルコニーの投石も、私が目的？」

「かもね。君がファイシスのそばに常つねにいるようになることが、計画の邪魔なのかもな」

　ガーゴイルは、こぼれている宝物を別の麻あさ袋ぶくろに詰つめながら、吞気に告つげる。

　ルージュは、心臓の鼓こ動どうが速くなってくるのを感じた。

　ガーゴイルが手にした金の懐中時計を奪い取ると、その蓋を入にゆう念ねんにチェックする。蓋には所しよ有ゆう者しやの名前が刻きざまれていることが多いからだ。

　そこには、頭かしら文も字じだけが記されていた。

「Ｄ・Ｍ……。手紙のサインとは違うのね。これだけじゃ誰だかなんて全然わかんない。これだけ見み事ごとな細さい工くの懐中時計なら、相当値ねが張る物だろうけど」

「ま、そのイニシャルが依頼した本人のものかどうかもわからないしな。先祖のものとか、借金の形に巻き上げたものかもしれない」

「ちょっと待って……この蓋に描えがかれている紋もん章しよう……見覚えがある……。あの盗賊団の中で馬の上から指示を出してた商人風の男の馬飾りと同じみたい……ユニコーンと旗はたの図ず柄がら」

「あの暗がりでそんなものが見えるとは目がいいな。本当に？」

「うん。ちょうどランタンの明かりが当たって……前にも見たことがあるような紋章だから、それで記憶してた……絶対そう！」

「貴族の紋章は、似たものが多い。ユニコーンの柄も相当多くの貴族が使っているけどね」

　だが、その図柄を思い出してからは、ガーゴイルの冷静な意見も耳には入らない。

「でも、もし懐中時計と馬飾りの紋章が同じなら、現場を仕切っていたあの男が、この手紙を書いた人物でしょ？　あなた、私を殺さつ害がいしようとした人を突つき止とめられる？」

「それは、この俺に対する仕事の依頼？　契約を結びたいってこと？」

　ふざけているのか、彼はすべての指に大ぶりな指輪をはめてルージュの前にちらつかせる。

「だって、あなた宮廷のことに詳しいんでしょ？　カロン大伯父様の計画も知ってたんだし」

「そのための裏稼業だからな。でもこういう難しい依頼は契けい約やく料りよう高いよ？」

　ガーゴイルは、足下を見た笑みを唇に浮かべる。

「またお金なの!?　この守しゆ銭せん奴ど！　貴族なのにそこまでお金に固こ執しつするの？　貧びん乏ぼうなの？」

　言っていて自分でもちょっと耳が痛い。

「対価は金品でなく情報でも可。でもね、裏稼業は金がかかるの。相手の裏をかかなきゃ勝利しないし、常に太く確かな情じよう報ほう網もうを確保しておかなくちゃいけない。君にできる？」

「──できない……けど。というかできないから頼んでるの」

「じゃあ、文句は言わない。不ふ当とう請せい求きゆうだって言うなら、俺に依頼しなきゃいいんだしね」

　確かにそうだ。返す言葉もない。

「少しでも情報が欲しいの。もし、ファイシス様と関係なしに私が単たん独どくで狙われているのなら、ファイシス様から離れなきゃ」

「──了解。新しん規き契約成立だ」

　ガーゴイルは契約を口にするには甘い囁くような声で言い、顔をやおら近づけてくる。

　とっさにルージュはそれを拒もうとしたが、手首を押さえられ、抵抗を封じられる。

「オレと契約するんだろう？」

　ガーゴイルはルージュの乾かわいた唇に、濡れた唇を重かさねた。

　強引で無茶苦茶なようだったが、不思議にも嫌じゃなかった。

　でも──。

「──何……？　血の味が……する」

「契約だもの」

　意味がわからない。

「ねえ、あなた口に血がついてる。もしかしてさっきの犬に嚙かみつかれたの？　怪我してる？」

「俺のこと……心配してるの？」

「べ、べつに私あなたのことを心配したわけじゃ」

「じゃあいいんだけどね。ところで、ぐずぐずしているとまた番犬が来るな。部屋に戻ったほうがいいんじゃないのか？」

「そうね。でもあなたと連絡とるのはどうしたらいいの？　ここに来ればいい？」

「ここはダメだ。秘密の場所だと言っただろ。窓に白いハンカチを挟はさんでおけ。緊急のときはリボンを。そうしたら、どこにいても俺が君に会いに行く」

　そう自信たっぷりに言われると、信用したくなってしまう。

　そしてガーゴイルは輪を摑んで隠し扉を開けると外に出て、ルージュを裏口へと連れていく。もちろん、さっきルージュが侵入を試こころみた、鍵のかかった出入り口だ。

「さて、この扉をオレが開ける。入ったら中から鍵をかけろ。いいな」

「うん」

　そう簡単に王宮の離宮の鍵を開けることができるのか、半はん信しん半はん疑ぎだった。

　しかしルージュの目の前で、彼が差し入れたその鍵は、金属音を響かせてあっさりと開いた。

「まるで……魔法を見ているよう」

「魔法も呪いも、この世の中には案外たくさんあるからな」

　ガーゴイルは掌をルージュに曝さらし、演えん技ぎを見せた手て品じな師しのように大きく腕を振って一礼してみせる。

「お休み。俺の契約者」

　口元が悪戯っぽく不ふ敵てきに笑わらった。そしてあっという間に闇に紛まぎれ、その姿を消した。

　ルージュは皆が寝ね静しずまった館の階段を上がり、明かりのない廊下を歩いて自分の部屋に入る。

　静かに扉を閉めると、淡いピンクで薔ば薇ら柄がらの部屋は、何なに事ごともなかったようにルージュを迎え入れた。

　続きの間では、窓まど辺べの片かた隅すみに置かれていた白いバスタブの湯がすっかり冷さめきっていた。

　濡れた髪も生なま乾がわきで、ベッドの上に倒たおれ込こむ。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい。長いのか短かったのかわからない一日だった。

「とにかく……誰にもこの格好を見られずに済んでよかった……」

　石を投げつけられた窓が少し気にかかったが、しばらくは仕し掛かけてはこないだろう。

「変な人……変な名前。あんな得え体たいの知れない人に私とんでもない依頼をした気がするけど……大丈夫なんだろうか……」

　そもそも素性もわからない怪しい男だ。

　声の感じ、仮面の下の肌の美しさからすると十代後半からせいぜい二十歳程度。

　どこに住んでいるんだろう。私にすぐに会いに来られるってことは、宮殿よね。

「明日の朝は王族の集まるミサがあるし……。気が重い……あの意い地じ悪わるな第二王子も……」

　何をどこまで考えていたか、定さだかじゃない。

　誰のものかわからない手紙と、取り返したネックレスを握り締めたまま、ルージュはあっという間に深い眠りに吸い込まれていった──。
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「弱者は強者に屈していればいい。こびへつらい、道を開けて額をすりつけていればいい。強き者に楯突き刃向かおうとするから殺される。土足で踏みにじられるのだよ」

　悪あく魔まの声。魔ま王おうの声。

　心を震わせるあの声。傲ごう慢まんで、冷れい酷こくな声。冷たく鋭するどい刃やいばの感かん触しよく。

『──〝弱者は強者に虐しいたげられて生きればいい〟……』

　そのセリフは、ルージュに過去の忌いまわしい思いを甦よみがえらせる。

　遠い昔、あの夜に投げつけられた言葉。

　耳の底にこびりついて離はなれない、呪じゆ詛その声。

　切きり裂さかれ、焼やき尽つくされるような手首の痛み。

　突つき落おとされた水の冷たさ。

　ルージュはぎゅっと掌てのひらを握にぎり締しめる。

（負けないから……こんな……不ふ当とうなことは許ゆるさない。絶対に今度は……！）







「ルージュ……」

「ルー姉様……」

　代わるがわるに名前を呼ぶ声。だんだんそれは近くなる。

「いい加か減げん起きないと、遅刻だよ？　王おう陛へい下かにクビにされるよ？　いいの？　ファイシス様のお相手ができなくなるよ？　いいんだね？」

　冷たい肌を包つつみ込こんでいた、柔やわらかで穏おだやかな温ぬくもりが、一気にむしり取られた感触。

　今一番怖れている言葉とともに、布ふ団とんをはがされ、一発で目が覚めた。

「まさかと思って見に来てよかった。完全に朝食抜きだね。その格かつ好こう、その髪じゃ」

　ベッドの上に上半身、ほぼ丸見えの格好で起き上がった有あり様さまを見て、ジョシュアは呆あきれ果てた様子だ。

「入浴後、濡ぬれたままガウンだけで寝たんですか？　ユラに頼たのむべきでしたね。その髪も」

　アレクシスはルージュがはだけた前を合わせるまで、少々顔を赤らめて視し線せんを逸そらす。

「──もう……。髪、髪って何？」

　痛む腰こしをさすりながら、ルージュはベッドから下りるとドレッサーの前に立つ。

「髪……毛け先さき！　やだっ、もつれまくってる……！」

　毛先の綺麗で緩ゆるやかな天てん然ねんカールが自じ慢まんであり、赤に近い色はコンプレックスでもあるルージュの髪が、絡み合ってとんでもないことになっていた。

「乾かわかして眠るべきだよ。迂う闊かつだったね。髪はひっつめで決定かな、お姉様。で、どれを着ていくつもりなの？　アクセサリーは？　靴くつはどれ？　ちゃんと決めてはあるんだよね？」

　賢けん弟ていジョシュアが、クローゼットに向かっててきぱきと訊たずねてくる。

「え……何？」

「何じゃあないでしょう。ミサですよ。ユラを呼んですぐ支し度たくにかかってもらいます」

　アレクシスは、ベッドの脇に下がっているベルを鳴ならした。

　それはメイドを呼ぶための呼よび鈴りん。

　ユラが扉をノックして、室内に入ってくる。

「おはようございます。ルージュ様。アレクシス様。ジョシュア様。よくお休みになられましたか？」

「ああ。おかげでね。悪いけど、王侯貴族と席を同じくするミサなんて、初めてで勝手がわからないんだ。君がドレスを選んで、大急ぎでルージュの支度を調ととのえてくれるかな」

「おおかたはクローゼットに入っているみたいだけど、まだ整理されていないものは床に散さん乱らんしているトランクの中だ……大丈夫かな」

　ジョシュアが冷さめた視線を部屋の片隅、中ちゆう途と半端はんぱに荷解きされたまま積んであるトランクに向けて、付つけ足たした。

「そうですね。この中でしたら、こちらがよろしいかと思います」

　ユラが手にして取り出したのは、クリーム色のシルクの織おり生き地じで、ふんわりしたシフォンが肩のあたりに使われたドレス。ウエスト周囲にも大きなリボンが付けられ、上品でありつつどこか可か愛わいらしい形。コルセット状の身ごろ部分は大きく下げられていて、その上はやはりふわふわしたシフォンでさりげなく胸を覆おおうデザインだ。

　袖そではパフスリーブで、二の腕の周りはぴったりした形だが、そこから何重にも重かさねられたレースのたっぷりとした飾かざり袖が優ゆう雅がに垂たれる仕し様よう。

「そしてお首元には、こちらのパールとザクロ石のネックレスがよろしいかと思います」

　ベルベットのアクセサリーケースを、次々と開いてはルージュにあてがっていたユラだったが、ルージュの手にしていたネックレスを見て満足そうに頷うなずく。

　ルージュはネックレスをユラに手て渡わたし、同じ手に握っていた手紙をそっとサイドテーブルの中にしまった。

「じゃあ、よろしく頼む。時間がないんだ。特に、その髪は何とかしてやってくれ」

　ユラは小さくお辞じ儀ぎをして、ルージュをドレッサーの前に座らせると、もつれた髪の毛を豚ぶた毛げのブラシで梳すき始める。

「あ……」

「すみません。痛かったですか？　なんだか痣あざができていませんか？　ひっかき傷とか」

「ああ、小こ傷きずは気にしないで。姉様には日にち常じよう茶さ飯はん事じだから」

　ルージュは鏡かがみ越ごしに、澄まし顔のジョシュアを睨にらむ。

　ジョシュアもアレクシスも、とっくによそ行きの衣い装しように身を包んでいて、あとはただルージュの支度が調うのを待つばかりの状じよう況きようらしい。

　ユラの髪を結う技術はかなりのもので、あっという間に可愛らしく上品な縦ロールが出来上がった。

　ドレスの着替えは、早変わりのごとく済すんだ。ルージュ自身、今までの最速記録を塗ぬり替かえたと思うし、宮廷のどの姫君よりも早いであろうと自じ負ふする。

「できた！　ミサにはちゃんと間に合うわね？　朝食もとれるんじゃない？」

「さすが、自分でやっていただけのことはある。でもその靴を仕上げに履はくのを忘れないで」

　アレクシスの指し摘てきで、ルージュは裸足はだしだったことに気がついて、急いで足を靴に滑すべらせた。

「大丈夫。ミサには余よ裕ゆうで間に合います。でも朝食は、終わってからがいいでしょうね」

「えー？　そんな。お腹なか空すいているのに」

「ボクだって空いてます。誰だれのおかげだと思ってるの？　ルー姉様のせいなんだからね」

　ルージュはジョシュアの恨うらみの込もった目で睨まれた。

「さあ、行きましょう。礼れい拝はい堂どうへご案内します」

「あ、ちょっと待って。私ファイシス様にご挨あい拶さつしてお薬を……お部屋においでよね？」

　ジョシュアやアレクシスが早そう々そうに部屋を出て行くのを見て、ルージュはストップをかける。

　ようやく見つけ出した薬草の乾燥カモミールと、アーモンドオイルを届とどけに行きたかったのだ。

「はい。ですが昨さく夜やから微び熱ねつが出ておみ足が痛むそうで、今はお医者様がいらしてますので」

　申し訳なさそうにユラが言った。

「お薬でお休みになっていますので、お静かに。ルージュ様」

　冷たく制する男の声。ルージュの背はい後ごに、いつの間にかヴィクサントールが立っていた。

「ごめんなさい……。じゃあ、ミサにはファイシス様はご一いつ緒しよできないのね」

「ファイシス様は王族のミサには参列されません。いつものことです。気になさらぬよう」

「それも……王妃様のせい？　あの第二王子や第一王子が嫌いやがらせするの？」

　ヴィクサントールはうっすらと笑えみを見せる。

「ルージュ嬢はファイシス様のご学友兼けんお世話係として、王陛下直じき々じきのご希望でいらしたお方。ですが……王族の事情にまで踏ふみ込こまれることは、ご遠慮いただきたくお願いします」

　ヴィクサントールの持って回った言い方が、癪しやくに障さわった。

「──わかっています。心配ご無用」

　ルージュがおとなしく立ち去っていくのを、ヴィクサントールは酷こく薄はくな笑みを浮かべて見つめ、丸まる眼鏡めがねを光らせた。




「さっきはずいぶんと大人の対応をされましたね。ルージュ」

　プチ・トリアノンを出て、宮殿の方へ少々馬車で移動したのち、三人はユラの先導で庭園の石段を下っている。アレクシスは、先ほどから沈しずんだ表情のルージュを褒ほめた。

「うん。ボクも姉様のことだから、彼を押しのけて部屋に入っていくかと思った」

「そんなこと、この私がするわけないでしょ。慎つつしみ深ぶかい淑しゆく女じよなのよ？　それより」

「なんですか？」

「私がこの宮廷にいると邪魔だって思ってる人って……誰かな。殺してまで来させたくなかった人……誰だと思う？」

「どうしたんですか？　変な夢でも見ましたか？」

「あのとき私かカロン大おお伯お父じ様さまが殺されてた……ううん、今からでも殺されるかも知れないって言ったら、どうする？　私、思っていたより早くジュランソンに帰ることになるかも……ごめんね」

「宮廷とは権けん謀ぼう術じゆつ策さく渦うず巻まく恐ろしい場所。そんな場所にずっとお住まいのカロン様は殺されても死なない方ですよ。あの方の性格からして、暗あん殺さつ者しやは返かえり討うちでしょう」

「私だったら？」

「騎き士しである私がお守りしますから、あなたの安全は保証します」

　誠実な声。温おん厚こうな瞳でアレクシスが微笑ほほえむ。

「うん。ありがとう」

　不安に揺ゆらぐこんなとき、断だん言げんしてくれる勇いさましさが心地ここちよい。

「でもルージュ姉様、どうしたのさ？　なかなか新しい契けい約やく者しやが見つからないって悲ひ観かんしてるの？　大丈夫だよ。ボクが何とか探し出すから。この美び貌ぼうと話わ術じゆつでね」

　三人の話を聞いたかどうか定かではないが、ちょうどのタイミングでユラが振り向いて微笑んだ。

「皆様、仲がよろしいんですね。着きましたよ。あれがミサの行われる礼拝堂です」

　三人が、正面に聳そびえる礼拝堂を仰あおぎ見みる。

「綺麗な礼拝堂……」

　淡あわいクリーム色の尖せん塔とうのある礼拝堂が、ひっそりと緑の森に包まれて佇たたずんでいる。

　その礼拝堂の扉が開かれ、今も貴族の男女が手を組みながら入っていく。

　その豪ごう華かな衣装はまるで舞ぶ踏とう会かいか何かに出席しそうなものだったが、それが宮廷での基本的な服装なのだろう。

　入り口に着くと、制服侍従がルージュたちを別の戸口に連れていく。

「ファイシス様のご学友ですね。お話は王陛下より伺うかがっております。皆様はこちらからバルコニーにお上がり下さい」

　階上へと続く石段は狭く急で、慣なれない高いヒールの靴では踏ふみ外はずしてしまいそうだ。

　石壁の向こうではパイプオルガンの音ね色いろが響ひびき始はじめ、まもなくミサが始まることを告つげている。

　階段を上がり、踊おどり場ばに出た。王族が使用するにしては質しつ素そな木戸があり、戸口の向こうにはアーチ形にくりぬかれた回かい廊ろうが見える。

　戸口を潜くぐると、眼下の回廊には見み事ごとな彫刻が施ほどこされた礼拝堂用の長なが椅い子すが並ならび、すでにきらびやかな衣装に身を包んだ貴族たちが集まっていた。

「ご挨拶をなさってください。奥から国王陛下の弟おとうと君ぎみ、カスール卿きようと、ベロニカ夫ふ人じん。そしてご令れい嬢じようのファゴット嬢と妹いもうと君ぎみのマルゴット嬢。ファゴット嬢はルージュ様の二つ上、マルゴット嬢は一つ下になられるはずです。きっとよいお友達になれますよ」

　アレクシスの言葉に、ルージュは進み出て彼らに向かって一礼した。

　細ほそ面おもてで、口髭ひげを生はやしたいかめしい顔つきのカスール卿は、ルージュに野の良ら犬いぬでも見るような視線をくれただけ。ベロニカ夫人は目を合わそうともしない。

　一列目の椅子の一番手前に座すわっていたマルゴットは、ブルネットの少し幼おさない面差しの少女で、ルージュの一礼のあと、すぐに会え釈しやくを返してきた。

　その奥のファゴットは、くっきりとした眉まゆと唇くちびる。いかにも気の強そうな顔立ちで、栗色の髪を高く結ゆい上げている。

　ファゴットはマルゴットがルージュに会釈をしたのを見ると、指で彼女の手の甲こうをつねった。

「痛いッ！」

　よほど強くつねられたのだろう。マルゴットは悲ひ鳴めいを上げたが、当の姉は知らぬ顔だ。

　澄ましたまま、前方を見て、更さらに文もん句くを言おうとする妹を叱しつ責せきする。

「マルゴット。静かになさいよ。王陛下がお出ましになったわ」

　彼女が正面を向いた。礼拝堂の身廊を挟んだ向かいの二階のバルコニーに、毛皮の縁ふち取どりのマントをつけた王、そして王妃が粛しゆく々しゆくと入ってくるのが見える。

　カスール卿、ベロニカ夫人、そして今いまし方がたきつい声で妹マルゴットを叱しつ咤たしたファゴット嬢も立ち上がり、深ふか々ぶかと王に向かって一礼した。

　そして初めて見る王妃の姿は、王とはまた違ちがう存そん在ざい感かんで、ルージュの目を釘くぎ付づけにする。

　ごく内うち輪わの朝のミサに出席するとは思えないほど、恐ろしく派は手でで豪華な衣装だ。そして高く高く結い上げた金髪にも首元にも、燦さん然ぜんと輝かがやく金の装そう飾しよくがなされている。耳には大きなダイヤのイヤリング。そのイヤリングを揺らしながら、鼻はなを突き上げて王のあとに付つき従したがう。

　王妃の後ろには王子が一人、そして厳げん粛しゆくな面おも持もちの側そつ近きんが二人続く。

　二階の王族席にはただそれだけしかいなかった。それ以外の王家ゆかりの者たちは、階下の席でミサを受けている。

　礼拝堂の数ある窓は、天を突くように高く鋭い形をして並んでいる。

　その光がステンドグラスをいっそう色いろ鮮あざやかにし、壁に、床に映り込んで色彩の幻想を生み出している。そんな荘そう厳ごんさの中でミサは厳おごそかに始まった。

　流れる聖せい歌か。

　ルージュたちも着席して、司し教きようの声を聞いている。

　第一王子の姿はなく、王妃の隣となりには、あのデューク王子と栗色の髪の大人しそうな青年、ゴーシェが並んでいた。

　王族しか入れない二階席に同席していることから、彼と王子はかなり親しん密みつな仲なのだろう。

　立ち並ぶ聖職者たちがグレゴリオ聖歌を歌い始める。五人の男声合がつ唱しよう。初しよ期きオルガヌム。

　湿しつ気けと重じゆう厚こうさを含ふくんだ粛々とした空気。

　司教の説せつ教きようを神しん妙みような顔で聞いているデューク王子は、栗色の髪をうなじでまとめ、今は昨日の荒あら々あらしさは感じさせなかったが、しばしば周囲に視線をやって、ミサに集中していないのがわかる。そして彼はルージュを見つけると、こともあろうにウインクしてきた。

「何……？　あの王子……変……」

　アレクシスとジョシュアも気がついたようだったが、おかしいのは向こうの席で飛び上がらんばかりの喜よろこびを見せているファゴットだ。

「マルゴット！　見た？　今、デューク王子が私に向かってウインクしたわ！」

「よかったわね。お姉様」

「──変なの。今のは……ルー姉にしたウインクだったけど……」

　隣でぼそりと呟つぶやくジョシュアを軽くこづきながら、ルージュは視線を逸らす。

（今のも……嫌がらせかな。王陛下には昨日のことをもう報告済みだってそういうこと？）

　奥の席で、ファゴット嬢は頰ほおを赤らめ、向かいのバルコニーのデューク王子を見つめている。

　ルージュは目を伏ふせ、わざと俯うつむく姿勢を見せ、ずっと顔を上げることはなかった。

　厳かな司教の声がやみ、再びオルガンの荘厳な音色が流れると、王と王妃、そしてデュークと友人、側近たちが席を立ち、去さっていく。

　ずっと無む言ごんだった一階の礼拝堂内は、王たちが入り口へと出ていくのを合あい図ずとして、少々ざわめき始めていた。







「荒々しい反面、ずいぶんとお茶ちや目めな社しや交こう術じゆつを身につけられているようですね。第二王子は」

　香炉から芳香が漂ただよう中、ミサが終わる。

　カスール卿とベロニカ夫人、ファゴットとマルゴット姉妹が先に退出してから、アレクシスが皮ひ肉にくった調子で囁ささやいてくる。

「なんなのあれ。やっぱり嫌がらせよね。私もうクビになるのかも。それは仕方ないとしても、デューク王子は、私がいなくなったらまたきっと公こう然ぜんとファイシス様に意い地じ悪わるするわ」

「ファイシス様に手出しをされないためには、ルー姉様がプチトリアノン離り宮きゆうで守って差し上げるしかないと思うけどね」

　ジョシュアの言うとおりだ。

「とにかく、下に降りて司教にも挨拶をしておいた方がいいでしょうね。これからここにいる間はお世話になるわけですし」

「今日限かぎりかもしれないけどね……」

「そんな後ろ向きなセリフ、ルージュには似に合あいませんよ」

　三人の先頭に立って、来たのと同じ狭く急なカーブを描えがく石階段を下りていたアレクシスが振り向く。

　そしてルージュを見て、生き真ま面じ目めな眉を神経質に吊つり上あげた。

　ルージュがドレスのスカート部分を両腕いっぱいに抱え込み、惜おしげもなく足を見せて階段を下りているのを目まの当あたりにしたせいだ。

「ルージュ!!　太ふと腿ももが……！　太腿の剣が見えてます！」

「だって、こんな急で狭い階段をこんなに膨ふくらんだドレスのまま下りるなんて無理。しかも、私はヒールのこんなに細い靴なのよ？　落ちるってば」

　怒り顔のアレクシスに、華奢な靴を見せようとして片足を上げたのがいけなかった。

　ルージュの右靴はあっさりと脱ぬげ、アレクシスの顔がん面めんすれすれに飛んでいった。

「ルージュ……っ！」

「拾ひろいに行きます！　自分で行くからそんなに怒らないでよ、もう！」

　片方だけヒール付きの靴で初めての急階段を下りられるほど器用じゃない。ルージュは、もう片方の靴も脱ぎ、片手にぶら下げて弧を描く階段を一いつ気きに下りる。

　ドレスはたくし上げたまま、素す足あしになれば、こんな階段ものともしない。

　すとんと最後の石段を蹴り、回廊につながる踊り場に着地したところで、ルージュは落ちた靴が見あたらないことに気がついた。

「これをお捜しですか？」

　誰かの金飾りの施された、上等な革のブーツがすぐそこに見えていた。

　長い黒いマント。何となく予感がして、足下から徐じよ々じよに視線を上げて人物を仰ぎ見る。

「あなた……ガーゴイル……！　いいの？　朝からこんなところに姿を見せて」

　いつもどおりの仮面をつけた涼すずしい顔で、薄うす暗ぐらい礼拝堂の階段に寄りかかりながら立っている。

「ちょっと渡したいものがあってね。だが、いつ出会ってもおまえの格好は期待以上だな」

　彼は、裸足で仁に王おう立だちし、ドレスを太腿までたくし上げているルージュをしげしげと見つめたあとで、クスリと小さく笑いを漏もらす。

「こ！　これはいつもじゃないんだからね。階段が下りられなくて、それで……」

「まあ、どうでもいいんだ、そんなことは。それよりおまえの言っていたユニコーンの図ず柄がらだが、それらしきモチーフが紋もん章しように入っている貴族の名を一ひと通とおり調べた。これがその写しだ。紋章のデザインと家か名めいの両方が照らし合わせてある。どの図柄だったのか、もう一度確認してくれ。おまえの記き憶おくが確かなら、あとは筆ひつ跡せき調ちよう査さに回しても一日二日でめどがつく」

　そう口くち早ばやに言い、手にしていた分ぶ厚あつい小さな封ふう筒とうをルージュに渡すと、もう踵きびすを返して、階段室の奥にあった小さな扉へと身を滑り込ませていく。

「じゃあ、またな。オレの金づる契約者殿」

「あ、ねえ！　ちょっと待って！　お願いがあるの」

　ルージュの声に、扉の奥に入りかけていたガーゴイルが足を止める。

「できればなんだけど、できるだけ……お願いしたいことなんだけど……」

「なんだ？　早く言ってみろよ」

「離宮のファイシス様の具ぐ合あいを、見てきてくれない？　私は部屋に入れてもらえそうにないの。昨日私が外に連れ出しちゃったせいで、熱が出て心配なの。あなたは昨夜の鍵があるから、忍び込めるわよね？　だからこれを渡してくれると嬉しい……」

　ルージュは、手にしていた小さなオイルの小こ瓶びんと薬草の包みを手渡す。

「ああ。わかった。引き受けよう」

　確かな声でそう言うと、ガーゴイルは扉の奥の暗がりに姿を消した。

　ほっとした。これで少しでも、ファイシス王子の苦しみが緩かん和わされればいい。そんなルージュの背後からアレクシスの声が響いてくる。

「ルージュ？　どこですか？　靴は見つかったんですか？」

「ああ、うん。大丈夫」

　屋外へと通じる扉の前にいたアレクシスの方に、靴を履きながら慌あわてて走る。

「どうしました？　靴、あんな方に飛んでいったんですか？」

「そうなの。ねえ、アレクシスは〝ガーゴイル〟って知ってる？　聞いたことがある名前なんだけど」

「城や教会の屋根につけられた、魔物の形をした雨水の排水口のこと。怪物の名前ですね」

「教会の……魔物。それは普通の名前じゃないよね……」

　おそらく偽ぎ名めいだろうとは思っていたが、なんとも〝らしい〟偽名だ。

「でもきっと頼たよりにはなる……かも……」

　膨らんで重い小さな封筒を、ルージュはコルセットの中に差し入れて隠かくした。

「それよりルージュ。早く司教様へご挨拶を」

　階段室を出たすぐ外に、さっきまでミサを執とり行おこなっていた司教がいた。

　初しよ老ろうの司教は白い法ほう衣えに金と赤の刺し繡しゆうの施されたたすきをかけ、高い筒つつ状じようの帽ぼう子しをかぶり、ジョシュアとにこやかに会話している。

「司教様、初めまして。ファイシス様の学友として宮廷に上がりましたルージュ・ド……」

　近づいてきたルージュに振り返り、その顔を見るなり、司教は目を剝むいた。

「おお！　紅あかい髪の魔物……緑りよく陽よう石せきの瞳。まさに……この時期に闇やみから現れた魔物か……！」

　怖れ、唸うなるような声を上げながら後ずさると、持っていた聖典まで取り落とした。
















　黒い革表紙の内側に印で押したかのような〝Ｓ〟の装飾文字。ルージュが手渡そうとすると司教は奪うようにしてそれを取り返した。

「あ…の……司教様？」

「いや。なんでもない……済すまなかった。あまりに見事な赤毛なので、王家に伝わる魔女の伝記を思い出してしまっただけだ……」

　いくら赤毛だからって、かなり失礼な態たい度どだ。しかも言うに事こと欠かいて魔女、だなんて。

　つくづく、この宮廷には怪あやしい者の影がつきまとっているようだ。

「いや、本当に申し訳ない。私はちょっと用事で急ぐので、失礼する」

　あたふたと、不ふ自し然ぜんなほどのせわしなさで、司教は礼拝堂の奥に戻って行ってしまった。

「なんだろう？　今の司教様の態度、変だよね」

「王宮の〝赤い魔物〟の伝説は昔からありますからね。宮廷貴族に赤毛の者は少ないけれど、私たちの親の世代はほとんど知っていると思いますよ」

　やんわりと今のルージュのやりきれない状況を救ってくれたのは、デューク王子とともにそばにいたゴーシェだった。

　濃のう紺こんの上着。白いシャツ。栗色の癖くせのある髪。穏やかな瞳。

　隣に立つ派手な顔立ち、派手な衣裳に身を包んだデューク王子と比べると、地じ味みながら遙はるかにまともな好青年だ。

「あなた……」

「ゴーシェ・フランツ・ド・シェーブラです。先日はろくなご挨拶もせず失礼しました。マドモワゼル・ルージュ」

　ゴーシェは白い手袋のはまった手でルージュの手をとると、うやうやしく口づける。

「いや、実におもしろかったな。今のやりとり。あのいつも平へい常じよう心しんと思いやりを説といてくる司教があんなに仰ぎよう天てんした顔を見たのは初めてだ。しかも〝赤い魔女〟だってさ。なんだよそれ」

　愉ゆ快かいそうに笑い、ゴーシェの肩に寄りかかるようにして、デューク王子が茶ちや化かしてくる。

「あの、私たちに何かご用でしょうか？」

　むすっとした顔を隠そうともしないルージュを、ジョシュアが後ろから肘ひじでつつく。

「そう。〝ご用〟なんだ。ルージュ・ド・ラ・クリムゾン。王陛下が君たちをお呼びだよ。このまま昼食の会に出席するようにと……」

　眉や口元、目元、すべてにおいて気の強そうなデュークは、やおらルージュの手をとって、どこかに連れ出そうとする。

「あの、ちょっとどこへ……」

「今言ったじゃないか。王陛下の昼食会に行くんだ。〝黄おう金ごん宮きゆう〟の〝若わか葉ばの間〟へね。もう用意ができている頃だ。遅刻して、王陛下や王妃様に睨まれたくないだろう？　クビになるぞ」

　それは今、ルージュにとって一番の脅おどし文句だ。

　そして、宮廷の権力者であるデューク王子には、さすがのアレクシスもそう口くち出だしできない。

「デューク。彼女はファイシス王子のご学友だろう？　そんな強ごう引いんにしては……」

「ファイシスのお世話係兼話し相手、勉強相手に呼ばれたクリムゾン家の一人娘。知ってるさ。でもさ、ファイシスのものはオレのものだろ？」

「君はまたそんな……。兄上が戻られたらまた怒られるよ……」

　おどおどするほど弱腰ながら、ゴーシェはデュークをたしなめようとしてくれる。

「兄上はさ、生真面目すぎるんだ。それにまだしばらく王宮には戻らないさ」

「でも……話は伝わるものだよ」

　おずおずと忠ちゆう告こくするゴーシェを、デュークは足を止めることなく、鋭く睨みつける。

「ゴーシェ、おまえはシンドラ兄さんの味方じゃなくて、このオレの味方だよね？」

「そりゃ、当然だよ」

　肉食動物に睨まれた仔こウサギのようにゴーシェは口ごもった。

「なら黙だまってオレに従えよ。ほら、着いた、そこが〝黄金宮〟だ。少々早かったかな。時間がわからないと不便なものだな」

「君の懐かい中ちゆう時計はどうしたんだい？」

「失くしたみたいで不便している。この前レアパリに遊びに行ったとき落としたのかもな。酔よっていて記憶がない」

「ギャンブル場で？　それは戻らないよ。盗ぬすまれてるかもしれないし。レアパリは物ぶつ騒そうだ」

（懐中時計を失くした？　蓋の頭かしら文も字じはＤ……デューク王子なら当てはまるけど……）

　ユニコーンは王族の紋章ではないはずだ。それに、いくらなんでも王子が自分を殺害するのに、盗賊団に依い頼らいするとは思えない。王子ならいくらでも上う手まい手があると思う。

「そうだな。今度は馬鹿勝ちして、ゴーシェみたいに他のやつから巻き上げてやるか」

「デューク！　巻き上げるだなんて人聞き悪い……！」

　凝ぎよう視しするルージュの視線に気がついたのか、デュークはこちらを振り返る。

「そうだ。今度、君たちも夜の町に繰くりだそう。田舎いなか者ものなら確実にレアパリには驚おどろくぞ」

「お言葉ですがデューク王子。アレクは元は宮廷貴族です。田舎者じゃないんですよ」

　非ひ礼れいをたしなめるようなジョシュアの言葉に、デュークは嗤わらった。

「おや。これは失礼。レアパリの危険と魅み力りよくを知っているならなおのこと、ご一いつ緒しよしたいね」

「ですが王子、ジョシュアやルージュは、まだそういう場所に出入りすべき年齢ではありませんので」

「確かに、夜のレアパリは強ごう盗とうだのスリだのが多いのが難なん点てんだな。だが繁はん栄えいする国、繁栄する都市、栄さかえる場所には寄き生せい虫ちゆうや害がい虫ちゆうも寄ってくるもの。つきものだと諦あきらめるべきだ」

「お言葉ですが、寄生虫や害虫は対たい処しよ次し第だいで防ふせげるもの。そういえば我々も宮廷に来る道どう中ちゆう、盗賊団に襲おそわれましたよ。被ひ害がいの出ることで有名な四よつ辻つじで、宮廷はそういう危険な場所に対する管理もするべきかと思いますが」

「わかってないな。アレク。危険があるからこそ、世の中がおもしろい。バクチと同じだ。盗賊団など、現れたら剣の試し斬ぎりにでも使えばいい。剣けん技ぎの実じつ戦せんだよ。生きた人間を好き放ほう題だいに斬りつけて、ミンチにできるのはそういう機き会かいしかないだろう？　で、当然君は全ぜん員いん斬って捨すてたんだろうね？」

　デュークは冷れい酷こくな言葉に乾いた微び笑しようを浮かべ、アレクシスを睥へい睨げいする。

「逃にげた者までは追いません。それが騎士道というもの」

「甘あまいなあ、君は。その甘さがいつか身を滅ほろぼすよ。〝害虫〟なんぞはそれこそ徹てつ底てい的てきな駆く除じよが必要だろうに」

　澄すみきった空に晴はれやかな太陽。天気は上じよう々じようだというのに、ここには凍こおった空気が流れる。

「ああ、みなさん。〝若葉の間〟はそこですよ」

　空気を読んだのか、ゴーシェがほのぼのとした声で前方を指さして言った。




　宮殿本館の〝若葉の間〟。

　そこが、国王ルシファル十五世が本日の昼食会の場に選えらんだ部屋だった。

　基調色はアイボリー。そこに爽さわやかな若葉色が差し色として壁紙や椅子の張はり地じに使用されている。明るく親しみやすい雰ふん囲い気きの部屋だ。

　それでも、装飾品は豪華だし、戸口には給きゆう仕じと王の侍従たちも大勢立ち並んでいる。

　中央に置かれた何十人もが同席可能な長テーブルには、すでに王と王妃、そしてカスール卿一家が着席していた。

「やっと来たのか？　デューク王子、ゴーシェ……」

　王は、デューク王子の入室に眉をしかめる。

「すみません。父上。ちょっと司教のオモシロ話を聞いてからきたもので」

　デュークがすかした風に言いながら、案内された席に着く。

「司教が？　あのマール司教がか？」

「ええ。あんなに愉快な司教とは思ってもみませんでしたよ」

「陛下。紹介してくださらないの？　そちらのお嬢さんが、例の田舎村から来たという？」

　吊り上げた眉を、ぴくりと震わせながら、王妃がルージュを一いち瞥べつした。

　汚いものでも見るような、侮ぶ蔑べつ的てきな冷たい目だ。

「ルージュ・ド・ラ・クリムゾンです。このたびファイシス様の学友兼お世話係として宮廷に上がらせていただくことになりました。よろしくお願いいたします」

「クリムゾン家の長男、弟のジョシュアです。よろしくお見知りおきを」

　ジョシュアはルージュよりも大人びた挨拶を王妃にして、深く一礼をした。

　ルージュにはそこはかとない反はん感かんを見せる女性陣にも、ジョシュアの麗うるわしい容よう姿しとどこか甘い声は好こう評ひようのようだ。とげとげしい空気が一気に和らぐ。

　アレクシスやルージュたちは一礼してから、王から一番離れた下しも座ざの席に着く。

「王妃。田舎村ではないよ。ずっとこの宮廷に上質な食材やワインを納めている食の産地。アキテーヌ地方の一都市の貴族の姫だ。昨日もとてもいいローズオイルを貰もらったばかりだ」

「そうですよ。王妃様。ルージュ嬢のご出身のジュランソン含め、かの地は土壌に恵まれ、よい鉄てつ鉱こう山ざんもあった。結構な優ゆう良りよう地ちでしたよ」

　ゴーシェが、王妃の知識を補足するように口を挟はさむ。誉め言葉が過去形なのが悔くやしいが。

「レアパリと比べて〝都市〟などと呼べる場所はないと聞いていますわ」

　テーブルには、続ぞく々ぞくと料理が運ばれ始めている。

　外側のフォークとナイフから取って食していくが、その数は半端ではない。

「それに彼女はカロン卿のお墨すみ付つき、クリムゾン伯はく爵しやくの姫君だ。宮廷の遊びにしか興きよう味みのない貴族の娘たちより、ずっとファイシスの役に立ってくれるだろう」

「でも王陛下、ファイシスの遊び相手を、わざわざ王族のミサに呼び、昼食会に招まねいた理由は何なのですか？」

「思し春しゆん期きをずっとあの離宮でのみ生活させていては、ファイシス王子の情じよう操そう面めんに偏かたよりが生じてしまう。ただでさえ、人見知りが激はげしいとヴィクサントールから聞いている。彼女はファイシスが一ひと目め見て気に入ったそうだし、今後よき友、よき話し相手となってもらい、あれに社交性を身につけさせるつもりだ。他の宮廷貴族とも交流を持てるようにせねばな」

　いかめしい王の言葉に、王妃は眉をぴくりと動かしてすぐ反論した。

「あのお体、あのご様子では、普通の貴族と対等に話すことは無理だと、先日私の専せん属ぞくの医師も言っておりました。事故から十年ほども経たっているのですよ？　その間まったく心の成長は見られず、お体もあのとおり病弱。歩くこともできない王子が臣下の先頭に立てますか？　剣も銃じゆうも使えず、狩かりもできない。王族としての威い厳げんや資し質しつを誇こ示じすることも不可能。そんな王子を表に出しては王族が、ひいては王国の権けん威いが失しつ墜ついします」

「だが、王妃。他国に留りゆう学がくをさせたいと言ったことに反対をしたであろう。危険だからと」

「もちろんです。あなたの大切に思ってらっしゃる前王妃の忘わすれ形がた見みに、何かあってはいけません。ですから今まで宮廷の敷地内で、大事な宝のように扱ってきたのです。王陛下は私の気き遣づかいが足りないとおっしゃるのでしょうか？」

　王妃の言葉は頑かたくなだ。ルージュの存在を拒きよ否ひしているのがはっきりわかる。

　いたたまれなくなってくるルージュに、アレクシスは救いの手を差し伸のべる。

「王妃様。私たちが廷てい臣しんとなりましたゆえ、今後はファイシス王子の警けい護ごには更なる注意を払えることと思います、どうぞご安心を」

　アレクシスの丁てい重ちような言葉遣いと、誠せい実じつな声のトーンは、王妃のささくれた心をかなり落ち着けたようだった。

　アレクシスは、その語り口に柔和な人柄がにじみ出ている上、大変綺麗な青年だから、まずほとんどの人間に敵てき意いを抱かれない。むしろほとんどの人間に好こう意いを持たれる人じん格かく者しやだ。

「以上だ。今後ファイシスのことで口出しは一いつ切さい無む用よう。王妃、そなたでもな」

　王陛下がフォークを下ろし、厳きびしい視線を輝くクリスタルのグラスに落としてそう呻うめく。

　手元にあるのは、深くコクのある、真しん紅くのワインの入っているグラス。

「まるでこのワインは……帝国の闇に滴したたる血のようだな」

「諸しよ外がい国こくからは氷のように冷たく鋭えい利りな剣と鎧よろいで国こく土どを守り、内部では鮮せん血けつを流す…ですか。私はファイシスを非ひ常じように可愛い弟だと思っておりますよ、父上」

　デュークが、まろやかなクランベリーソースのかかった鹿しか肉にくのソテーを飲み込んだあと、皮肉めいた言葉を口にする。

　王は、デュークを視線で威い圧あつし、口を閉じさせたが、それだけでは納得できなかった。

「あの！　では、私がファイシス様が外出しても心配がないようにいたします。乗じよう馬ばの練習も狐きつね狩がりの訓くん練れんもします！　そうすれば、もっとお体も丈じよう夫ぶになって、行動範はん囲いも広がりますから！」

　王妃がファイシスを、排はい斥せきしようとしているのを許せなかった。

　ファイシス王子を公おおやけの場に出すのは、王族として恥ずかしいと言ったのだ。幼くして象徴的な存在として大人達の都つ合ごうで戦場に送り込まれ、そこで負ふ傷しようした王子のことなど、もう邪魔者、しかしいつか何かに利用できる手て駒ごまの一つだから檻おりに閉じこめておくべきだと言っているようなものだ。

「ファイシスを馬に乗せるですって？　いけません！　もしものことがあったらどうするんです？　ファイシスはこのノイエフランス王国の王子ですよ？」

　白しら々じらしくも王妃が言った。

「多少の怪け我がは剣けん術じゆつや馬ば術じゆつにはつきものでしょう？　そもそも、ファイシス様も一度は戦場に赴おもむいたのなら、負傷なさる以前はちゃんと馬にも乗れていたんですよね。でしたら勘かんはすぐに取り戻せます！」

「足が動かないんですよ？　それでどうして」

「動かないからといって、動かさないともっと悪くなってしまうって、うちのばあやがいつも言ってました。筋きん力りよくも落ちてしまうんです」

　相手が国王だろうと王妃だろうと、遠慮のないルージュの言葉に、王妃はどうやり込めていいのかわからなくなったらしい。

　王に助けを求めるように、矛ほこ先さきを向ける。

「王陛下！　何とか言ってください！　王子が怪我をさせられてしまいます」

「王妃。彼女の言うとおりだ。それに何をどうするかはファイシス自身が選せん択たくすればいい。つい今し方、口出しはするなと言ったはずだが」

「あの……無ぶ礼れいがあったらすみません。ですが私は、お役目を全うする覚かく悟ごを決めて宮廷に上がりました。ファイシス様のため、ひいては国のためになるよう務つとめさせていただきたく存ぞんじます。王妃様やそちらの王子様がたのご迷めい惑わくになることはいたしません」

　まっすぐに顔を向けて王妃に宣言するルージュを、当の王妃はもちろん、カスール卿一家もデューク王子もゴーシェも、アレクシスも隣のジョシュアも啞あ然ぜんとして見つめている。

　まさか辺へん境きようの田舎町からきたぽっと出の小娘が、こんなにも堂どう々どうと王妃や国王陛下に意見するとは思わなかった、というところだろう。

　その一同の奇き妙みような沈ちん黙もくを破やぶったのはデューク王子だった。

「あっはは！　これはやられたね。母上殿。彼女に任せるしかないんじゃない？　そのためにわざわざ父上が呼び寄せた少女だ、ねえ？　ゴーシェ」

「まあ、リハビリテーションは実際有効な治ち療りよう方法だといいますしね」

「あなたたちまで！」

　王妃は美しい顔に青あお筋すじを立てて、わめき散らす。

「昨日今日、宮廷に来た娘にめくじら立ててもしかたない。広い心で見守るべきでしょう？」

　デューク王子は余裕たっぷりに、その切きれ長ながの目でルージュを見やった。

　室内には、まだどことなくぎこちない空気が漂っていたが、そこに扉が開き、王の従者が何やら手紙を持ってやってくる。

「では、私は先に退席させてもらう。他の者はゆっくり食事を楽しんでくれたまえ」

　王はそう言うと、何人ものお供ともを引き連れ部屋を去った。

　カスール卿も、王に続いて出て行ったので、この部屋にはルージュたち三人を除のぞき、王妃とベロニカ夫人、そして二人の娘と王子とその親友だけになった。

「さあ、陛下もああ言っておられましたから、皆さんどうぞカフェとデザートを召し上がって。クリムゾン伯爵令嬢ももっといかが？」

　王妃は今見せていたヒステリーの印いん象しようを払ふつ拭しよくしようとするかのように、ルージュに引き攣った微笑みを向ける。

「ありがとうございます。王妃様。このソルベも桃もものコンフィチュールも大変美お味いしいです」

「あら。嬉うれしいわ。やはり荒れ果てた田舎だと、桃すらもないものなのね。色々と不自由だったでしょうけど、ここではなんでも手に入ってよ」

　ルージュの褒め言葉に、ポンパドール王妃は、大きな指輪をいくつもつけた指先を頰に乗せ、冷酷な笑みを浮かべる。

「あの、ではお言葉に甘えてお願いがあるんです……」

「ルージュ、今この場でそのようなことは……」

　周囲の空気を感じ取ってアレクシスが隣で小さくたしなめるが、もうルージュは止まらない。

「その桃のコンフィチュール、召し上がらないのでしたら頂戴できませんか？　とっても美味しいので、お部屋でいただきたいんです。それから桃の葉はハーブティーにすると大変香りもよくて、体にもいいんです。ぜひお試しください。お肌はだにもいいんですよ」

「──そう、そうなの。どうぞ召し上がって」

　苦虫を嚙み潰したような表情ながらも、王妃はあっさりと承しよう諾だくした。

「ありがとうございます。では私、ファイシス様の様子が気になりますので失礼します」

　啞然とする一同を残して、ルージュは〝若葉の間〟からいそいそと去っていく。アレクシスとジョシュアも慌ててあとを追ってくる。

「ルージュ！　勘かん弁べんしてください。こんな勝手な行動を取って、どういうつもりですか？」

　離宮へと戻るための馬車に乗り込み、アレクシスがルージュに眉を吊り上げた。

「どういうって、これをファイシス様に持っていくの」

「あんなに出しゃばったことを言われては、今後どれだけ敵が多くなることか」

「出でる杭くいは打うたれるって言葉……ああ、ルー姉様は知らないよね。じゃあ、しょうがないか」

　アレクシスの隣で、ジョシュアはすっかり呆れ返っている。

「ジョシュアはついてこなくてよかったのに。あそこでご婦人がたに取り入って、ワインや農作物の納入先を見つけてくれた方が助かるのよ？」

「そのつもりだったけど、姉様があんな風に空気を氷点下に凍こおらせたあとじゃ、自信ないよ」

　馬車がファイシスの離宮に到着すると、ルージュはすぐさま三階まで階段を駆かけ上あがり、そして踊り場から手すりの彫刻を握ったままくるっとターンして右の廊ろう下かに走り出す。

　だが。すぐそこで、慌てて今までの勢いきおいを捨て去った。

　廊下の中央にアベリシアが立っていたのだ。

「やば」

　言葉は悪いが、頭の中に浮かんだ第一声がそれだった。

　気難しい顔をして、立ちはだかっていると言ったほうがいい。普通の貴族の令嬢は決してこんな風に階段を駆け上がり廊下を走る行為はしないから、当然の反応だ。

「ルージュ様。階段や廊下はお静かに願います」

「わかっています。ごめんなさい」

「特に、ファイシス様は物音にも振しん動どうにも過か敏びんですし、そういった心しん身しんのお具合にかかわらず、王子のおそばに仕える者として、常に気を配っていただきませんと、この離宮に仕える私たちの落ち度とされてしまいますのでくれぐれも……」

「はい。すみません。今後気をつけます。それより、ファイシス様はお目め覚ざめですか？」

　ルージュはアベリシアのきつい口く調ちようの厳げん重じゆう注ちゆう意いを〝小こ言ごと〟と捉とらえ、先に進もうとする。

　階段を駆け上がったのも、走ったのも、ファイシスの体調を早く良くしたい一いつ心しんだ。

　だが、王子の部屋に進もうとするルージュの腕をアベリシアが摑つかんだ。

「ルージュ様がファイシス様にお会いするのは当分無理です。ヴィクサントール様が決して部屋の扉を開けないようにとおっしゃって」

「でも、コンフィチュールを召し上がっていただきたいし、足のマッサージをして差し上げたいの。それだけしたらすぐ退室しますから」

「いけません！　よそ者が勝手に王子様の部屋に入ることは許されません！」

「〝よそ者〟……？」

　その短い言葉が、鋭く胸に突つき刺ささる。

「私、一番のお友達になるようにってここに呼ばれたのよね？　お力になれるようにって」

「ですが、それとこれとは別です。お通しはできません」

「アベリシア殿、失礼」

　アベリシアの前にアレクシスが立ちはだかる。そしてジョシュアがファイシスの部屋の扉を開けて、急いでルージュを押し込んだ。

「ルー姉様。彼女は食くい止とめておくから早くしてよ」

「二人ともありがとう」

　部屋の中は、相あい変かわらず窓が一つ開けられているだけ。そして人の気配のない部屋の、奥のベッドが微かすかに揺れる。

「ヴィクサントール……なの？」

　心もとなく、うわずったようなファイシスの声だ。

　ルージュは急いでベッドに近づき、カーテンを押し開く。

　そこには、ベッドの中に横たわったまま、潤うるんだ瞳をこちらに向けてくる少年がいる。

「ファイシス様。ルージュです。お加か減げんはいかがですか？」

　入ってきたのがルージュだとわかった瞬しゆん間かん、ファイシスはぎこちない動作で背を向けた。

「ダメなんだ……」

「え？」

「ヴィクサントールが……ルージュには会っちゃいけないって言うんだ。絶対に会っちゃいけないって……。だからお願い……早く出て行って」

　白い夜よ着ぎを纏まとう肢し体たいが強こわ張ばっているのを見て、コンフィチュールを持つ手が震ふるえる。

　涙が出そうになって、その皿をナイトテーブルに置いた。

「お熱が…あるんですか？　このデザート、よければ召し上がってください。とても美味しいし、熱のあるときによく効ききます。それから……」

　ファイシスは、よほどヴィクサントールが怖いのか、頑にルージュの方を見ようとしない。

　だが、その彼の枕まくらの下に、ガーゴイルに渡しておいたオイルの小瓶と薬の包みがあるのを見て、ルージュは少しだけ勇気づけられた。

「ファイシス様。そのオイル、受け取ってくださったんですね。これでマッサージするととてもいいんですよ。ちょっとだけ、試してみてくださいね」

　ルージュがファイシスの足あし下もとの毛もう布ふを捲まくり上あげると、ファイシスの白い足がぴくんと震える。

「ダ…メだよ……。僕に触ふれたらダメだ……。部屋から出て行かないと、怒られるから」

「ファイシス様が眠っていた間のことにすれば大丈夫です。私が勝手にしたことですからヴィクサントールさんも怒りません」

　その言葉に、少しだけファイシスの緊張が溶とけたようだ。

　ルージュが手に小瓶のオイルを取り出して、それをファイシスの足にすり込む。

「お熱は高くはなさそうですけど、このオイルは熱をとるのにも効こう果か的てきですから。ジンジャーとラベンダーと、アーモンドオイルを混まぜたものなんです」

　説明しながら、傷一つない綺麗な足に手を滑らせマッサージする。

　いつまでも歩けないのは筋を痛めているのではなく、精神的な原因だとしか思えない。

　瞳を閉じている彼の、赤い唇がわずかに開いて、密ひそやかな呼吸の音が聞こえてくる。

　アロマの香りに包まれながら、いかにも心安らいでいる様子は、まるで天使だ。

「どうか……したの？　ルージュ」

　見とれていて、つい手を止めていたルージュをファイシスが呼んだ。

　透とう明めいでふんわりとした妖よう精せいのような声で、空のような瞳で、見つめてくる。

　ファイシス王子に呼ばれる自分の名前は、綺麗で透明な花びらのイメージがする。

「いいえ。お加減いかがですか？」

「すごく気持ちいいよ……。ルージュは……どうして僕にそんなによくしてくれるの？　友達だから？」

「え……」

　一瞬、頭の中に色々な言葉が渦巻いた。

「はい……」

　躊ちゆう躇ちよした間があった。ファイシスはそんなことに気づかず、また柔らかな笑みで瞳を閉じたが、ルージュは少しだけ、後ろめたさを感じる。

（なんでだろう。私優しくしてるのかな？　ファイシス王子が気きの毒どくと思ってるから？　王妃やデューク王子の彼に対する態度が許せないから？　王陛下に頼まれたから？　お父様やカロン大伯父様に恥はじをかかせないため？　それとも、城の作物の買い付け先を探さなきゃいけないから？）

　よくわからない。それらすべてが込みのような気もするし、そんなのはすべて除じよ外がいしてもファイシス王子に優しくしたい。できる限り親切にしたいと思う自分がいる気もする。

「私は……私はファイシス様のこと……」

　気がつけば、ファイシス王子は、すやすやと気持ちよさそうに眠っている。

「私は王子の味方です……何があっても……」

　そう寝ね顔がおに誓ちかったとき、扉の外がにわかに騒そう々ぞうしいのに気がついた。

　部屋の外から、険けわしい男の声が響いてくる。

「この部屋には誰も入れるなと、あれだけ言っておいただろう？　アベリシア」

　ヴィクサントールが戻ってきたらしい。

「お待ちください。今、ルージュがファイシス王子の治療を……」

「勝手な真似は困ると念ねんを押おしておきましたが、地方のかたには言葉も通じませんか？」

　ヴィクサントールのアレクシスを一いつ喝かつする声。すぐに扉が開かれた。

　長く背中を垂れる黒髪。きつい視線のヴィクサントールが戸口に立ちはだかっている。

「ルージュ嬢が部屋に勝手に入り、王子を起こしてしまったとアベリシアから聞きましたが」

　ヴィクサントールは、不快さを露あらわにし、眉をしかめてルージュを見つめる。

「大丈夫です。まだ眠られていますから、静かにしてください！　私はすぐに出ますから」

「そうですか。それは何より……異端の魔女の使うような、得え体たいの知れない薬草をファイシス王子に使われては困りますから」

　ヴィクサントールの黒い瞳の奥が、密やかに暗く揺らめいた。

「それで、この始し末まつをどうつけていただけますか？」

　部屋を出て、扉を閉めるとヴィクサントールは、待っていたとばかりにルージュに詰め寄る。

「始末も何も、私は王陛下のご命令どおりファイシス王子のおそばにいて差し上げただけです。むしろ、これからはもっと王子が外で過ごせるように取り計らっていただけますか？」

「王子は人の多いところでは発ほつ作さを起こしますので、却きやつ下かさせていただきます」

「大丈夫。いきなり宮廷の大広間に連れ出したいと言っているわけじゃないの。このプチトリアノンの檻の中でいいんです」

「檻……ですか」

　皮肉だと思ったのだろう。ヴィクサントールが冷れい笑しようした。

「そうですね。確かに。それでも牢ろう獄ごくよりは遙かにマシな生活だと思いますが？　この檻以外ではファイシス様のお命は保証されないのですから」

　ヴィクサントールの声こわ音ねは更に冷たさを増していく。

「ところで、私はあなたがこれ以上無む断だんでファイシス様に会うことを妨さまたげなくてはいけません。許された時間以外、ファイシス様の部屋の扉に厳重な鍵かぎをかけるか、あなたの部屋の扉に鍵をかけるか……どちらがいいと思いますか？」

　さすがに陰いん険けんな男だ。ルージュに挑いどむような冷ややかな視線で眼鏡の奥から見つめてくる。

「──私の部屋に鍵を」

　ルージュもヴィクサントールを見み据すえて、そう宣せんした。

　ヴィクサントールは満足そうに、鋭い瞳をすがめ、眼鏡を上に押し上げる。

「ヴィクサントール様。王陛下がお呼びです」

　彼はまだルージュに言いたいことがありそうだったが、アベリシアに硬い声で呼ばれ、踵を返す。

「ではルージュ嬢、先ほどのお約束をお忘れになりませんよう」

　すっかり靴音が聞こえなくなり、離宮の扉が閉められるのを聞き取ってから、アレクシスはルージュに怖い顔を見せた。

「ルージュ。懸け念ねんはしていたことですが、往々にして、あなたは型かた破やぶりすぎます」

「そんなことは……ないと思う」

　なんだろう。ものすごく気分が落ち込んできた。

　渓けい谷こくに突き落とされ、大きな岩壁に行く手も、左右も背後も阻はばまれたようだ。

　こんなんじゃ、何もできない。

「自覚がないところがルー姉様の困ったところ」

　ジョシュアがおちょくってくるが、それでも結構深しん刻こくな顔つきだ。

「自覚がないなら、なおのこと気を遣ってもらわないと。ここではすぐに死に直ちよつ結けつしますから。王陛下や王妃、王族に逆さからって首を落とされた貴族なんて、星の数ほどなんですよ？　権力者の不ふ興きようを買って家が取り潰され、領地を奪われ、ペア・バスティーユ牢獄に投とう獄ごくされても周囲の貴族にはほくそ笑む者しかいません。ここでのあなたの振る舞いは、即そくお館様のお命にもかかわると、胆きもに命じてください」

「そんなこと、わかってます。でも、私間ま違ちがったこと言ってないし」

「ルージュ。私の役目は〝あなたを守ること〟なんです。危険を招くような真似は……」

「わかった……」

　ルージュを思うからこそ苦く言げんを呈ていしてくるアレクシスに、これ以上反論するのは間違っている。

　くるりと踵を返し、ルージュは部屋に駆け込んだ。

「ルージュ」

「片付け、するから！　入ってこないで」

　ファイシス様のために、できるだけのことをしてあげたい。なのに、ヴィクサントールも、アベリシアも、きっと何もさせてはくれないのだろう。

　ルージュは開けかけていたトランクから離れ、ベッドに思いきり倒たおれ込こむ。

『王家の十じゆう字じ架かを背せ負おわされた王子……』

　左手の腕輪を外してみる。現れる赤い十字架。

「私のは……ただの傷なんだけどね。ファイシス様みたいに人に押しつけられたものじゃない」

　さっき王子に使ったアーモンドオイルの香りが手からほんのり香ってきて、心地よい。

　少しだけ、優しい気分に落ち着いてくる。

「昼間から、惰だ眠みんをむさぼるとはいいご身分だね」

「ガーゴイル！」

　開け放たれていた窓まど枠わくを乗り越えて、室内に颯さつ爽そうと降り立ったのはガーゴイルだ。

　相変わらず黒のマントを纏い、仮面をつけている。

「突然来てみた割にまともな格好なんで残念。どうしたのさ」

「どうしたって、こっちが訊きたい。窓にハンカチもリボンも挟んでないのに」

　なんだか、彼の能のう天てん気きな声を聞くとまた哀かなしくなってくる。

「呼ばれた気がした」

「どうして？　気のせいよ」

「俺を呼んだだろう？　だって……じゃあなんで……泣いてるんだ？」

　ガーゴイルはベッドの脇に来て勝手に座り込み、ルージュの顎あごを指先で持ち上げる。

「泣いてなんかないってば」

　そう言ったのに、彼はルージュの頭を自分の胸に押し当てた。

「悔しいのか？　哀しいのか」

「──多分……両方……」

　答えることなんかないのに、真正直に口にした。

「ここを出て帰ればこんなことはなくなるぞ。宮廷にいる限り同じことが起き続ける。おそらくおまえはここには向いていないと俺は思うが？　おまえの騎士もそう感じているはずだ」

「帰らない！　まだ何もしていないもの。そう思う。それにあなただってずっと宮廷にいるんでしょ？　とても馴染んでいると思えないけど、あなたが宮廷でやっていけているなら私だってできる」

「おや、この俺と比べてものを言うの？　おこがましいな。俺がどれだけ長くここにいると思ってるんだ」

「ガーゴイルだから、建物が出来たときからいるって言うんでしょ？　聞いたわよ。〝ガーゴイル〟ってお城や教会の屋根にいる水抜き樋どいの魔物だって」

「俺は魔物じゃないぞ。王宮を呪のろいから救うための〝天からの使者〟ガーゴイルだ」

「天からの使者？　しょってる気がする。真っ黒な悪魔みたいな格好なのに。ねえ、それじゃあ本名は？　なんて言うの？　どこに住んでいるの？　いい加減その仮面を……」

　ルージュが仮面に手を伸ばしたが、それは見み透すかされていたようにひょいとかわされた。

「さて、ずいぶん元気になったようだから、そろそろ本題に入ろうか」

　今までの優しい空気を払ふつ拭しよくするように、硬い喋しやべり方になって、ガーゴイルはベッドから立ち上がる。

「俺の渡した資料の中に、見覚えのある紋章はあったか？　懐中時計の文もん様ようとまったく同じものはなかったはずだ」

「え？　あ、まだ見てなかった」

「おまえ……やる気あんの？」

　よほど呆れたのか、ぞんざいな口調。

「おまえの命に関わるってことだから、大急ぎで資料を集めて模も写しやしたんだぞ？　それって非常に面倒かつ大変なことなんだぞ？　わかってないんじゃないのか？」

「ごめんなさい。今すぐ見るから……あれ？」

　ルージュはコルセットの胸元に指先を入れる。だが探ってみても、あの小さな封筒はない。

「おい。嫌な予感がするな。まさか失くしたなんて言わせないぞ」

「失くしたなんて言わない！　どこかに落とした！　ちょっと捜してそのへんに……」

　軽いパニック状態だ。顔が蒼そう白はくになってくる。

「失くしたも落としたも同じだ！　おまえ、万が一あれが敵方に見つかったら、調べていることに感づかれるぞ？　どこに落とした？　思いつくところは？」

「ここにないなら……礼拝堂から食事の場所へ移動したとき……かな」

「外か。わかった、今すぐオレが捜してくる！」

「ちょっと待って。そんな格好でこの時間じゃ目め立だつから私が……」

　窓から飛び出していきそうなガーゴイルを慌てて止める。自分の責せき任にんだ。

　だがそのとき、部屋にノックの音が響いた。

「ルージュ。お客様です。入りますよ」

　大慌てでベッドの下にガーゴイルを押し込む。

　開いた扉からアレクシスが顔を覗のぞかせ、そして背後からゴーシェが姿を現した。

「あの、ちょっといいかな」

「ゴーシェさん。どうしたんですか？　こんなところにわざわざ」

　ルージュの部屋は、まだまだ口を開けたままのトランクと整理のできていない荷物が隅に山を作っている。本来訪問者、しかも男性を入れていいような部屋じゃない。

「忙いそがしいのに申し訳ない、すぐ帰りますから。ちょっとお話があって」

　アレクシスは部屋の扉を閉め、部屋には一応二人きりになる。

「そこの椅子におかけください。まだ散ちらかっててすみません」

「すぐにおいとましますから、お気になさらず」

　ゴーシェは、人のよさそうな笑みを見せ、ルージュの勧すすめた椅子に座る。

「大変ですね。ファイシス様のお世話なんて、私には荷が重くて話をいただいても無理ですよ」

「他にも……色々やりたいことがあって」

「へえ。まだお若いのにすごいですね」

「領地の経済状況が悪化しているので、私が調べてなんとかしなくちゃいけないなって」

「それってやっぱりすごいですよ」

　ゴーシェはやおら立ち上がり、ルージュに歩み寄る。

「それより、デュークの非礼を彼の友としてお詫わびします。彼はもともと大ざっぱな性格で、悪わる気ぎはないんです」

「ゴーシェさんが謝ることじゃないです。でも……デューク王子はファイシス様のこと、お好きではないですよね。だから私がここに来たのもお気に召さないのだと思います」

「彼はあれでもルージュ嬢のことは好意的に見ていますよ。普段は女性に対し、もっと邪じや険けんです。それでも私などよりずっとモテますがね」

　ゴーシェは、どこか気弱そうなおどおどした態度で、手て袋ぶくろをした手を組み替えながら、自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「それで、実はこれを渡しに来たんです。多分あなたのものだと思うのですが」

　ゴーシェはポケットから白い封筒を取り出してルージュに手渡す。

　それはあの、ガーゴイルから渡された資料の入ったものだった。ドキドキしながら封印を見る。朱しゆ色いろの蠟は剝はがされた形けい跡せきがなく、大きく胸を撫で下ろした。

「大丈夫。中を見たりはしていませんよ。そんな無ぶ粋すいなことはしません」

「すみません。落としたことに今気がついて、捜しに行こうとしていたんです」

「そう。やっぱり君のだったのか。あのときデュークが乱らん暴ぼうに君を引いただろ？　何か落ちたと拾っておいたんだ。よかったよ。落とし主がわかって」

　安心感でいっぱいのゴーシェの口調が少々砕けた様子になったのを、ルージュが気づくわけもない。

「こちらこそ、本当にありがとう！」

　ルージュの両手がゴーシェの手を握ったとき、突然彼の周囲を炎ほのおが包んだ。

「え……!?」

　驚いて彼の手を放そうとしたが、その手はまるで磁じ石しやくで吸いついているかのように離れない。体が強張り、みるみるうちに両手から灼熱の炎が這い上がってくる。

（い……や……何……これ）

　真っ赤な炎が燃えさかり、彼を包んでいる。熱く刺すような業ごう火かがゴーシェを燃やし尽くし、皮ひ膚ふが肉が溶け、あっという間に黒い塊かたまりになる。

「ルージュ……」

　黒くろ焦こげの人ひと形がたが、悶もだえながらこちらに手を伸ばし、訴うつたえてくる。

『助……け…て……助けて……熱い……熱い……苦しい……』

　崩くずれてくる城の石組み。中央が尖とがった釣つりり鐘がね形がたの扉。魔ま獣じゆうの像。

（いや……っ!!）
















「ルージュ嬢？　どうか……どうかしましたか？」

　手が振りほどかれていた。はっとして、ゴーシェを見る。彼は今までどおり微笑み、ルージュの様子を気遣うように見つめている。

　炎はない。赤く染まっていた部屋も、ゴーシェも、すべて幻まぼろしだった。

「どうしました？　気分でもお悪いのでは。ベッドで休んだほうがいい」

「あ、いえ。ごめんなさい……なんでもないの……大丈夫です」

「じゃあ、私はこれで。またお会いしましょう」

　ゴーシェは人のよさそうな微笑みを残して、部屋を出て行った。

（──今の……何……？）

「見つかってよかったな」

　ベッドの下から、吐き捨てるような声が聞こえた。

　もぞもぞと狭い隙すき間まからガーゴイルが姿を現す。

（さっき、ゴーシェさん燃えてた。部屋も燃えてた。でもあれは現実じゃない。あの城……見たことのある特とく徴ちよう的てきな扉……何？）

　左手の傷きず痕あとが、ズキズキと疼うずく。心臓がドクドクする。

「おい、どうした？　見ないのか？」

　ルージュの手から封筒を取り、中を開けてガーゴイルが突き出してくる。

「あ、うん」

　早さつ速そく中を開き、写しを確認する。ずいぶん精せい密みつに模写された二十か三十の紋章と、その家名。ユニコーンを使った図案は確かに多い。どれも似たり寄ったりで、よくよく比べないと区別のつかないものもある。

「色合いは違うんだが、そこまで写してくる時間がなかった。どうだ？　どれかわかるか？」

「これ…だと思う。これとこっちのもすごく似ているけど……」

　似たものがあまりに多く、見れば見るほど迷いが生しようじる。

「では、候補は三つに絞られたと思っていいんだな？」

「うん。多分……。この紋章は……ディーウイッシュ男だん爵しやく家……知っている？」

「ああ。もう一つのユニコーンの後ろの旗はたの星の数が違う、これはメイシーズ伯爵家のものか。だが……メイシーズ家の当主もディーウイッシュ家の当主ももう六十を過ぎ、政まつりごとからは遠のきがちだ。腐ふ敗はいしている宮廷貴族の中ではまれに見る実じつ直ちよくな性格で、暮くらしぶりも地味で悪い噂うわさもない。双そう方ほうとも盗賊団に強盗殺人を依頼しそうにない人物だが……。メイシーズの家の四男はデューク王子の取り巻きの一人だったかな。あの夜の行動を調べてみるか」

　その名が浮かんできても、ガーゴイルにはぴんと来ない様子だ。

「もう一つはダニア家か。これも政治的には企たくらんでいそうもないし、ルージュやカロン卿に恨うらみを抱きそうにもない。時計に記しるされたイニシャルには当てはまるが、手紙のイニシャルはＳ。親族の頭文字まで照しよう合ごうするのに、もう一度聖円図書館に行くしかないか。紋章も、彩さい色しきされているものを見れば、おまえの記憶もはっきりするだろうしな。一緒に行くか」

「聖円図書館へ？　そこって王族や限られた一部の人しか入れないんでしょ？」

「もちろん忍しのび込こむのさ。今夜遅くに行ってみるか」

「私……ファイシス様のことが」

「どうせ会うのを禁じられたんだろ？　その間にできることをやっておくべきだ。そうだろ？」

「うん」

「じゃあ、誰にもばれないように待たい機きしていろ。呼びに来るから」

「うん……あの……ね」

「なんだ？」

　窓まど辺べに歩み寄っていたガーゴイルが足を止める。

「あり……がと」

「顧こ客きやくだからな。今の俺の苦労は後の大金に結びつくってことで、まあ楽しみにしている」

「この守しゆ銭せん奴どっ！」

「うん、いい響きだ」

　やっぱり、そう悪い奴ではなさそうだ。

　嫌味というより、どこか清すが々すがしい茶目っ気を見せた言葉だった。

　ガーゴイルは、思ったより長なが居いしてしまったとばかり、それだけ言い残すとマントを翻ひるがえし、窓から飛び出していく。

「え？　ここ三階……！」

　慌てて窓の下を覗き込んだが、もう彼は綺麗に地面に着地していて、近くの森に姿を消してしまっていた。

　今夜。アレクシスとジョシュアにばれないようにしないと。そう思うと変に緊張してしまう。

「王立聖円図書館か……ジョシュアが行きたがっていた場所ね」

　そんな呟きを漏らしたルージュに、ノックの音が聞こえてくる。

「ルージュ。シェーブラ卿はもうお帰りになったんですか？　お茶をお持ちしましたが」

　アレクシスが、紅茶や美味しそうなマドレーヌやクグロフの載のった銀の盆ぼんを持ってくる。

「うん。デューク王子の非礼をゴーシェさんが謝ってくれて……」

「渡したいものがあるとおっしゃっていましたが」

「そう、なの」

　お茶を濁にごすのに苦く労ろうする。

「何か私に隠していることはありませんか？　ついさっきまで話し声がしていたようですし」

　誠実で聖せい人じん君くん子しな彼なのに、どうやら鎌かまをかけていたらしい。

「アレクシス、盗み聞きしてたの!?　最低ね」

「誰がいたんですか？　どなたですか？」

「ジョ……ジョシュアが来てたから、そのときのことかも」

「そうですか。でもジョシュアは先ほど宮殿に出かけましたよ。ミサのときに知り合われた伯爵夫人が、どうしてもお茶会に来てほしいとのことで」

「ジョシュアってば、私には何も言わなかった！」

「ルージュはそれどころじゃなかったでしょう。ファイシス様のことで手て一いつ杯ぱいで」

「そう……だけど」

　ジョシュアが勝手に出かけたせいで噓うそがばれたのだ。呪わしく思ってしまうのも仕方ない。

「いいですか？　この色々ある宮廷で私にまで噓をつくと、いざというとき完璧な警護ができません。この身に代かえてあなたを守るとお館やかた様さまに誓った私の身にもなってください。ということで、お館様には状況を逐ちく一いち報告をすることにしましたから、念ねん頭とうに置いてください」

「アレクシス……！　酷ひどい！」

「お館様が連れ帰れと命じられたら、一も二もなく連れ帰りますからそのつもりで」

　扉は無情にも閉められた。

　しかもあろう事か、外から鍵がかけられている。

「噓……！　アレクシス！　やだ！　出して開けて！」

「ヴィクサントールと約やく束そくしたでしょう。騒さわぐと隣のファイシス様にご迷惑がかかりますよ」

　そんな約束をした気もする。扉を叩き、喚わめいていたルージュは警けい告こくを受け、それ以上の行動をやめにした。そしてベッドの脇に飛んでいってユラを呼ぶ。

　だが、あのまじめで堅くて用よう意い周しゆう到とうなアレクシスが、そんな〝抜け道〟を残しているわけはなかった。いくら呼べども待てども使用人は誰一人来なかった。

　アレクシスの警けい戒かいは、想像以上だ。

　だが、ガーゴイルのことだから、きっとまた窓からロープか何かで来てくれるだろう。それを伝えば扉から出られなくてもそう困らないとも思う。

　とはいえ今夜、図書館に行くのはかなり気を遣った方が良さそうだ。

　おとなしくトランクの整理にいそしみ、今度ここにアレクシスが来たら『いつまでも汚きたない部屋』などと文句は言わせないぞと意い気き込ごむ。ずいぶん暗くなり、部屋の明かりを灯ともした頃、扉に近づく足音と、鍵の開けられる音がした。

「ルージュ、夕食です。今夜反はん省せいが見られたら、明日はちゃんと食堂で食事ができますから」

　アレクシスが銀のトレーを運んできて、部屋のテーブルに置いた。

「これだけじゃ少ないと思うの……」

「──普通の貴族のお嬢様なら十分足りる量ですから、足らしてください」

「そんな……！　普通の貴族のお嬢様って誰基準？」

「強しいて言えば、ファゴット嬢やマルゴット嬢ですね」

　あまり聞きたくない名前だ。

「それと、明日の夜に王妃様主しゆ催さいの舞踏会があります。ルージュにも招しよう待たい状じようが来ましたから、食べ過ぎでコルセットが締められないというような無ぶ様ざまなことになりませんよう」

　アレクシスは頑かたくななまでに機械的な態度でそう告げると、もう廊下の奥に消えていった。

「大食いしようとするまいと、私のコルセットの閉まり具合なんか誰も気にしないと思うわ」

　そしてまた、量的にかなり貧ひん弱じやくな料理を前にため息をつく。

　何もかもうまく行かない。ワインを一気飲みした。ワインを見ると、自分が果たさなくてはいけないもう一つの使命も思い出されて、必要以上に焦あせりが生じる。

　ここに来た理由も、ここでやろうと決めたことも、何も間違ってはいないのに。

　宮廷という大勢の権力者たちの思おも惑わくと術策に、巻まき込まれていく。

『──弱き者は強きものに虐しいたげられていればいい。道を開け這はいつくばっていればいい』

　また、あの言葉が甦る。

「誰に言われたんだろう。こんなにも脳にしっかり刻きざまれている。そもそも、この宮廷の人たちはそういうことを平気で言うんだから、間違ってる」

　床にぺたんと座りながら、ブツブツと不平不満を口にする。が、どういうわけか次第に目がトロンとし、瞼まぶたを開けているのが苦痛な状態に陥おちいってきた。

「どうしよう……眠い……」

（眠っちゃいけない。まだ寝ちゃいけない……のに……）

　ワインを飲んだせいだろうか。でもいつもの量より少ないくらいだ。

　特別にアルコール度の高いワインなのかもしれない。産地によっては結構幅はばがあると聞く。

「でも……それにしても……眠すぎ……ガーゴイルが来る前に……私……」

　睡すい魔まが脳を冒おかしてくる。重い瞼。重い体。

　腕がぱたんと床に落ち、頭がずるっとトランクの中に落ちる。

　ロウソクが消えた──。
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　周囲が暗い。

　明かりをつけないと、そんな思し考こうが頭の奥深くでくすぶるが、どうにも体が重い。

　そしてその体に、不ふ穏おんに響ひびいてくる物音を感じた。

「クローヴィ・オス……。アウディオ……。イ・マ・ロッサ……。アウグス……。ローデオ……イ・オ・　デーモン……」

　低く地を這はうように響いてくる男の声。呪じゆ詛そのような怪あやしい言葉。

「赤い悪魔だ。赤い魔女……ここにいるぞ……匂においがするぞ……とっつかまえて煮にて食おう」

「契けい約やくを結ぶ者……契約を破は棄きする者……神をも凌しのぐ力を得し者……」

　窓に、燃える炎ほのおの揺ゆらめきが映うつる。

　窓に近寄り、外を見た。離り宮きゆうの庭にこの部屋を見上げながら呪じゆ文もんを唱となえる黒ずくめの集団がいた。

　フード付きの長いマントを引きずり、一つずつ松たい明まつを掲かかげながら、ぐるぐるとルージュの部屋の下を回っている。

「クローヴィス……。アウディオ……。イ・マ・ロッサ……。アウグス……。ローデオ……イ・オ・　デーモン……」

　怖い。不ぶ気き味みだ。あの集団は何をしているのだろう。そう思ったとき、一際目立つ、大きな十字の文もん様ようの入ったマントの男がルージュを見上げた。

　そして突然、何かを投げつけてきたのだ。

　硝子ガラス窓まどが割れた。ルージュの部屋に炎が広がる。

　夢の中のことのはず。そう、これは夢。

　なのに怪しい声が地の底から響いてくる。

「何……？」

　ぎょっとして目を見張り、窓を見た。

　唸うなるような怪しい声が、いっそう強くなった。輪りん唱しようのように重なり、そしてうねりながらルージュの部屋に駆かけ上あがってくる。

　小こ刻きざみに震ふるえていた窓硝子が、がたがたと音を立てる。

　バン！

　空気を破は裂れつさせるような音と振しん動どうで、背はい後ごの扉が開く。

「ルージュ！　来い！」

　現れたのはガーゴイルだった。

　投げ込まれたのは、油の染みた布が巻かれた石。

　彼は、その燃える石にカーテンを荒く掛かけ、消しよう火かしてから、ルージュに手を伸のばす。

「おい！　奴やつらが来るぞ」

「え……」

　今、自分の声が発せられたのか、自分で歩いているのか、立っているのかさえわからない。そもそもこれが夢かうつつかもはっきりしない。

　ガーゴイルはぼうっとしているルージュの手を摑つかむと、強引に部屋から連れ出した。

「これは……夢？　どうして呪文が駆け上がってくるの？　どうして部屋が燃えてるの？」

　足をもつれさせながら、いつまでも部屋の方を振り返っていたルージュの頰ほおを、ガーゴイルが叩たたいた。

「今は走れ！　おまえ……呪文が見えるのか？　奴ら、おまえを襲おそってくる。おまえを奴らの信じる〝神〟への生いけ贄にえにでもしたいんだろ！　それより聖円図書館へ、早く！」

　何がどうなっているのかさっぱりわからない。

　どこをどう走っていたのかわからないまま、いつの間にか外にいて、そして聳そびえる異い様ような建物の前にいた。

　王宮本館やプチトリアノンの離宮より古い、中央部に巨大なドームがあるバロック建築。ところどころにゴシック建築の特とく徴ちようも混こん在ざいしている。棟はＨ字形で、四よ隅すみには天を突く塔とうがそびえている。

　その形は何かに似ている。何だったろう。

「おい、大丈夫か？」

「ここは……どこ？　あの人たちは？」

「奴らは巻まいた。ここが聖円図書館だ。入る者を選ぶ場所だが……」

「……館……燃えてない？　ファイシス様は？　あれは私を狙ねらったの？」

「火は俺が消したから大丈夫だ。奴ら、紋もん章しようを調べているのに気がついて、早そう急きゆうにおまえを消そうと来たようだな。昨日の晩の投とう石せきは部屋を確かめるためだったと思ってもいい」

「私の部屋を……確かめるため……私を消すため？　私が何をしたっていうの」

「そんなのは、首しゆ謀ぼう者しやを突き止めて訊けばいい。入るぞ」

　正面に聳える扉は神と悪魔と人々の重なり合うような彫刻の施された重厚なもので、馬車さえ軽く通り抜けられそうな大きさのものが四面もある。

　扉は鍵かぎがかかっていたが、ガーゴイルは円形の輪わにはまった鍵束たばの中から一本を差し入れ、簡かん単たんに内部に入った。

「おまえ大丈夫か？　睡すい眠みん薬やくか何か飲み物に入っていたんだろ」

「睡……眠薬……？　じゃあ、あの夕食のワインに……？」

　それなら、突然の強きよう烈れつな睡魔にも納なつ得とくがいく。

「でも誰が？　アレクシスとジョシュアのわけはない……」

「最初からワインに入っていた可能性は低い。誰かの指し示じでメイドが入れたか、もしくはおまえを狙う奴らの誰かが厨ちゆう房ぼうに忍しのび込こんで入れたか……」

　ガーゴイルは、燭しよく台だいの一つに明かりを灯ともすと、ほとんど視界の利かない暗い図書館の中を、ずかずかと歩いていく。

「離宮は警備が厳重だもの、外部からは無理……」

「じゃあ、さっきの奴らは？　はっきり言って、離宮の警備はファイシスを逃にがさないための……閉じ込めておくための警備。中の者が外に出ることに厳しい警備だ。外部から侵しん入にゆうしようとするのはそれなりに簡単。オレだって入り込んでいるしな」

「……ここにはよく来る……の？」

　薬のせいか、まだ、口も回らなくて語ご尾びが怪しい。

「ああ。色々な書物が読める上、資料集めに事こと欠かかない」

「本当にすごく……広い。これが図書館……」

「地下の閉へい架か書しよ庫こと、一、二階が蔵ぞう書しよだ。その他、外国から収集した名だたる絵かい画がや彫ちよう刻こく等もここにある。図書館というよりは、歴代の王が収集した図書と美術品の保管場所だな。いずれにしろ、貴き重ちような品で埋うめ尽つくされた館だ」

「警備は……？」

「いや、ちゃんといる。ただ、今は他の場所を巡じゆん回かいしているんだ。その隙すきを突いているから、早くしてくれ。見つかると面めん倒どうだ」

　ガーゴイルは長い階段を足あし早ばやに下りていく。

　二人の靴くつ音おと以外何も聞こえてこない、寂じやく々じやくとした空気。押し潰されそうな重じゆう圧あつ。

「ねえ！　あれ……何？」

　不ふ意いにルージュが足を止めた。

　大階段の踊おどり場ばに、明かりの中に浮かび上がる城があった。

　その城は見上げるほど巨大な絵画の中のものだったが、ルージュの目は釘くぎ付づけになる。

　荒あら々あらしい大地の中に突き出た鋭するどい岩場。いくつもの尖せん塔とうに囲かこまれた城。

　釣り鐘形の扉。間違いない、来る途と中ちゆうに馬車から見た、あの〝魔女の森の城〟だ。

「どうしてあの城の絵がここにあるの……」

　黒い雲が浮き上がる、怪しい背はい景けいの中に佇たたずむその城は、まだ破は壊かい前まえのものらしい。

　ルージュが足を止め、その絵を食い入るように見つめた。

「ブランシェ城……だったか。昔エスパニア戦線を食い止めるための要よう所しよだった有名な城だからな。絵に描えがかれていてもおかしくはない。知っているのか？」

「来る途中で……見たの」

　なんだか動どう悸きが激はげしくなる。

　あの城を窓から見たときの感覚以上に、今ルージュをとらえて離はなさない。

「急いでいると言っただろ、早くしろ」

　いつまでも離れず立ち止まっていたルージュの手を、ガーゴイルが摑つかんで走り出す。

　足あし下もとも覚おぼ束つかないほど薄うす暗ぐらい階段を下りきると、大きな真しん鍮ちゆうの扉がある。

　目の前のそれを押し開いた。

　ギイイッと耳みみ障ざわりな軋きしんだ音が響く。

　扉の奥には更さらなる大空間があった。

　吹き抜けの天てん井じよう。その天井の高さまでびっしりと書しよ棚だなが造りつけられており、中二階にはテラス状の渡り廊ろう下かまで巡めぐらせてある。

　これだけ棚があるというのに、そのすべてにぎっしり書物が詰つめ込こまれているようだ。

「ほら、これが宮廷貴族に関する資料だ。どれがおまえの見た紋章だ？」

　ガーゴイルが資料を手早く集め、ルージュの前の大机につぎつぎと開いていく。

　置かれた灯りで目を凝こらせば、どのページにも彩さい色しきされたユニコーンの紋章が描かれている。

「どうだ？　同じ図ず案あんでも色が着くとまた違ったりするだろう」

「う…ん……。これ……かな。多分……」

「はっきりしろよ。ちゃんと覚えているんだろうな。それともまだ薬のせいでおかしいのか？」

　ガーゴイルがルージュの左腕を摑んだ。

　突然、腕輪の周囲がビリリと痛む。

　わああん、と周囲の音を搔き消す耳みみ鳴なりがした。

　衝しよう撃げきはルージュの全身を駆け巡り、不意に目の前が真っ暗になる。

　暗闇の中、何かがぼんやり浮かび上がる。

　長く、暗く延えん々えんと回転を続けながら延びる螺ら旋せん階かい段だん。

　上り詰めた場所にある、重じゆう厚こうな扉がゆっくりと開かれる。

　円えん筒とう形けいのぐるりの壁から、上半身のみの彫像が突き出していて、周囲を睨にらみ伏ふせている。

　彫像は人間のようであり、魔ま獣じゆうのようで、悪魔のようでもある恐ろしい形相。

　ドームの床一面に浮き上がる、怪しげな文字と図形。

　ポタン……。

　頭上から何かがしたたり落ちてくる。ねっとりと濃こい、真しん紅くの血。

　仰ぎよう視しして、心臓が凍こおり付つく。

　人が天井から伸びる十じゆう字じ架かに打ちつけられていた。

　両手を左右に広げ横木パテイブルムに縛しばりつけられ、両足を縦木ステイプスに重ねた形で釘くぎ打うたれたシルエットがおぼろに浮かび上がっている。

　金の髪が微かすかな光にちらちらと輝かがやいて、伏せられた顔の輪りん郭かく線せんや睫まつげの縁ふちにも光が宿やどる。

「──ファイシス……様？」

　ファイシスだった。金の髪が頰に張りつき、睫は固く閉じられた瞼まぶたを縁取り、唇くちびるは苦しげに半なかば開いている。生きているのか死んでいるのか、動かない。

「ファイシス様！　どうして……！」

『──触ふれルナ……！　人間……おまえハただの人間だろう』

　突然、低い男の声が響いた。

「ここに来てはいけない。おまえには何もできない。魔術がない。魔力がない。ザクロの血を……持て……その赤いもの……それが唯ゆい一いつおまえを……」

「え？」

『ここハ閉ざされた空間。世界の闇の集まるところ。呪いと祈いのりの交差する場所。時と心の狭はざ間ま……過去と未来の歴史……』

「きゃあ！」

　声が終わるか終わらないかのうち、突とつ如じよ、暗闇にまばゆい火花が弾けた。

　赤い雷かみなりが頭上から落ち、炎が床を壁を這い上がって周囲を包んだ。

　燃えさかる炎。燃えるような闇の空。浮き上がる赤い雲。暗い闇が、熱く染まる。

　悲鳴、逃げまどう人々。裸足はだしで岩場を転げ落ちる女子供。

『魔女だ！　相手は魔女どもだぞ！　油ゆ断だんするな！　一人たりとも逃がすな!!　逆さからう者は殺せ！　投とう降こうする者は繫つなげ！　貴き重ちような戦力だ！』

（な…にこれ……どうしてこんな……）

　夕ゆう暮ぐれまで、可か憐れんな花をそよぐ風に揺らしていた花畑。ポピー、ラベンダー、カモミール、咲さき誇ほこる薔ば薇ら。すべて炎に包まれる。

『弱者の分ぶん際ざいで己おのれの意志など持つな。すべての生死を決めるのも君くん臨りんする強者である。弱者は尽つくしその身すべてを強者に捧ささげよ！』

　広い草原に聳える石組みの塔。崩くずされ焼かれる。黒こく煙えんが空を埋うめ尽くす。

『抹まつ殺さつセヨ……刃は向むかう者ハ抹殺……セヨ……』

　男に飛びかかったが、はねつけられ、地面に叩きつけられた。

『悔くやしいか？　だがおまえは何もできないのだよ。おまえは弱者だ。這いつくばって許しを乞え。そうしたら命だけは助けてやろう。王宮に来い。奴ど隷れいとして使ってやろう』

　炎の中の、男の薄い下げ卑びた笑いが目に焼きつく。

（この声……火の粉に照らし出された黒い姿。鉄の面覆いシヤフロンをつけた黒い馬。この男……いつも幼おさない私を夢の中で苦しめた男。憎き仇あだ為なすべきこの男……!!）

『さあ、王宮に来い。奴隷として使ってやろう……』

　手首に燃えるような激痛が走った。

「熱い……！　痛い……恐い……」

（助けて……誰か助けて……）

　死にもの狂いで宙ちゆうに伸ばした手に、誰かの温かな手がそっと添そえられた。

「大丈夫……。大丈夫だよ。君は助かる……君は死なない……。僕が君を守るから……」

　澄すんだ柔やわらかな少年の声、包み込んでくれた温もり。

（──ルージュ……大丈夫か……？　ルージュ……）

　繰くり返かえされるその言葉で、岩のように強こわ張ばっていた体が少しずつほぐれていく。

　そして意識がフッと戻った──。

「──大丈夫か……？　ルージュ……」

　はっきりと耳に響く声。肩を揺すられて、体が誰かの温もりに包まれているのがわかった。

　金の髪。白い肌。通った鼻はな筋すじに赤い唇。

「ファイシス……様……？」

　ぼんやりと見えたその人の姿に、名を呟つぶやく。だが、ルージュを見下ろしていたのは、ガーゴイルだった。

「大丈夫か？　いや、俺を廃はい嫡ちやく王子と間ま違ちがえるなんて、大丈夫じゃないってことか」

　あたりの光景は、さっきまでいた荒れ地ではなく、暗い闇に包まれた図書館内部。

　ずらりと天井まで届く書棚。ぎっしり詰め込まれた書物。炎はない。戦もない。血に濡ぬれた死体の山もない。あのおぞましい男の姿もなかった。

「おまえ、驚おどろかせるな」

「私…今どうしてた？　夢を……ううん、あれはきっと過去を見てた……。過去の記憶。忘れて思い出せなかった幼い頃の……戦争の記憶……」

「この聖円図書館は入る者を選ぶ場所。特とく殊しゆな場所だからだ。稀まれに素質のある人間に幻げん影えいを見せつける。過去や未来や人の思し念ねん、そういうもの。おまえは選ばれた人間なのかな」

「幻…影？　そうだ、ファイシス様も見えたの。十字架にかけられて……血が滴したたってた……。現実じゃないよね。でも戻ったほうがいいかな。ファイシス様にまた何か……」

　ガーゴイルの腕の中から、勢いよく起き上がったルージュは、その細い顎あごを捉とらえられ、鋭く輝く青い瞳に見み据すえられる。

「言っただろ？　今おまえが見たのはすべて幻影だ。願望かもしれないし、実際の過去か未来かもしれない。だが今は調べることが先決だ。今現在、ここは燃える戦場じゃないしファイシスは十字架の上にはいない」

　焦あせる心も落ち着かせる説得力だ。

「で、これなんだな。おまえの見た紋章は」

「これ、これだと思う」

　そう直感で指差したのは、先の資料でもルージュが選んだメイシーズ家のものだった。

「ディントハルト・ド・メイシーズ家……やはりそうなのか？　当主の頭文字はＤ・Ｍ。時計に刻まれているイニシャルと符ふ合ごうする。その息子がミシェル・ド・メイシーズ。ワイン……を……おまえの城のワインが宮中の晩ばん餐さん会かいで出されたとき、落ちた風味や不純物を指し摘てきしたのがこの男だん爵しやくだな」

「その人、デューク王子の取り巻きの一人だっていう？　じゃあ、もしかして、王子に頼まれてワインの悪あく評ひようを流したの？」

「デューク王子がそんなことをしても何の得もはないだろう。彼に個人的な恨みを買うようなことを君の父上がしたならば、考えられなくもないけど」

「じゃあ今、うちに代わってワインを納入しているのはどこの領地の貴族なの？」

　ガーゴイルが別の書棚に行き、いくつか取り出した資料をぱらぱらと繰っていく。

「ヴィース・ガウント・ド・シェーブラ伯はく爵しやく……。あのゴーシェ男爵の父上だな」

「ゴーシェさんの？」

「とにかく、そろそろ部屋に戻ったほうがいいな。見回りが来る」

　ガーゴイルは取り出してきた書物や資料を次々と、正確に元の棚に戻していく。

「部屋に……？　またあの変な格かつ好こうをした人たちが襲ってくるかも」

「敗北を喫した同じ手段で、同じ晩には来ないだろう。おまえも魔除けの腕輪を持っているのならそれで追い払え」

「そんな！　魔除けとあの人たちは別でしょう？」

「あいつらが使っているのは魔の力。奴らが〝神〟と呼ぶのは実質〝魔〟だ。それほどに神の力と魔の力は源みなもとが同じ……ただ、その力を召しよう喚かんする者の濾過器フイルターが違うだけ。だから魔除けは有効だ」

「よく……わからない」

「虐ぎやく殺さつと聖せい戦せんと言われるものが、結局は同じ〝殺さつ戮りく〟という言葉でくくれるのと似ている」

「虐殺……？　虐殺……大勢殺された……あの夜…あの男に……」

　赤い流血。

　あの夜の光景、炎に照らされた男。それは何かの映像をフラッシュバックさせる。

　あの盗とう賊ぞく団だんに襲われたとき。指示を出していた男。ユニコーンの紋章の男。あのとき、ガーゴイルはあの男の手に傷をつけた。

「傷がある……あの男なら……まだ手の甲こうの傷が治っていないはず。傷のある男を捜せば私を殺そうとしている理由がわかるかも！」

「手の甲の刀かたな傷きず……か。早そう急きゆうに見つけるしかないか」

　ガーゴイルは唸り、ルージュの手を摑むと夜の戸外へと身を翻していった。




『──大丈夫……泣かないでこっちへおいで』

　優しく手を引いてくれた人。あの人は、天使。

　ルージュの周囲の人間すべてを斬り裂き、炎で燃やし尽くそうとした、あの男。

　あの男は、悪魔。

『弱き者は強者に従え……這いつくばって生きればいい……』




「うるさいってば！　だから、私はその言葉大嫌いなの！」

　自分の声で気がついたとき、ルージュは部屋のベッドに横たわっていた。

　もう朝なのだろう。カーテンから白い光が射し込んでくる。

　窓硝子は投石されたときのまま、割れて砕くだけ散ちっていたが、不ふ思し議ぎなことに火災の跡はない。

「──部屋の中はいつもどおり……でも燃えた石を投げられて、窓はちゃんと割れたままって……よくわからないな……」

　頭痛がする。腕が痛む。

　すごく不思議な気分だ。何が幻で何が実際にあったことなのか、混乱している。それともすべてが夢なのかもしれない。ワインに入っていたという睡すい眠みん薬やくが、記憶を混乱させているのかもしれない。

　──王立聖円図書館は幻影を見せる場所──

「そうだ。ファイシス様は……！」

　戸口には鍵がかけられたままだった。

　昨日、ガーゴイルが飛び込んできたあのときのままなら、この扉は開いているはず。

　混乱して、そしてやはり夢だったのかと思ったが、ルージュは開け放たれたままのトランクの、一番上のドレスに小さな焼け焦こげがあるのを発見する。火ひの粉こで出来たような穴だ。

「夢なのか夢じゃないのか……でも、図書館の幻覚もガーゴイルと話した内容も覚えてる……」

　あれが夢だとしたらあまりにリアルだ。

　──過去や未来の……幻影を見せる場所……選ばれた者……

　じゃあ、あれは事実だろうか。

「でも神様！　このドレスが焼け焦げてるのは夢にして！　夢オチにして！　だってこのドレス……」

　そのドレスを両手でかざして見たルージュは、バクバクと心しん拍ぱく数すうが上がって来るのを感じている。

「私の持ってきた中で、一番いいドレスだ……」

　あまりの衝撃に、扉の方で物音がしたのにも気がつかなかった。

「ルージュ……起きてますか？　ああ、今日はちゃんと起きていましたね。さすがです」

　鍵が開けられ扉が開く。アレクシスがジョシュアを伴ともない部屋の中に入ってきた。

「いつもこうだといいのですが」

「何よ、そのバカにした言い方。子供じゃないんだから。鍵締しめられて閉じ込められて」

「ルー姉様はお子様だもの、しかたないよ」

　どうやら自分がこの部屋から抜け出したことを、アレクシスには気づかれていないようだ。

「そんなことより、昨日言っておいたこと、忘れてはいないでしょうね。ちゃんと今日の服装は吟ぎん味みしましたか？　昨日のようにはいきませんよ」

「──ごめん、なんだっけ……」

　アレクシスとジョシュアはがくりと肩を落とした。

「王妃様主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいがあるといったでしょう？　お呼ばれしているのですから、ちゃんと恥はずかしくないよう最高の身なりで臨のぞみませんと」

「ねえ、そのことで疑問があるんだけど」

「なんでしょう？」

「王妃様は私のことお嫌いよね？　なのにどうして舞踏会に招待なんて……」

「招しよう待たい状じようが届いたのですから、今さらそんなこと言わないでください。出席のお返事はしてしまいました」

　開かい封ふう済ずみの手紙を渡されて、初めてルージュは中を見る。

　その文字にはどこか見覚えがあった。

（まさか……この文字……〝山猫〟に襲しゆう撃げきを命じたあの手紙の主と同じ文字？）

　点の打ち方、文字の傾かたむき方かたに少し特徴がある。

「もしかして……王妃様が私を狙って襲わせたのかな……昨日の変な僧たちの襲撃も？」

　王妃だったら、ルージュに死の危険を感じさせ、宮廷から追い返すという目的がある。

「なんですか？　昨日の変な僧たちの襲撃って……」

「行くわ！　舞踏会、出席させていただきます」

「当然だよ。もしルー姉様が行かないって言っても、アレクとボクとで引きずってでも連れて行くよ。新しん米まいの宮廷貴族の分際で、王妃様のお誘さそいを断ことわって生きていけるわけないんだから」

　賢かしこそうな額ひたいに軽く皺しわを寄せ、呆あきれ果はてたようにジョシュアが言う。

「さあ、一番上等なドレスで臨みましょう。ミサとは違って華か美びなくらいでちょうどいいでしょうから」

「やっぱりこのドレスだよね」

　ルージュの手元からロゼピンクのドレスを奪うばったジョシュアが、ぎょっとした顔で動きを止めた。

「姉様。どうしたの？　ドレスに焦げがたくさん……」

「えっと……その、本当に？」

「『本当に？』じゃないよ。どうしたの？　これ、ロウソクでも落としたの？」

　そのドレスの焦げ穴をアレクシスも目まの当あたりにして、戸と惑まどいを見せている。

「わからない……の。あの、盗賊団に襲われたときかもしれない」

　どうあってもごまかすしかない。今、この二人には、とても事実を告つげられない。

「とことん運が悪いよね。穴が開いたのが最上のドレスだなんて。〝赤い雷の呪のろい〟かな」

　いつもはルージュのことを楽しい観かん察さつ対たい象しようとして突き放しているジョシュアも、同情しきりだ。

「──呪いって……どうかしたの……？」

　透すき通とおった瞳、透とう明めいな声。

　はっとして振り向くと、いつの間にか戸口にファイシスがいる。

　車くるま椅い子すの背はい後ごに誰もいないところを見ると、隣の部屋から一人でやってきたようだ。

「ファイシス様！　お体はもういいんですか？　それに勝手に部屋から出たりしたら……」

「今ね。ヴィクサントールは王宮に出向いていていないんだ。アベリシアもね」

　ファイシスは、天使のように人なつこく微笑ほほえんで近ちか寄よってくる。

「そのドレス、どうかしたの？」

「今夜の王妃様の舞踏会に出席しないといけないのですけど、いいドレスに穴が開いてて……」

「舞踏会用のドレスなら、僕が持っているよ。ルージュに貸かしてあげる」

「ファイシス様……？　でもドレスって、どうして」

「お母様の形見のドレスが奥の部屋にたくさんしまってあるんだ。ルージュにだったら貸してあげるよ。ほら、こっちに来てごらんよ」

　ファイシスは率そつ先せんして導みちびいていく。

　彼が案内した廊下の奥の部屋は、使われていない衣い裳しよう部べ屋やになっていた。

「うわ。ステキだね。さすが前王妃様のドレス。これ全部本物の宝石が縫ぬいつけられているんじゃない？」

「そうですね。よくある模も造ぞう石せきではないようです。これは見事だ……」

　すべてがクローゼットのようになっている一室で、アレクシスとジョシュアは感かん嘆たんしてあたりを見回している。

「好きなものをどうぞ。サイズはきっと合うと思うよ」

「そんな……私、恐れ多くて選べません」

「じゃあ、ボクが選んであげる。これはルージュによく似合うよ。靴くつはこれでね、」

　ファイシスが選んだドレスは、シャンパンベージュのシルクシャンタンでできたもの。袖そではふんわり広がったレース。ウエスト回りのリボンが可か愛わいらしく、襟えり元もとにはシフォンと宝石がこれでもかというくらいちりばめられている。
















「確かに、見事なセンスですね。ルージュによくお似に合あいだ」

「アクセサリーはルビーとダイヤのネックレスと、大きく揺れるイヤリングがいいね。そこに、母上がそのドレスを着ていたときの肖しよう像ぞう画ががあるんだ」

　彼の視線の先には、巻き込み机の上に飾ってある楕だ円えん形けいの額がく縁ぶち。

　その中には、ファイシスに生き写しの麗うるわしき女性が、微笑みをたたえながら佇んでいる。

「この方が前王妃様……ですか？　本当にファイシス様は、お母様にそっくりなんですね。すごく優しそうで綺麗な方」

「ありがとう。僕にはほとんど母上の記憶はないのだけど。みんながそっくりだって言うよ」

　ファイシスは、こそばゆそうに微笑む。

「じゃあ、僕はもう部屋に戻らなくちゃ……。みんなでダンスを楽しんできてね」

　そう言う彼の表情が、少し哀かなしそうに見えて、ルージュの内心は搔き乱される。

　人の賑にぎわう場所がだめだという体質以上に、王妃が公おおやけの場に出ることを許ゆるさないのだろう。

「はい。ファイシス様」

　踊ることが目的ではなく、自分を殺そうとした犯人を見つけるつもりだなんて言えない。

　あくまでにこやかにファイシスに礼を言うと、ルージュはユラに手伝ってもらい、舞踏会用の装よそおいを整ととのえる。

　そして前王妃の豪華なドレスに身を包んで、離宮の部屋をあとにする。

（やっぱり……王妃様が私を消そうとしているのかな。あの時計の図柄や、記憶にある紋章は王妃様が依い頼らいした貴族のもの？　どちらにしろ、王妃様は舞踏会に来る。そして依頼された貴族も、きっと……！）

「どうしました？　そこまで緊きん張ちようしなくても大丈夫。ルージュは十分綺麗ですよ」

　馬車に乗っても、口数少ないルージュを見て、アレクシスは舞踏会への出席に緊張しているのだと思ったらしい。優しく勇気づけてくれる。

「綺麗なのはお借りした、前王妃カトリーヌ様のドレスね。このドレスを汚よごしたらどうしよう。別の意味でも緊張するわ」

「いきなり剣を振るったり、木登りしなければ大丈夫だよ。ルー姉様」

　物もの腰ごし優ゆう雅がにくつろぐジョシュアとアレクシスを見て、あのことを二人にも話しておくべきか迷う。

　でもおそらく狙われているのはルージュだけだ。二人に話せば心配するだろうし、すぐに舞踏会会場から部屋に戻されてしまうかもしれない。それじゃあ、首しゆ謀ぼう者しやを突き止めたいと思うルージュにとって不ふ本ほん意いだ。

「さあ、いよいよ王宮に到着しましたよ。行きましょう」

「アレクシス……お願い、私を守ってね」

「──もちろんです」

　アレクシスは、何かを感じ取っていたのか深く追つい及きゆうしないまま、重みのある返答をして微笑んだ。

　馬車は車寄せに沿ってゆっくり弧こを描えがき、正門前に停てい車しやした。王宮本館の扉は今日の客のため開放されており、赤と金の制服に身を固めた近衛このえ兵へいたちが出で迎むかえとして立っている。盛せい大だいな雰ふん囲い気きだ。

「ようこそ。鏡かがみの間までご案内いたします」

　ルージュたちが緋ひ色いろの絨じゆう毯たんの敷かれた大理石の階段を上がる間にも、続々と着飾った貴族たちが男女手を取り合って王宮に入ってくる。

　楽団の心浮き立つ演奏が、王宮の外にまで響いてくる華やかな夜の始まりだった。




　そんなにぎやかな舞台とは打って変わって、静まり返ったトリアノン離宮。

　離宮から王宮へと続く柵さく門を、ルージュたちの馬車が潜り抜けていくのを、ファイシスは三階の窓まど辺べからずっと眺ながめ下おろしていた。

「──彼らは……出かけたのですか？」

　後方から冷たく響く声がかかる。

　褐かつ色しよくのヴィクサントールが薄暗がりから現れて、ファイシスの傍かたわらに立った。

「うん。楽しんでこられるといいよね」

「そうですね。この鳥とり籠かごから出て……何事もなければよいですが……」

　意味ありげな言葉を呟きながら、ヴィクサントールは森の奥の見えない王宮に視線を向ける。

「ヴィクサントール。僕にあれを……早く頂ちよう戴だい……」

「わかりました。ファイシス様」

　ヴィクサントールはファイシスの車椅子の取とっ手てをとり、従じゆう順じゆんなるまま奥の間へと押していった。
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（──もし、王妃様があの招しよう待たい状じようを、盗とう賊ぞくに襲しゆう撃げきを依い頼らいしたのと同じ男に書かせたのなら……やっぱり、王妃様が首しゆ謀ぼう者しやなのよ……ね）

　逆にもし貴族の男が王妃の招待状を偽ぎ造ぞうしたのだとしても、その目的は舞ぶ踏とう会かいに現れたルージュを襲おそうことだ。どのみち、舞踏会など人の多い場所なら、誰かを襲うことは容よう易いといえる。

（それに左手の甲こうに傷のある男っていっても……。舞踏会ではみんな白手袋をはめているし）

　相手から自分に接せつ触しよくしてくるのを待つしかない。だからこそ、油ゆ断だんはできない。

　窓まどに白いリボンを挟はさんできたけれど、ガーゴイルがいつそれに気づいてくれるかわからない。

　彼が本当に宮廷貴族なら、彼もこの舞踏会に招まねかれているかもしれないけれど、すぐに力を貸してくれるとは限らない。

　前を進む案内人の背中を見ながら、ルージュは改あらためて舞踏会への不安を募つのらせる。

　あまりに人が多すぎる。

「ルージュ・ド・ラ・クリムゾン伯爵令嬢。そしてその弟君のジョシュア・ド・ラ・クリムゾン子し爵しやく。アレクシス・ド・ユーシス男爵様のお越しです」

〝鏡の間〟への入り口で、ルージュたちの名前が呼び上げられる。

　扉の脇に控えていた男がそれを受け、手を差し伸のべてくる。

「失礼ですが、帯剣しての入場は遠えん慮りよしていただいております。殿との方がたは剣をお預あずけになっていただいておりますので、こちらへ」

　これなら広間でいきなり刺さされる心配はなさそうだ。

　アレクシスとジョシュアは、腰こしに下げていたサーベルを手渡した。

「それから、今こ宵よいは皆様こちらをご使用になってください」

　そう言ってルージュに手渡されたのは白い仮面だった。

「仮面……？」

「ええ。今宵は仮面舞踏会ですから」

　案内の男は言いながら、アレクシスとジョシュアにもそれぞれ黒い仮面を手渡す。

　羽を広げた蝶ちようのような形。くりぬかれた両目部分以外、顔の三分の一ほどを覆おおい、リボンで後ろに結ゆわえつける。

　しなやかになめした革の仮面はしっとりと顔に沿そって、違い和わ感かんがない。鏡に映った全身の姿を見ても、その仮面はドレスの雰ふん囲い気きを壊こわすことなく、ミステリアスでいい感じだ。

　気がつけば、あたりに集つどう貴族のほとんどが、既に仮面をつけて談だん笑しようしている。

「仮面をつけるなら、誰が誰だかわからないじゃない。どんなドレスでもよかったわね」

　ルージュの気き負おいが一気に抜けた。

　だったらこんな素す敵てきなドレスじゃなくてもよかった。こんなにヒールの高い靴じゃなくてもよかった。ルージュのつま先は、履き慣なれない高いヒールでジンジン痛くなってきている。

「でも、ルージュの場合は他の貴族と違います。やはり最高級のドレスで来て正解ですよ」

　激しく脱力しているルージュに応えたのはアレクシスだ。

「それどういう意味？　私だけばれるってこと？　まさか髪の色のことじゃないわよね？」

「本当に自じ虐ぎやく的だよね、ルー姉様は。赤毛だって綺き麗れいじゃない」

　ジョシュアが慰なぐさめてくるが、慰めになってない。あの司し教きように至いたっては、〝赤い悪魔〟呼ばわりされたのだ。

「さあ、ルージュ。気を引き締しめてください。ここからが大おお舞ぶ台たいです」

　巨大な二枚扉が開き、ルージュたちを通す。

　開いた両扉の奥には、華はなやかで華か麗れいなロココの大空間。

　象ぞう牙げ色の壁や床に金のシャンデリア、等とう身しん大だい以上もある金の天使の燭しよく台だいが、ずらりと並ぶ。

　その空間を所ところ狭せましと着飾った貴族たちがさんざめいている。

　男たちは細こまかな刺し繡しゆうの入った豪ごう華かな上着を着、長い髪をリボンで結わき最上のお洒しや落れを競きそう。

　そんな着飾った男たちにエスコートされた貴婦人がたも、同様のきらびやかさ。

　結い上げた頭の上に聳そびえる、色とりどりのダチョウの尾お羽ばねの髪飾りが優ゆう雅がに揺ゆれる。

　マカロンほどもある宝石を胸元や髪につけ、コルセットでウエストを締め上げたドレスを纏い、広間のそこここで語り合っている。

「さすが王宮の舞踏会だね。女性がみんな美しくて。見てよ、アレク。あの細いウエスト」

「着飾ることが宮廷びとの務つとめであり、生いき甲が斐いですから」

　ジョシュアとアレクの会話に入らず、周囲を見渡していたルージュを、ジョシュアが勘違いしたらしい。

「大丈夫。踊りが下へ手たでもこれだけ人が多ければバレないよ。姉様」

「そうね」

「申し込みがなければ、ずっと私と踊っていていいですよ。私の足なら多少は踏ふんでもいいですからね。あくまで〝多少〟ですが」

　アレクシスが、そこを強調して言うが、十分にありがたい言葉だ。

「では、私は飲み物でもとってきますね」

　アレクシスが人混みに消えていったすぐあとに、貴婦人たちの歓かん談だんの輪わが流れてきた。

「あら。とっても可愛らしい方。どちらのご令嬢？」

　赤いダチョウの羽根飾りの女性が、ルージュに興きよう味みを覚えたらしい。

　彼女と話していた一団が、そのままルージュを取り囲む。

「初めていらしたの？　お見かけしない方ね」

　また別の婦人が訊たずねてくる。

「初めまして。王宮にはつい昨日上がらせていただいたばかりなんです。以後よろしくお見み知しりおきください」

「あらそう。こちらの方はご兄弟？　とても美しい髪とすみれ色の瞳をしてらっしゃるのね」

　一人の婦人がルージュからジョシュアへと視線を移す。

　ジョシュアやアレクシスといると、まず必ず女性に声をかけられる。そして一人が声をかけると、堰せきを切きったように周囲にいた他の女性陣たちも取り囲んでくる。いつものことだ。

　あっという間にジョシュアは大勢の貴婦人たちの中心にいた。

「はい。ジョシュアと申します。南西ジュランソンからレアパリに来たばかりで……。宮廷は美しい方ばかりで緊張しています。どうぞよろしくお願いいたします」

　ジョシュアは、うやうやしく目の前のマダムの手をとって甲に口づけた。

　頰ほおを赤らめたマダムは、うっとりとジョシュアの瞳を見つめている。

「本当に美しい子……」

　さすがマダムキラーだ。思えば幼い頃からすでに、城のパーティーやサロンで、ジョシュアは常に貴婦人がたに取り囲まれていた。

　どうやらレアパリやこの華やかな宮廷で美しいものを見慣れ、遊楽し慣れている貴婦人がたにも、ジョシュアの容よう姿しはまばゆいものらしい。

「ねえ、ジョシュア。仮面が緩ゆるんでいるから留め直してあげる」

　口こう実じつを作ってジョシュアの仮面を外はずす。薔ば薇ら色いろの頰、陶とう器きのような乳にゆう白はく色しよくの肌。赤い唇くちびる。長い睫まつげに縁ふち取どられた瞳。金の柔やわらかな巻き毛が額ひたいにぱさりとかかるのを見ると、取り囲んでいた貴婦人たちの間からほうっとため息が漏もれた。

　扇おうぎを口元に当てて、マダム同士でこそこそと賛さん美びし合う声も聞こえる。

「姉様。ちょっと、早くしてよ」

　ジョシュアはわざと仮面を外したことに気がついているのか、少し不機嫌な声で催さい促そくする。

「ごめんなさい。リボンに髪が挟まっちゃって……」

　せっかくこれだけ裕ゆう福ふくそうな貴婦人が集まり、ジョシュアの顔に注目しているのだから、もう少しサービスしておいたほうが、のちのち引きがいいのは明めい白はく。

「ジョシュア。ここのご婦人がたの相手はあなたに任まかせたわ。ワインの新しん規き契けい約やく、よろしくね」

「え？　ちょっと……ボクに何をしろって言うのさ……？」

「何でもしなさい。キスでもデートでも。おやすいご用でしょ？　モテ男さん」

　囁ささやいて、軽くご婦人がたの話の中にジョシュアの体を突き飛ばす。

　背はい後ごから、可か愛わいい弟の悲ひ鳴めいが聞こえたようだったが気にしている場合ではない。

「ジョシュアだって、私の近くにいないほうが、安全かもしれないんだから」

　広間を人混みを縫ぬいながら歩き、男たちに目を凝こらすがさっぱり区別がつかない。

　しかも、大きく広がったドレスのパニエのせいで、人の間をすり抜けることも困こん難なんだ。

　一人の男の足に躓つまずいた。

「ご……めんなさい」

「かまいませんよ、赤毛の姫君。どなたかをお探しですか？」

「あなた……ガーゴイル……！」

　一様に同じ仮面をつけた男性貴族の中でも、独どく特とくの洗せん練れんされた空気が漂ただよう。際きわだって美しい姿勢とプロポーションで、ルージュにはすぐそれが誰だかわかった。

「よかった！　いてくれて！」

「こんなところで何しているんだ？　例の男がここにいたら危ないだろう」

「王妃様から招待状をいただいたの。でもその招待状の文字の筆ひつ跡せきが、盗賊団への指し示じを書いた手紙とそっくりなの。だから、もしかしたらその男の背後には王妃様がいて、王妃様が私を殺そうとしているのかもって……」

「王妃様が？」

　ガーゴイルは怪け訝げんな顔をする。

「とにかく、ここから出たほうがいいな。こっちへ」

　ガーゴイルがルージュの腕を摑つかんで、鏡かがみの間から引きずりだそうとしているのを、ちょうど戻ってきたアレクシスに見られたようだ。

「ルージュ!?　どうかしましたか!?」

　向こうから人混みを搔き分けながら駆かけ寄よってくる。その声でガーゴイルはルージュとの間に距離をとった。

　アレクシスがルージュの元に至ったときには、もうガーゴイルは人混みの中に姿を消し去っていた。

「ルージュ！　大丈夫でしたか？」

「アレクシス……なんでもないの。ちょっと人とぶつかってしまって」

「ですが、今の男……」

　アレクシスがまだルージュを追及しようとしたとき、周囲の人々が大きくざわめき、扉口の者たちは大きく道を開ける。

「そこ、何をしている！　王陛下、王妃様のおなりだぞ！」

　重々しい声が響ひびき、ルージュたちの目の前に突然槍やりが突き出された。

「え」

　金のモール付きの黒い制服に身を包んだ、近衛このえ兵へいたちが開かれた空間を警けい護ごすると、広間に王陛下と見事な衣い装しようのポンパドール王妃が現れた。

　彼女も仮面をつけていた。ただそれは他の者がつけているような顔に装そう着ちやくするものではなく、手にした棒ぼうの先に仮面がついているもの。

　手を離せば簡かん単たんに素顔に戻る。

　王妃の衣裳は深い緑の地に銀の刺繡がまんべんなく施ほどこされ、胸元には宝石が花のように埋うめ込こまれている。袖そで口ぐちに、襟えり元もとに、白テンの毛皮をあしらった、格かく式しきを感じさせるドレスだ。

　髪は塔とうのように高く結い上げ、毅き然ぜんとした顔つきで真まっ直すぐ前を向いていた王妃は、ルージュに気がつき足を止める。ルージュもドレスを広げ一礼する。

「ルージュ・ド・ラ・クリムゾン……。その髪の色を別としても、あなたは本当に目め立だつ人ね」

　周囲の貴族たちは、下げていた頭を上げ、王妃が真っ先に目を留とめた少女に注目した。

「王妃様が……いきなりあんな子供に……」

「珍めずらしい。王妃様が声をおかけになるなんて……しかもあんな女の子に。どちらのご令嬢？」

　貴族たちがざわめく中、王妃は更さらに言葉を続ける。

「でも私、あなたを招待した覚えはないのに、どうしてここにいらっしゃるの？」

「王妃様から招待状をいただきまして、参さん上じよういたしました」

「私は知らないわ。見せなさい」

「こちらがその招待状です。王妃様のお使いという者が持じ参さんしました」

　王妃はアレクシスが差し出したその招待状を見て、つまらなそうに突き返す。

「やはりこれは私が出したものじゃないわ。同じ封ふう筒とうを使っているけれど。私の名を騙かたった者がいるのかしら？　それともどうしてもここへ来たかった誰かの偽造……」

「王妃！　いいではないか。王子の学友として呼んだ姫だ。公おおやけの場で早めに披露しておくのもよかろう」

　王は王妃とルージュたちのやりとりをいかめしい顔つきで見ていたが、そう有う無むを言わせぬ口く調ちようで告げた。そして不満げに眉まゆを吊り上げる王妃を無視して、声を張る。

「ルージュ・ド・ラ・クリムゾン。仮面を取りなさい。皆に紹介しよう」

　王の厳げん粛しゆくな声に、周囲のざわめきは静まり、それまで流れていた楽団の演奏もぴたりとやんだ。

「彼女は我が第三王子のよき友となるよう呼び寄せた、辺境伯の子女、ルージュ・ド・ラ・クリムゾン……。その騎き士しと弟とともにこの宮廷に迎えることになった。今後、我が王子ファイシスのそばにいることも多くなると思うが、皆の力ちから添ぞえをも頼むぞ」

　王妃が隣となりで苛いら立だちを隠せずに踵きびすを返し、広間から出て行った。

「では皆の者、今宵は存分に楽しんでくれたまえ」

　王は、言葉短くそう言って片手を挙げた。それを合図に楽団がまた演奏を開始する。

　王は、広間の最奥に置かれた玉ぎよく座ざに座り、ときおり周囲に手を振っては側そつ近きんたちと二言三言話している。

「王は直じきに引き揚げるでしょう。こういう場へはいつも顔見せ程度ですから」

　幾いく分ぶん安心した表情で、アレクシスがルージュに囁く。

「ねえアレクシス。この舞踏会にはみんな手袋をしてきているわよね。外すことはないの？　手の甲に刀かたな傷きずがあっても見つけられない？」

「手袋は正装ですからね。無理でしょう。もしかして、王妃の招待状を偽造した者が、ここに我々をおびき出し、何か企たくらんでいるということですか？　ルージュを狙ねらっている？」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。ここに私を呼び出したのは、あの盗賊団に指示して襲撃させた男かもしれないの。手の甲に傷がある……」

　アレクシスは驚おどろいた顔はしなかった。十分彼の想そう定てい内ないのことだったらしい。

「我々に、宮廷に来てほしくなかった人物ですね。ルージュを邪じや魔まにしている人物」

「ねえ、アレクシスは今すぐ離宮に戻ってファイシス様を警護して！　嫌な予感がするの！」

「でも、ルージュを一人にするのは心配です。今、ジョシュアを捜してから……」

「私なら、短剣もあるし大丈夫。それにジョシュアはもうこの広間にいないと思うの」

「何をさせているんですか？　彼に！」

「身み売うり」

「──わかりました。ファイシス様の警護を厳げん重じゆうにさせてからすぐ戻ってきます」

　アレクシスは、すべてをすぐに吞み込んで長い髪を荒あら々あらしく翻ひるがえして広間から去っていく。

　あの男がルージュをここにおびき出し、邪魔としているなら、また襲ってくる可能性は高い。それにしても、確定できる手がかりが少ない。襲撃依頼の手紙と懐かい中ちゆう時計。

〝Ｓ〟のイニシャルとおぼろな記憶の紋もん章しようだけだなんて、不足もいいところだ。




〝──カロン侯爵の馬車を襲撃せよ。少女は確保を望むが、困難であれば殺せ──〝Ｓ〟




　私を殺したいのか、そうじゃないのか。真の狙いはファイシス王子なのか。

　焦あせる気持ちで、鏡の間を周回するルージュの肩に手がかかった。

「オレを捜さがしているのかな？　ルージュ。踊おどってくれるね」

「──！　デューク王子様！」

　デュークとゴーシェがそこに立っている。

　さすがは帝国の第二王子とその取り巻き。そのへんの貴公子たちより装よそおいの華やかさは一段上だ。

　きらびやかな金の上着。黒のベルベットのズボン。上着の生地は本来ベージュなのだが、金の刺繡があまりに豪華で盛り上がっているために金の上着と呼んだ方がふさわしい。

　顔には仮面がつけられていたが、ルージュにはすぐ見み分わけがつく。

　第二王子の傲ごう慢まんさと、身み勝がつ手てな乱らん暴ぼうさが全身から漲みなぎっている。

「さあ。踊ろう。こう見えてダンスは得意でね」

「え？　いえ。私はちょっと……今急いでいますので……」

「王子の誘さそいを断ことわれる者など、世界にただ一人もいないんだよ。ルージュ」

　抗あらがう間もなく強ごう引いんに手をとられ、そのままステップを踏み、くるりとターンをしてデュークの意のままにされてしまう。

「やだ！　デューク王子様があんな娘を誘ってるわ……！」

「デューク様からあんな田舎いなか娘むすめを誘うなんて！　そんな！　どうして」

　第二王子のお相手を狙っていた姫君たちは大勢いたらしい。周囲から悲鳴が上がり、ルージュを呪のろい、貶おとしめる声もそこここで聞こえる。

「あの、私以外の方のほうがお上手だと思います。デューク王子にふさわしい方がもっと……」

「このオレがおまえと踊ると言っているんだ。これは絶対命令だ。言っておくがオレにだって王に近い権力はある。言っている意味はわかるか？　ファイシスをどうにでもできる……」

「──そんなの……卑ひ怯きよう」

「さあ、もう一曲。今度はワルツだよ」

　ふりほどけないほどの強い力で腕を摑まれ、腰を押さえられているから逃げられない。

　ルージュはされるがままに踊るだけだ。

「オレはおまえを救っているんだよ？　今夜の舞踏会で踊る相手もいなければ、おまえは大おお恥はじをかく。誰も自みずから田舎の落ちぶれ貴族の娘と踊る物もの好ずきはいないんだからな」

　周囲に助けてくれそうな人はいない。王子の邪魔をしてはならないという配はい慮りよからか、踊る貴族たちは遠えん慮りよがちに壁かべ際ぎわに寄っている。

（誰か……ガーゴイルはどこ？　どこにいるの……）

　そのとき、突然、あたりが真っ暗になった。

　ありとあらゆる場所に、人の背せ丈たけを上回る天使の燭台が並んでいたが、その何百本、何千本というロウソクがすべて消えたのだ。

　一面の大鏡で反射し広がりを見せていた明かりは一いつ斉せいに闇となり、何も見えない。

　オーケストラの演奏が途切れ、人々の不安げなざわめきが広がる。

「早く！　誰か明かりをつけて！」

　この突然起き、今も続く暗闇に恐怖心が煽あおられたのか、どこかの婦人が金かな切きり声を上げた。

「早く、明かりを！　どうしたんだ」

　声に給仕の誰かが明かりを灯ともそうと火ひ打うち石いしを鳴らす。そのとき、銃じゆう声せいが響いた。

　火薬の臭においと呻き声と、そして誰かが倒たおれる音が重く響く。

「きゃ──」

　女性の悲鳴があちこちで起き、そして我われ先さきにと広間から逃げ出そうとした人々がぶつかり合う。そんな中で、ルージュもデューク王子とはぐれてしまった。

　大勢の貴族たちが芋を洗うかのごとく溢あふれ返っていた鏡の間も、その周辺の廊下や広間や階段も大パニックとなる。

　何も見えず体当たりしてくる者。押し倒される者。

「何？　何が起きたの？」

　幸い、既に鏡の間から出ていたルージュは、悲鳴と罵ば声せいとが反はん響きようしている広間の方を振り返る。

「こっちへ来い！　ここは危険だ」

　暗がりの中、誰かが強引にルージュの腕を摑んで走り出した。

「ちょ！　誰？　放して……」

「放していいの？　死にたいのか？」

　視界が利かない中、男を見る。

　黒い仮面の下の青あお紫むらさきの瞳、整ととのった顔に細ほそ身みの長身。金の髪。

「ガーゴイル!?」

「今さらか。もっと早く気づけよ。せっかく助けてやったのに」

「だって、あなたいつも唐とう突とつすぎるのよ」

　そのままガーゴイルはルージュの手を引き、人の群むれを避さけながら階段を下りていく。

「あんなに目立つことをして、間ま違ちがいなく、おまえは〝刀傷の男〟を挑ちよう発はつしたぞ」

「今明かりを消したのはあなたの仕し業わざ？」

「違う。おそらくは奴らだろう。魔術を使うあの黒い頭ず巾きんの僧たちだ。おまえを殺すか、生いけ贄にえに捧ささげる気か……」

「魔術……生け贄？」

「奴らの信しん仰こうする神は、生け贄を必要とする神らしい。異い端たんの神だ」

　暗闇に少し慣れてきた。目を凝らし、焦る気持ちで階段を下りる。

　だが大階段でも人々の混乱は頂点に達していて、足を踏み、ドレスを踏んで、転げ落ちる者、重なり合い倒れる者、酷ひどい有あり様さまだ。

　ルージュはドレスをできるだけたくし上げていたが、階段を下りきったところで片方の靴くつがないことに気がついた。

「どうしよう。ファイシス様からお借りした王妃様の靴が……！」

「靴なんかいいから早く来い！」

「でも……ファイシス様の大事な……！」

　ルージュはガーゴイルの手を振り払って、逆ぎやく走そうする。人々の波に押されてもみくちゃにされながら、必死に一段一段階段を上がる。

「ルージュ！　こんな中で捜せると思っているのか!?　いいから早く……」

　ガーゴイルの叫び声が遠くなる。

　そして突然、耳元で怪あやしい声が響き、ルージュの体は拘こう束そくされた。

「捕つかまえたぞ。お嬢さん」

「──っ！」

　ルージュは後ろ手に腕を摑まれ、そして薬品を含ふくんだ布のような物で口を塞ふさがれた。

　そのまま鼻を刺すような刺し激げき臭しゆうを吸い込まされて、ルージュは意識を失うしなった。







　規き則そく的てきな振しん動どうが、体を目め覚ざめさせていく。

　馬か馬車で運ばれている振動だ。猿さるぐつわを咬かまされていて、足も腕も縛しばられている。体の自由がまったく利かない。

（な…に？　どうしたんだっけ……私に……何が起きてるの？）

　まだ朦もう朧ろうとしている。

　さっき嗅かがされた薬やく剤ざいのせいだろう。気分が悪い。

　それでも、やっとゆるゆると意識が取り戻せつつある中、周囲を窺うかがう。

　肌はだに触ふれるものの感かん触しよく。それは多分麻あさ袋ぶくろ。

　麻袋に入れられて、そしてどこかに運ばれている。

　まもなく馬車は止まった。

　何者かがルージュの体を担かつぎ、運んでいるのがわかる。そして硬い床の上に放り出され、袋の口がほどかれた。

　ロウソクの明かりが、ルージュを照らす。

　冷気漂う石の床。積み石の壁。広い地下室のような場所だ。

「何を知っている？」

　明かりが顔に近づけられ、突然男の声がそう訊ねた。

「おまえは何を知っている？　おれのことを何か調べただろう」

　ぼうっとしたオレンジ色の明かりが、男の顔を浮かび上がらす。ルージュは驚きよう愕がくして目を疑うたがった。

「あなた……どうして？　どうしてあなたがこんなこと……」

　乱暴な口ぶりで、何かを企む凶きよう悪あくそうな顔つきで、そこにいたのはゴーシェだった。

　それまでルージュに見せていた温おん厚こうそうな、気弱そうな、権力者に従したがう青年の顔じゃない。

「手紙はどこだ？　懐中時計はどこだ？　おまえが持っているのだろう？」

　思わず震ふるえた。

「灰色森の四つ辻での襲撃。あの場で殺された盗賊の懐ふところを探り、手紙と懐中時計を奪ったんだろう？　とんでもない泥どろ棒ぼう貴族だ。死んだ盗賊団の上うわ前まえをはねるなんて最低だな」

「私……知らない！　それ私じゃない」

「では誰が？　他の馬車が通った形けい跡せきはなかった。調べたのは、まだ死人の肌が温かい頃だったぞ？」

「逃げたから知らないわ。それより何で私たちを襲おそったの？　お金じゃないんでしょ？」

「辺へん境きようの貧乏貴族じゃ金なんて持ってないだろう。欲しかったのは命だよ。まあ、おまえが知らないと言い張るならそれもいいだろう。こっちとしては最終手段に出るまでだ」

　ゴーシェは袋ごとルージュを摑んで、更に奥の方へと引きずっていく。

「せっかく無む傷きずで生きたまま捕らえたんだ。神への生け贄になってもらおう」

「生け贄……。王妃様の偽の招待状を書いたのも、殺人依頼の手紙を書いたのもあなただったの？　偽いつわりのイニシャルなんか使って……」

「偽りのイニシャル？　ああもしかして〝Ｓ〟のことか。あれは我らが神の名だ」

「神……じゃあ、昨日の怪しい僧たちもあなたが……？」

「笑えるな。怪しくなんてないさ。信しん者じやが願ったことを叶かなえてくれる。生け贄を捧げただけの対価をここの神は与えてくれる。たとえば王宮で使用するワインをね、うちの領地のワインに変えてくれるくらいのこともね。願ったら、叶ったんだ。嬉うれしかったよ。うちも父がおべっか嫌いの頑がん固こ者ものでね。ここ数年激げき化かしている宮廷貴族たちの権力争いの煽あおりをくらって、領地の収入が激減したんだ。私がデュークに取り入って、うまい話のおこぼれにあずかり、やっとなんとかなっていたくらいに貧まずしかったが、ようやく運が向いてきたんだ……」

「それって……うちの父を陥おとしいれたってこと……でしょ？　ワインに不ふ純じゆん物ぶつが入っているって仲間に言わせて、うちの品物の評判を落とした。その代かわりに、契約領地に収おさまったのはあなたのお父様！　噓うそついて、卑怯じゃない！」

　引きずられながら、できるだけの抵抗はするが、それもむなしい。

「そうかな？　君の父上だって、そうやって契約を勝ち取ったんじゃないの？　味なんてどれもそう変わらないよ」

「そんなこと絶対ない！　苦労して研究して育てれば、どこの作物よりいいものが育つの！」

「ああ、もう下品に騒さわがないでくれないか。ここは昔の礼れい拝はい堂どうの地下室だよ。今では秘密の儀ぎ式しきのみに使われる閉ざされた空間。聖なる空間。〝やっぱり外で殺しておけばよかった〟なんて、後こう悔かいさせないでくれたまえよ」

　壁にところどころ灯るロウソクの明かり。それ以外、外の光は入ってこない。

　いくつものアーチが連なる天てん井じよう。石いし造づくりの身廊は長かったが、突然大きく開けた祭さい壇だんのある場所に行き着いた。

　天井はそれまでの場所より高く、ドーム状だ。古い木の椅い子すが並び、正面には蛇へびの絡からまる意匠の巨大な十じゆう字じ架かが掲かかげられている。

　祭壇には赤いロウソクが何本も灯ともされているが、冷気が強い。

「信仰する神は違うが、この王宮を、王朝を築きずき上あげたフランソワ二世も、神に祈り、生け贄を捧げまくって、確かな権力と国土を手に入れたんだそうだよ。言いい換かえれば、何かの犠ぎ牲せいを払えば、その価値と同等の望みは叶えられるということ。でなければ、広大な沼地だった場所に、これほどの大宮殿は建てられなかった。司教が言うに、生け贄としての価値が高そうな君は、どこまで我が望みを叶えられるかな」

　ルージュは麻袋ごと、巨大な石の祭壇の上に載せられた。

　そして調理される肉のように、袋から出されると、祭壇の四し方ほうに突き出た金かな具ぐに縄で縛られる。

　両手、両足を大の字に開かされ、まな板の上の鯉こいだ。

「どうせ死ぬんだ。ただ殺されて埋められるより、神に捧げられるほうがおまえも本望だろう？」

　別の声がすぐそばでした。

　一人の男が姿を現していた。黒い法ほう衣えに身を包み、目ま深ぶかにかぶった頭巾の下から冷れい酷こくそうな瞳がギラギラとルージュのことを見つめている。法衣の中心に十字架を模もした赤いラインが入っていた。血を連れん想そうさせる禍まが々まがしい意匠だ。

　顔のほとんどが隠れていたが、ルージュにはすぐ誰かわかった。

　王族の礼拝を行っていた司教だ。

　ルージュのことを〝赤い魔女〟だと騒いだあの司教。そうだ。彼の聖書にも〝Ｓ〟の文字が記されていた。

「あなた……あなたもこんなことに荷か担たんしていたんですか？　神に最もつとも近く仕つかえる者として恥ずかしくないんですか？　聖せい職しよく者しやなのに、生け贄で望みを叶えようなんて儀式……！」

「神との交こう信しんが我が務つとめ。神への貢みつぎ物を取り次ぎ、神から譲ゆずり受ける力……その架かけ橋はしとなるのが我が役目」

　いつの間にか、同じ黒のローブを纏った者が、ずらりと周囲を取り囲んでいた。

「赤い髪だ……魔女と同じ赤い髪……願いが叶う確かく率りつは高いな……高いな……」

　皆顔を隠し、唯ゆい一いつ見える口元で、うわごとのようにブツブツと同じ言葉を繰くり返かえしている。

「生け贄を……赤い羊ひつじをここへ」

「赤い羊って……私のことじゃないわよね？　そんなの貴族の令嬢に対して失礼じゃない！」

　どうせ自分の髪の色を指してそう言っているのだろうと、怒りが込み上げてくる。

　捕縛されて、異教の神への生け贄にされそうってときに、人のコンプレックスまで刺激するとは何事か。

　司教がルージュの頭の方に回って立つ。そして何やら小こ瓶びんの水を振りかけてくる。

「ちょっと、なんのために私が捧げられるのか教えてくれてもいいんじゃない？　豊ほう穣じようを祈るわけでも王国の安あん泰たいを願うわけでもないんでしょ？　もっと邪よこしまなことなんでしょ？」

「生け贄に、我が神との契約を……約束を知る権利はない。黙だまって神に捧げられよ」

　正しよう気きなのかそうでないのか、目つきが怪しい。表情も、声も、どこか違う世界をさまよっているような、危ない気け配はい。

　手を祭壇の台上に置き、その左右にまるでディナーのための一式のごとく、様さま々ざまに取とり揃そろえられたナイフの一本をとると、その手で自らの掌てのひらを切きり裂さいた。

「──う!!」

　司教の顔が歪ゆがみ、口元が呻き声を押し殺す。

　他人の手だというのに、その衝しよう撃げきと生々しさがルージュの心臓を止める。

　それまで開いていた出入り口への通路が、鉄てつ格ごう子しの扉で閉め切られた。

「出して！　ここから出して！　手紙のありかを教えるから！」

「もう儀式は始まってしまった。遅かったな。神が目覚め降こう臨りんする……」

　ルージュは手足を動かし、縄を外そうとしたが、台の四よ隅すみには楔くさびが打ち込まれていて、びくともしない。

「寄き進しん者しやよ、ここに来て、己が望みを告げよ」

　唸うなるような司教の声に、自らも黒いローブをつけ、迷いのない足取りで祭壇の前に進み出てきたのはゴーシェだ。ゴーシェは祭さい壇だんの手前で跪ひざまずき、頭巾を下ろすと、聖水らしきものを司教によって振りかけられる。

「寄進者よ……儀式を執とり行おこなえ。神よ……願いの炎ほのおを御み印しるしとして降臨せしめたまえ」

　燭台が、髪が燃えるほど近づけられる。

　ロウソクのにおいは普通のものではなかった。獣けものから搾しぼり取とった油ゆ脂し製せいかもしれない、独特の臭い。

「生け贄から衣服を取れ」

　司教が言った。

　ゴーシュが祭壇の上のナイフを一本取り、ルージュの胸元に突きつける。そこから真っ直ぐ裂くつもりだ。

　冷たいナイフの先せん端たんが、触れて、ルージュはびくっと肌を震わせる。

「ダメ！　ダメダメ！　絶対にダメ、このドレスは……王妃様の形かた見みなんだから！　そんなことしたら殺してやる！　呪ってやる！　自分で脱ぬぐからドレスを傷つけないで！」

「おや。潔いさぎよいのか愚おろかなのか。死ぬのにドレスが無事でも仕方あるまい」

　ゴーシェも司教も、周囲の信仰者たちもあざけり笑う。

「私が死んでもドレスは守る！　ドレスは綺麗なまま離宮に戻して。前の王妃様のカトリーヌ様のものなんだから！」

「──まあ、いい。手だけ外はずしてやれ」

　気き丈じように周りを睨にらむルージュに気け圧おされたのか、ゴーシェが許きよ可かする。儀式に参列している黒くろ装しよう束ぞくの男二人が、ルージュの手の縄を緩めた。

　衆しゆう人じん環かん視しの中、ルージュは半身を起き上がらせて背中の包くるみボタンに手を伸ばす。

　指先は小こ刻きざみに震え、小さく、数あるボタンはなかなか外せない。

　礼拝堂の張り詰めた空気の中、継続的に血の滴したたる音だけが響く。

　そして無数のロウソクの炎が壁に床石に映ってゆらゆら揺れ、独特の臭いを放つ。

「もう待てないぞ。時間稼かせぎのつもりなら無む駄だだったな」

　ゴーシェが冷血な声で言ってルージュの体を引き倒した。そしてドレスに手をかけて力任せに引き下ろす。

　コルセットが剝き出しになった。

「────！」

　ドレスを裂かれたことで、ルージュは切れた。

「貴様……っ」

　目にも留まらぬ速さで、ドレスを捲まくり上あげ、太ふと腿もものベルトに差してあった短剣を抜いた。

　そして祭壇に繫つながれている自分の足の拘こう束そくを素す早ばやく切ると、真っ先にゴーシェの首に飛びついた。

「近づかないで！」

　ゴーシェの首に腕を巻きつけ、剣の刃を喉のど元もとに突きつける。

「動くな！　ちょっとでも動いたら、こいつの首を搔き斬きるから」

　ドスを利かし、迫はく力りよくの声で脅おどしをかける。

　黒い法衣の者たちは、生け贄の突然の反撃に度ど肝ぎもを抜かれたようだ。

　動くなと言われるまでもなく、皆が岩のように動きを止めている。

「おまえ……剣を使うなど……男か」

「何言ってるの？　こんなに可愛い男がいるわけないじゃない。剣が使える女の子がいないと思ってた？　残念ね。さあ、ゴーシェ。黙って出口に案内しなさい」

　ゴーシェの顔が楽しげに歪んだ。

「小娘が！　男の力を甘あまく見るな……っっ」

　ルージュの突きつけていた短剣を腕ごと摑むと、ひねり返して、逆にルージュの背後に回り込み、体を拘束する。

　剣はルージュの喉元に押しつけられ、形けい勢せい逆ぎやく転てんだ。

「く」

「今ここで喉を裂くか。神は血をお好みだ。そのまま祭壇の上へ運べばそれでいい」

「いえ。シェーブラ卿きよう。それではしきたりに反します。儀式は儀式、形式どおりに事を運ばなくては、せっかくの生け贄が無駄になりかねません！」

　ゴーシュはルージュを祭壇の上に乗せ、再び二名の黒い男たちが縛りつける。

「おまえが宮廷に来るのがいけないんだよ。邪魔なんだ。だからすべてを奪い、すべてを我がものにする。ルージュ・ド・ラ・クリムゾン！　我が一族の栄光をすべてを取り戻す……！　父のためにもデュークのためにも、おまえとファイシス王子は不用の存在！」

　ゴーシェが司教の使ったナイフを振り上げ、ルージュの左手首を切りつける。

　だが、それはドレスを引き裂いただけで、血はほとばしらず、一滴すら滴したたらない。

　ルージュを守ると母に言われた、あの赤い石のはまった腕輪がナイフを弾き返したのだ。

「どうした？　ゴーシェ・フランツ・ド・シェーブラ。早く生け贄の四し肢しの血を神に捧げよ。首を落とし、最後に心の臓に突き立て抉えぐれよ！」

　司教は左手の傷から血を溢れさせながら、祭壇の片端にずっとその手を載せている。

　上面の蔓つる草くさと髑どく髏ろ文もん様ように掘られている溝みぞを流れ、赤い液体は台の中に吸い込まれていく。

　ポタンポタンと、血が滴る音がルージュの乗せられている台の中で反響している。

　司教が何かをブツブツ唱え、赤いロウソクの滴しずくをルージュの額に落とす。そして獣のような声で叫んだ。

「赤き羊よ。見上げよ！　神がおまえの元に降臨する!!　神の印よ、この闇に降臨せよ!!」

　はっとして天井を見た。

　ドームの中心に、星のごとき、小さな青い輝きが見えた。

　その光はあっという間に強くなり輝きを増して、大の字に繫がれたルージュを刺し貫く。

　刃の閃き。きっと、天井に小型のギロチンのようなものが仕し込こまれているのだ。

　目をつむった。

　鋭するどい風がルージュを刺した。

　胸のすぐ近くで、冷たい何かが破は裂れつした音がする。

　コルセットの紐ひもが裂け、そして頰に首筋に、腕に、冷たい何かが飛び散った。

　反はん射しや的てきに目を開ける。

　黒い何かが天井から舞まい降おりたのだ。闇がルージュの上で広がっている。

　それは大きく広がった黒いマント。

　現れたのは、おそらく彼らの招いた〝神〟ではなかった。〝神の印〟でもない。

　男が祭壇の上、横たわるルージュの体の脇に膝ひざを折って着地していた。

　天井から落下する仕し組くみの刃を男の剣がはね飛ばし、破は砕さいしたのだ。

「何者だ!?」

「侵しん入にゆう者しやだ！　槍でも銃でも撃うって構かまわん！　殺せ！」

　儀式に参列していたすべての者が、その突然の登場に驚き、敵対の構えを見せる。

　槍で突きかかられた男はマントを翻して、祭壇正面に掲げられている巨大な十字架へと飛び移った。

　十字架の横木に両腕を絡ませて、まるで磔はりつけにされたようなポーズをとって、男はそこにいた。

　周囲の者は、彼のあまりに俊しゆん敏びんな動きにうろたえ翻ほん弄ろうされる。

　そして男は祭壇に飛び降りると、その手で上面の天板の一部をはね上あげた。

「神に対して何という冒ぼう瀆とく！」

　司教の叫びは、祭壇にぽっかりと空いた黒い闇に吸い込まれる。

　中にはどす黒いほどに濃のう密みつな赤い液体が満ちていた。その液体の中に蛇が、人の腕ほどの太さの蛇が何匹も蠢うごめいている。紅の瞳に真っ白な体をうねらせている突然変異、アルビノの蛇だ。

　マントの男は、その蛇を掬い上げ、掲げると、司教や信者の前に投げ出した。

「やめろ！　我らが白蛇ｓｅｒｐｅｎｔ神ｂｌａｎｃに何たる悪あく行ぎよう……」

「〝Ｓ〟は〝serpent蛇〟のＳか。おまえたちの神はずいぶんとしょぼいな！　しかも与える餌えさが間違っているぞ」

　男は開口一番、侮ぶ辱じよくとあざけりと、高こう圧あつ的てきな強い声音で啖たん呵かを切る。
















　大きく広がる黒マントを緩やかに体に沿わせ、その人物は立ち上がった。

　顔の半分を覆う、黒い仮面の上に流れるのは、輝く金の髪。

　ガーゴイルだ。

　首回りから胸元に流れるシルクのレースのジャボ。さっきまで王妃主しゆ催さいの舞踏会に出席していたのだから、その元の容姿と相まって着飾った麗うるわしい姿。

「蛇神など、仮にもラファエル王の建こん立りゆうした礼拝堂であがめるべきものではないな」

　響く声で、彼はあざけり吐はき捨すてる。

「貴様何者だ!?　いや、何者でも構わない！　我が儀式を妨さまたげる者は、すべからく排はい除じよする！」

　ゴーシェは銃を構えていた。そしてガーゴイルめがけて引き金を引く。

　弾たまはガーゴイルの髪をかすり、十字架で弾はじけての壁に穴を開ける。

　そして何発か連射された弾だん丸がんを、ガーゴイルはすべて物もの陰かげに身を隠してかわした。

　相手の弾切れを待っていたかのように、銃声のやんだ空間に、ガーゴイルが飛び出してきた。祭壇のロウソクの炎をすべて薙なぎ消し、ゴーシュの脇に回って背後から剣を突きつける。

「彼女の縛いましめを解とけ」

「ダメだ！　もうその女は生け贄として捧げられた、神のものだ！　今その祭壇から解き放つことは神への冒瀆であり、裏うら切ぎりである！　契約不ふ履り行こうにより呪いがかかるぞ！」

　悪あがきをしながらも、司教は剣を向けられると歯嚙みしてルージュの拘束を解く。

「だが、おまえたち二人、命を持ってここから出ることは断じて許さん」

「おまえたちが何を信仰していようが、俺には関かん心しんがないな。ただし、生き物の生命を絶たつことで己おのれの欲望を叶えることなど許されない。望みを抱く人間自身が生け贄となれ。それが対たい価かというものだ」

「うるさいぞ！　邪魔者が！」

「喋しやべってないで、出口に案内しろ。鉄格子を開けさせるんだ！」

　ガーゴイルはルージュの体を抱き寄せると、ゴーシェの首に剣を突きつけたまま指示を出す。

　ゴーシェが叫んだ。

「開けるな！　私なら殺されても構わん。こいつを逃がすくらいなら、死んでも本望！」

　黒い法衣姿の男たちが戸と惑まどいを露あらわにしながら剣を抜き、ガーゴイルとルージュを取り囲む。

「へえ、何？　殺してほしかったんだ？　じゃあ、死ねよ。最初から自分が生け贄になればよかったんだ。そうすれば俺も煩わずらわされずにすんだのに！」

　蠱こ惑わく的てきなまでに残ざん酷こくな言葉。

　普段のおちゃらけた彼とは別の顔だ。

「私が死んで、おまえたち二人が神に捧げられればきっと私の望みは叶う。それだけの赤き血があれば、デュークを王座につけ、我がシェーブラ家を取り立てて貰える」

「デュークを王位に？　無理だね。王朝の呪われた過去を知らないのか？」

「知っているとも。探しているのは〝闇ラ・クリフの鍵オブスクライト〟と〝神の鍵ウン・クリフ・デ・デユ〟。それがあれば帝国を我がものにできるといわれている二つの鍵」

　ゴーシェはまさに捨て身で、ガーゴイルの剣を持つ手に摑みかかる。

　その腕をガーゴイルはかわした剣で突き刺した。その先端は、十字架の縦木にゴーシェの腕を縫いつけた。

「うお……っ！」

　苦く痛つうの悲鳴が礼拝堂に低く響く。

「さあ、身の程知らずの信者たちよ！　おまえたちの信仰する神にその身を捧げるがいい！」

　ガーゴイルは、再び怯おびえる司教や信者たちに白い蛇を投げつけた。

　白蛇は牙きばを剝むいて人々の喉に、手首に食らいつき、蛇を払はらいのけようとする者たちの動きで倒れたロウソクの炎がゴーシェの法衣に燃え広がる。地下に悲鳴がこだまする。

　恐れをなした黒い法衣の男が、ぎくしゃくした動作で格子扉の鍵を開けた。

「ルージュ！　来い！」

　鉄格子を抜け、ルージュを抱いたガーゴイルが石段を駆け上がり始めた。

　パンパンパン！

　装そう塡てんの完了した銃が、背後から一斉に火を噴く。

「くっそ！　おまえが悪い！　予測不能な行動をするからだ！　こっちの予定が総崩れだ！　責任とってもらうからな！」

「責任って……！　ガーゴイル！　伏ふせて！　危ない！」

　後方に視線を向けたルージュが悲鳴を上げた。

　ガーゴイルの頰から血が滲み、幾いく筋すじかの髪が飛び散った。そしてもう一発。

　仮面を留めていたリボンが千切られる。

　ルージュがガーゴイルを庇かばった左腕が、彼に命中するはずの弾丸を弾き返していたのだ。

「おお……っ！　なんだ？　まさかあれは……〝ザクロの血〟……!?」

　背後で、蛇に襲われている男たちがルージュの腕を見て驚愕した。

　何が何だかわからないまま、ルージュとガーゴイルは細くなる階段を抜け、なんとか地上に到とう達たつする。

　その入り口の鉄格子を、ガーゴイルは外から鎖くさりで施せ錠じようした。




「これで、万が一奴らが追って来てもここで足止めできるな」

　肌にじかに声が伝わってくる。

　ルージュはゆっくりと視線せんを上げ、そしてそこにいる人物を目を丸くして確かめた。

　仮面の剝がれ落ちたその下に、あり得ない人の顔があった。

「──う……そ……」

　白い肌、すっきりとした顔立ちに流れ落ちる金の髪。ヒヤシンスブルーの凜とした瞳。

　果実のように赤く色づく唇。それはファイシス王子の顔だった。

「ファイシス…様……？　噓……噓よね。この顔も……よくできた仮面でしょ？」

　ガーゴイルの顔に恐る恐る手を伸ばして、耳のあたりから仮面をむしり取ろうとする。

「やめろ！　バカ！　これはホンモノ!!　せっかくの俺の美しい生皮が剝げるだろうが！」

　その張りのある強きの声も、潑はつ剌らつとした表情も、ファイシスのそれとはまったく違う。

　なのに美の造ぞう形けいはまるで同じ。

　麗しく上品なファイシスそのもの。

「どうして……同じ顔をしているの？　ファイシス様の双ふた子ごなの？」

　ガーゴイルはルージュの体を地面に降ろした。

「ああ。そうかもな」

「〝かも〟？　じゃあ違うのね。ごまかさないで。あなた誰？　ファイシス様の何なの？」

「じゃ、赤の他人でいいよ。この世には同じ顔をした人間が三人はいるそうだから、珍しくはないだろ。王子様とそっくりでいつも困っているんだ。しかも廃はい嫡ちやく王子とな……」

　ルージュは思わずガーゴイルの頰を叩たたく。

　小こ気き味みいい音が響いた。

「ファイシス様のこと、廃嫡王子って言わないで！」

「──おまえ……なんで……泣くんだ……よ？」

　あっけにとられた顔で彼がルージュを見つめている。ヒヤシンスブルーの澄すんだ瞳に、涙ぐみ、頰を紅こう潮ちようさせたルージュが映っている。

「ファイシスを……そんなに好きか……」

「好きよ。あんなに純じゆん粋すいで優しくて、瞳の澄んでいる人はいないもの」

「同情じゃなく？　不幸な身の上をただ哀あわれんでいるだけでなく？」

「気の毒だとも思う、でも好き。ファイシス様は今の状じよう況きようをすべて受け入れている。嫌がらせされても、軟なん禁きん状じよう態たいでも、記憶がなくて自由に歩けなくても、愚ぐ痴ちも言わずにいるあの人を守るのが、私の務め」

「そう。他人の犯した大たい罪ざいも、すべてあいつは背し負よい込んで自分の罪だと思っている。俺はそんなあいつの感情に反逆したもの。同調できないもの。だからこそ、荒々しい。穏おだやかなあいつとは正反対だ。あいつを好きなおまえが正反対な俺を好きじゃなくても道理だな」

　彼にしてはまじめな面おも持もち。声が、視線が沈しずんで感じられる。

　一種達たつ観かんしているようにも思える言葉には、矛む盾じゆんがある。

「私、あなたのことを嫌いじゃないの。力になってもらってるし……むしろ好きな部類に入る……でも、ファイシス様と双子って本当なの？　他人のそら似なんて言い訳は聞かないから」

　ガーゴイルは答えない。

　ルージュはやにわにガーゴイルの襟元を乱暴に開き、胸が見えるほどボタンを飛ばした。

「な!?　おい！　何するんだ！」

「左胸の近くにね、ファイシス様は小さなほくろがあるの。それに……」

　今度はガーゴイルを押し倒し、膝のあたりまでの長いブーツを下ろして、顔を近づける。

「アーモンドの香りがする」

「だから!?　なんだよ!?　おまえはいわゆる変へん態たいか!?　男にこんなコトしてただで済すむと……」

「私ね、一つの体に……二つの異なる人格が現れる人が稀まれにいるって、小さい頃ばあやに聞いたことがある。だからあなたは……そういうことでしょ？　ガーゴイル」

「──！」

「ファイシス様と同じほくろがあって、私がマッサージに使ったアーモンドオイルの香りがあなたからするの。あなたは私のファイシス様ね」

「ほくろは偶ぐう然ぜん。アーモンドオイルだって、そのへんにあるだろう。たまたまオレが……」

「私のアーモンドオイルは自分で他のハーブやオイルと調ちよう合ごうした、特製品なの。私の鼻はごまかせないの」

　ガーゴイルは、バツが悪そうな表情を隠しながら押し黙った。

「今さら噓をつかなくていいわよ。元は同じファイシス様なんでしょ？　それに何度も助けてもらったし……」

「じゃあ、あいつは歩けないが俺は歩ける。それはどう説明をする？」

「ファイシス様の足に傷はなかったの。精神的なものだってわかってた。それに触さわってみて十年も歩いていない人の筋肉じゃなかったし」

「案外……ただ者じゃなかったな。司教じゃないが〝魔女〟と言いたい気持ちはわかる」

　照てれたように、そして迂う闊かつさを恥じたように俯うつむいて彼は言った。

　そうして伏し目がちにしたところは、ファイシス王子そっくりだ。

　そっくりだというのも変だけど。そしてハタと気がついた。

「ちょっと待って。ファイシス様とあなたが同一人物ってことは……あなた私に抱きついたわよね？　あれって本当はあなたが邪よこしまな気持ちでしていたってこと？　やだ！　そっちこそ変態じゃないっ」

「おまえ……バカにするなよ。ファイシスのときは俺の意識はほとんどない。純粋にあいつの心と体で生きている。俺はあいつが起きている時間を、夢の中のことのようにおぼろげに覚えているだけだ。そもそもあいつの行動には関かん与よできない」

「そう……ならよかった。あんなに純じゆん真しん無む垢くなファイシス様を、守しゆ銭せん奴どで、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうで宝石泥棒なあなたが支配していたら、お気の毒だもの」

「はいはい。ファイシス様に俺のやんちゃが移らないように気をつけるよ」

「──本当なんだ……」

「じゃあ噓だと思えよ。さっきからそう言ってるだろう」

「だって噓じゃないもの」

「おい。おまえはどうしたいんだ。あ、どうでもいいけど、あの離宮の隅すみの秘密の隠し部屋は内ない緒しよな。あれを他た言ごんしたら、いくらおまえでも許さない」

「許さないってどうする気？」

「今までのツケを、ばらした当日に奪いに行く。いわゆる〝差し押さえ〟ってやつ」

「え──それは困る……」

　ガーゴイルは、小声になったルージュを勝かち誇ほこった目で見下ろした。

「これで新規契約だな」

「ねえ、一つ、訊きいていい？」

「──ああ。もちろん」

「あなたは……何を探っているの？　王妃様の死の真しん相そう？　王宮の呪い？　何を目的に泥棒まがいのことをしているの？」

「とりあえず、暇ひま潰しと、ストレスと運動不足の解消と実じつ益えきを兼ねた高こう尚しような趣しゆ味み……だな。

〝ファイシス王子〟の姿でいると、体がなまっていけないからな」

　これは絶対に、わざとふざけて言った答えだ。

「──じゃあ、ね。私も……これからあなたに協力する」

「その協力はガーゴイルに？　ファイシスにでなくこの俺に？」

「あなたにも、ファイシス様にも」

　まっすぐに見つめてくる澄んだヒアシンス・ブルーの瞳を、ルージュも負けないくらいの強さで見つめ返す。

「体はオレに……心はファイシスに？」

「──そんな厳げん密みつに区別することないと思うけど」

「そうだな。ではおまえはオレに尽つくすがいい。不幸の〝赤い雷〟を引き連れた赤い魔女」

　ガーゴイルはルージュの乱れた赤い髪を掌で優雅に掬いながら、そう言った。

「私〝赤い魔女〟じゃないからね。お姫様って言って」

「魔女だよ。華麗なる魔法を使う女だろう。この俺が久々に驚いたほどの魔法をさ……」

「それって……いい意味……なのよね？」

　髪を他人に触られて、気持ちいいと思ったのは、そのときが初めてだった。

　綺麗な指だ。ファイシス王子と同じ指先──。

　そう思った頃には、ルージュの意識はすっと闇に吸い込まれていた。

　力の抜けた体はガーゴイルの腕に抱き留められる。

　ガーゴイルはルージュの髪を触りながら、そして彼には珍しい、柔にゆう和わな笑えみを微かすかに浮かべた。

「ぐっすりお休み。次に会うときには、きっと俺は……」
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　──色々と……疲つかれた。

　信じられないこともたくさんあった。信じたくないこともたくさんあった。

　もしかしたら全部が夢かもしれない。夢か魔法で……目め覚ざめたら、私はフォーブス城の自分の部屋で、窓から吹き込む乾かわいた風に髪を揺ゆらしているかもしれない。

　王宮でもレアパリでもなくて、のどかで人の数より牛や馬や豚の数の方が多いくらいの田舎いなかの町で……。昔どおり暮くらしているかもしれない。王宮の、祈いのりや呪のろいや裏うら切ぎりなんて知りもせずに、他人の中に芽め生ばえていた思いがけない悪あく意いなんか気づきもしないで──。

『邪じや魔ま者ものは排はい斥せきする！　弱者と強者の関係は永えい遠えん不ふ滅めつ。おまえは私に囚とらわれたときから我が意のままになるべき存在！　その生せい殺さつ与よ奪だつ、我が手しゆ中ちゆうにあり……！』

　あの夜の、黒い男の言葉が思い出された。

　赤い炎と火ひの粉こに彩いろどられた、あの男の瞳に宿やどった鋭するどい眼がん光こう。不ぶ気き味みな声。不ふ敵てきな哄こう笑しよう。

（あれは夢じゃない。昔どこかで私……あの男に言われた言葉。手が痛い……。左手首の十じゆう字じ架かがズキズキ疼うずく……）







「ルージュ。ルージュ！　これはどういうことですか？　ルージュ！」

「ルー姉様。今日だけは今すぐ起きたほうがいいよ。アレク、超がつくほどお冠かんむりだよ」

　ただ事じゃない気け配はいがして、ルージュはぱっちりと目を開けた。

「な、な、何？　何があったの？」

　起き上がって周囲を見回す。ここはプチトリアノンの離宮。そこで与えられたルージュの部屋だ。

「どうしてそんな格かつ好こうでこんなところで寝ているんですか。説明と釈明を！　それと昨晩、私の言うことを聞かず、勝手に一人で姿を消した言い訳も聞きましょう。私は大空のように広い心の持ち主ですから、どんな理由であっても怒りませんよ」

　そう。部屋はルージュの部屋だったが、ベッドに眠っていたわけじゃなく、床に突つっ伏ぷし、トランクの中のドレスの上に顔を突っ込み眠っていたのだ。

「えっと……なんでかな。自分でも覚えてないや」

「どれだけ心配したと思っているんですか？　ヴィクサントールにファイシス王子の警けい護ごを厳げん重じゆうにしてくれと頼たのみ、戻ったらもう王宮は大おお騒さわぎで」

　そこまでのくだりを聞いて、さすがのルージュも思い出した。

「そっか、変な薬嗅かがされて、ゴーシェさんに連れ去られて、地下の礼拝堂で服脱ぬがされたんだった……」

「はああああ!?　それは……いったい……どういう」

　生き真ま面じ目めなアレクシスは、そんなことを聞いただけで顔から血ちの気けをなくし、今にも卒そつ倒とうしそうだ。

「そんなことより、どうしよう。ファイシス様からお借りしたドレスと靴くつ……なくしちゃったんだ……」

　今度はルージュが蒼そう白はくになる番だった。

「聞いた限り、昨晩の一件は大事件だったようだから、ファイシス王子も許ゆるしてくれるよ。ずっと使われてなかった地下の礼拝堂が火事になったっていうし、昨夜はどうしちゃったんだろ。焼死者も出たって」

「司教様やゴーシェさんの遺体は見つかった？」

「いや、そんな話は聞いてないけど、いかがわしい儀式に使われた人の骨はかなりあったらしいよ……ってまさかルー姉様、そこにいたの!?」

　ジョシュアが思い当たったように目を見張る。

「いた……といえばいたような……」

　アレクシスの視線が〝即追及する〟といわんばかりに突き刺さってきて、ルージュはもごもごと口ごもる。

「もしかして、姉様が火事を起こした張本人……」

「違います!!　なんでそうなるのよ！　私が火事なんて起こすわけないでしょ!?　私のせいじゃなくて……あれは事故よ！　そうよ！　偶然の産物なの！」

「──とにかく、お二人が無事で何よりでした。昨夜は生きた心地ここちがしませんでしたよ。お館やかた様さまに死んでお詫わびをせねばならないかと……」

「アレクの自じ害がいを止めたのはボクね。ボクも姉様には言いたい文もん句くが山ほどあるけど、姉様のそのぼろぼろ具ぐ合あいを見たら、気きの毒どくすぎていいやって気になってきた」

　ジョシュアの哀れみの視線は、痛さを通り越して心地よい。

　哀れみで二人の口うるさい完かん璧ぺき人間の小こ言ごとを回かい避ひできるなら、いくらでもぼろぼろになってやろうというものだ。

「えっと……でも私ジョシュアに何かしたっけ？」

「ちょっと！　忘れないでよ。ボク、マダムたちに身み売うりさせられたんだよ？　こんなうら若く汚けがれなき純じゆん粋すいな美少年が、有ゆう閑かん公こう爵しやく夫ふ人じんにさ。綺き麗れいな体のまま戻れないかと思ったよ」

　白しら魚うおのような指先で、ジョシュアは自分の胸元を指してルージュをきつく非ひ難なんする。

「で、新しい契けい約やくは取れたの？　ワインの件は？」

「『で』って……弟の童どう貞ていよりもそっちが心配？　姉として酷ひどくない？」

「ジョシュアのことは全面的に信用しているもの。で、どうなの？」

「一応、お試ためしとして百樽購入してくれるって」

「さすがだわ！　やっぱり私の弟ね」

　抱きついて敬けい意いを示しめしたが、ジョシュアはいまいち不満そうだ。

「ルー姉様の汚れとゴミが、ボクにつくよ……。それにファイシス王子も心配してて……」

　ジョシュアがその名を口にした途と端たん。ルージュの体に細くしなやかな腕がまとわりつく。

「ルージュ！　ルージュ、よかった……」

「ファイシス……様？」

　振り返ると、車椅い子すに乗った天使が微笑ほほえみながら抱きついている。

　車椅子に乗っているため、ちょうど彼の顔がルージュの胸のあたり。躊ちゆう躇ちよなく抱きしめてくる。

「昨日の舞ぶ踏とう会かいで大変な騒ぎがあったんだってね。すごく心配してたんだ」

「ファイシス様……。ありがとうございます」

「ドレスのことも、靴のことも聞いているから大丈夫。心配しないで。母上もルージュが無事であったことの方を絶対に喜よろこばれるから」

　優しい言葉に、感動してルージュもファイシス王子のことを抱きしめる。

「でもルージュ。眠るときは一応ガウンくらいは羽は織おった方がいいよ。風か邪ぜを引くから」

　鏡に映っていた自分の姿を見て、全身が真っ赤に染まった。

　昨夜の格好のままだった。要するに、リボンの切れたコルセットにドロワーズ。ほぼ、下着だ。

　そして太ふと腿ももには革かわベルト付きで短剣が差してあるから、女戦士のようにも見える。

「そう……ですよね……はい」

　これがガーゴイルでなくてよかった。彼だったら、また言いたい放ほう題だい言われたに違いない。

（でも……）

　複雑な感情が行き来するのは、否いなめない。

　ファイシス王子の頰には、微かすかな擦すり傷きずがついている。きっと彼自身は覚えていない、理由のわからない傷きず痕あとだ。

「今度は、ボクがルージュを助けにいけるように頑がん張ばるよ……」

「ありがとうございます」

「ファイシス王子。またこのような場所にいらっしゃって。ヴィクサントール様が知ったら怒られます」

　アベリシアが戸口に立って、ファイシス王子に駆かけ寄よってくる。

「アベリシア。ヴィクサントールに言っておくよ。ルージュは僕の一番そばに置く。将来結婚するつもりだからって」

「え」

　一同が、ぎょっとして息を吞んだ。

「結婚……って……？　ファイシス様。意味がわかっておいでですか？」

「失礼だな。わかっているよ。それくらい」

　ファイシス王子は軽くむくれてみせると、車椅子を操あやつって部屋から出て行く。

「ではルージュ、ジョシュア、アレク。またあとで、朝食のときに会おうね」

　車椅子の車しや輪りんの音が去って行き、部屋に静せい寂じやくが訪おとずれる。しばらく誰もが無む言ごんだった。

「──冗じよう談だん……よね？」

「冗談……でしょう。王子はああ見えて七歳か十歳程度のお考えですから……」

「でも王家って、その程度の年齢で結婚させた例が結構あるよね……」

　ジョシュアのぼそっと言った冷静な突っ込みに、ルージュの心臓は異様な早さで打ち始めた。

「ありえないよね……。冗談……よね。うん、ファイシス王子の冗談よ」

「──だといいよね。姉様」




　とりあえず、少し幸せな今は深く考えないでおこうと思う。考えると怖いから──。
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〝レッド・プリンセス〟──とらわれの王子様と秘密の恋を──。

　いかがでしたでしょうか。

　中世フランスに限りなく近い世界観の中で繰り広げられる、落ちぶれ気味の貴族の姫といわくありげな王子様、そして闇の秘密の中に生きる皮肉屋の美形怪かい盗とう（？）の三角関係などなど、かなり作者の趣しゆ味みです。そしてこれも趣味である、宮廷にまつわる怪あやしげな気配など、表現できているといいなと思っております。

　書きたいことが多かったせいか、若干〝黒い本〟となってしまいましたが。

（〝赤い本〟じゃないんかい！　という突っ込みを自分で入れてみる）

　そして書きたいことが多かったせいか、あとがきは限りなく短めです。

　つい、ノリ突っ込みなどしてしまう私が、ここで空気を壊してもいけないので、このくらいのページ数のほうがいいのかも知れません。

　山やま岡おかさんの華麗なイラストの雰囲気を台無しにしてしまってもいけませんね。

　ここは優雅にフォションの薔ば薇らの紅茶と、ラデュレのマカロン・キャラメル・フルール・ド・セルなどいただきながら、秘めやかに閉めさせていただきたいと思います。
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